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日英米特許ｾｾ用新設置 ＱＱ 百数十件所有

大野武防火捲上るr戸

〔将位大野式シヤ‘ ' / ' 1 一〕

主 要 製 品
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大野式jレーフルシヤ、，/ 9一

大野式融室付自動閉鎖戸

大 野 式 工 場 用 軸 承

大野式持子λ 軸僅・戸車

各種防火扉・鋼製建具絢

謄用持株機微類設計製作
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曾 告

@ 創 立 廿 五 年 記 念 事 業 計 童 に 就 い て

昨年 来、強 告の記念事業は愈 々来 る三十 日の記 念 日を期 して、 其 の

賞行 に入 らんとし、泣く 換算等総合開催の運びに相成候が、 目下の計

輩事業や概要下記の遁 りに候。素 より 時局の進展に仲ひ、 内容改慶せ

られる 場合あ るべきも 、J降に記念日 を迎へん とする に嘗 り、 言十重 の大

要を掲げて大方の熱心なる 毅 力御協賛 を乞はんとするもの に候。

事業匿分並に主なる管掌事項

第 一 部 合 ・ ... ・H ・... 厚生住宅展覧曾、防空展覧曾、25年記念展

第 二 部 曾 …・・・・…・・建築と j仕合記念特輯腕、爆揮記録刊行、記念史出版

第 三 部舎… ・・ … ・・・防空講演及講習曾、技術員養成

第 四 部 曾 ・ …' "・ H ・- 記念行事事項

第 五 部 曾・…. . .・ H ・- 防空開究及指導事項

第 六 部 曾 … ・・ ・・…・・ 時局針策関究事項

昭 和 十 七 年 三 月 一 日

枇 国法 人 日 本 建 築 協 曾

曾 員 各 位 に 告 ぐ

来る三月三十円は本合創す. 廿A 五年に相営し、上記の遁り各種記念事

業の貴行期に入り 、着々諸般の準備を進められつ L あるが、不取創立

記念日行事のーとして、下記の遁り木曾功労者に封する表彰式並に自

統合開催仕候。大東回戦の真只中にて時局金々多端の折柄、自粛によ

る事 勿論なるも 、待望の新嘉披陥落し 、引績 き南方制摩日を逐ふて効

を収めつ L あり 、図を奉げて脱稿の際、本舎も其の祝意を表すると共

に許さ れたる範閣にて之の記念日を 迎へんとするものに候。廿五年に

一度遭遇する 此 の好機舎を得たる事は 、誠に御同慶の至りと存じ居候

何卒奮っ て御参曾あらん事 を熱望仕候。

追而 準備の都合有之至念御申込み置き下さ れ度

表 彰 並 に 自 蹴 曾 次 第

1 . 時 三 月三十日 ( 月 曜〉創立記念日

午後五時 より 表彰式暴行

午後六時 より 白肌曾開催

1  ; 曾 場 中央公舎堂( 中之島〉 三階大食堂

1 . 曾 費 金 3 園50銭

振簿39. 975番 其 の 他 の 方 法 に て前納の事

1. 申込及締切 ハガキに て舎費梯込方法記入の上申 込 の事

三 月 廿 日 締 切

O 申込後宮日不審の場合にでも禽費の御負揖願上候



告曾

創立廿五年記念事業寄附巾込御芳名

本曾記念事業計重装表するや各方面より多大の御聾援と御賛同

を辱ふ しつ L あるが本稿締切迄に御援助を得て寄附金御申込を受

けたる諸賢下記の遁りなり惑に寧名を列奉 し御芳志に封し深甚の

謝意 を表す

遁而 別項曾告 の通り本年は愈々記念事業 ごL て都市武

裳促進に遇進するため着々進行中に御座候向寄附金募

集期限も三月末日迄の認可につき本舎趣旨御賛同賜る

諸賢に仁て御申込洩れの向も之有候は此際至急御援助

方御申込み賜はらん事を熱望仕候

御 申 込 芳 名ノ一 月 中

崎 工 務 庖 殴

石 常 三 郎 殿
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10目閃 同 法 王 141， 殿

5.ω  恒 岡 俊 行 限

5佃. 加 株式合祉朝 日工業所 殿

200. ω 伊奈製陶株式令耐大l仮出張所殴

30. 00 阿 部 次 三 郎 殴

2ω .凹 粛 藤 久 孝 事 務 所 殴

5朗. 00 政 正 合 資 金 ii t l : 殴

5凹. 仙 波 陶 商 事 株 式 合 枇 殴

300. 00 東 斑 鍛 工 所 殴
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曾 告

)=} 見 王手 曾

時局の? こめ工場共他一般建築物の見皐が烹知: の事となりまし fこので- 今般奈良県薬

膳内蹴光課大和史蹟頴揚令と j'H 訴し |司令主fii tの見皐令に参加す る 事 と 致 し 、j {

第一阿の試みとし て 下記の通り見皐件問11Hl 、1: します o 要領制熟覧の上御申 込み

下きい。

1. 時 三 月二一，-二 日 ( 11  ) 附雨不論暴行

l 見 皐 先 ( イ〉大手n三山附 近 藤 宮 跡 共他数ケ所史民

東道説明講師、田村7f- 永氏 、末永雅雄氏

( ロ ) 室 生 キ

東道説明講師、猪熊錐繁氏、小 山貞三氏

( .... 、) 樫 井 1=1.1心 亦阪内噴石井守辺、阪等 ノ史蹟

諸 山li 未 定

1. 曾 費 不要( 担交通費向排)

1. 貧 事 各自携帯の事

1. 申 込 J 、ガキにて本合兆希望地記入の上申込の事

l 〆 切 三 月十五 F1〆切'1(イ11.各部共十名引役られ居り先着順に〆 切 ます)

J. 集イト所及時間共他注意事Jf(ll- l 込者に到し後 日詳報い fこします

J. 本見皐者は普通賛助員を除く他 の令員に限 られてゐます

0 迫而頴揚合主併の見皐令は史蹟及考古皐研究と併せ郊外散策の三要素を千{

してゐます ｯ 刻 ｬ ふるに判 。 雑 き 訪 ｮ ｬ ｬ ｩ ｾ 配され府り毎同 ＲＰＰ 名 以 上の申 込 みあ

りいつも尚員で本令員にでも謝絶されてゐる盛令の中に加l はるのでありま

すか ら 、 参加希塑 の ｲ￭￯ ｊ は才 ｩ お合 み の上 三 官念樹 ｩ ｾ ｬ Ｍｬ込下さい 、 下 Ｇ， ｊ 常円は不参な

さらぬ様希望いにします 。

三 JI _ - n  

n本 建 築 協 利 子 ? 勢 幹 事 長
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珠 告

防火改修展覧曾開催懸賞募集之件

本合命I}立什五周年記念事業のーとして刻下の緊急事業たる防火改修

事業の促進を計り 、 改修の光備を期して展覧舎を D月俄致す事 となり共

のifC納に就いては近日投表の改定であるが、 I竹脊の一部を珠告し康 く

舷募を! 出:i ふ次第である 。

1 . 臆 募 要 件 ……- … ・ ・・・・…・ー・…・…・ ・( 詳細規定は迫て狩衣 j

2， 考 案 圃 及 賓 物 見 本 説 明 .. . . . . ..... … … -…・ ・・・ ( 詳制規定は迫て雅夫)

3，入賞者の人数良賞金

入 賞 五 三れ 賞以及賞金五J合Inl&-' Li

作 作 ヲL .1百 貨M-)Uえ賞令武伶Inl&-' Li

4，締 切 期 日

昭和十七年内凡ト五 Ir  ( 1  r  ) 午 後三時迄

う， 笹 表

審査の結果は本人に通知 をなすと共に 「建築と枇合J 5 月批に研去す 。

三 月 - fI 

話r: 閣 法 人 円 本 建 築 協 合

舎 費 其 の 他 御 梯 込 に 就 て

昨年集金の坂岐ひが向 う ｬ ミぬ様になって以来 、 合約共の他三ｾ金郵便て 、

御請求中上げる 事が不可能となりました。 就きましては誠に御面倒で

すが 、娠替大阪三九九七五番御利用の 1-. 、 ; 直宜相1J 榊込下さいます様J テ

願ひ致しま す。

f首長替貯金に て御桃込賜りし :分は領収書 を設行し府らず特に必要の

方は其の旨係へ御申付下されは、御迭付致しますから 惑からず御諒承下

さる様御願申上ます。

昭 和 十 七 年 三 月 一 日

ilil: 閣 法 人 日 本 往 築 協 合 主 計



1. テエアン島

タガ旗遺跡

6 ;l;!; 宛 2 例 に 並 立

せしと{ 事ふるも 、

現在 2 ;M; の み 停 立

す。古来家屋説 、

基地設 、1野Jkri・説得

の，議設があ り。柱

ヂリ車由の方向は N i
O

2G'  Wに向」、。

( 糊 南 洋 郡 島 )

主奇異rt，I j より j  

2. ヤツプ島の石貨

南 洋 方 面 の 建 築 ・ 京 大 工 集 部 教 授 近 藤 泰 夫

家賓とし て珍厳せ らる 、パラ

オ議烏 にi i : する大: f l lt 石にして

ヤ; ; 7 '烏に於亡のみ[ . t 跡的I f fl，

を { f すコ夫人キャプテン 、 オ

キ ー 7 :'工ノf ラ オ より I時[ 期日に亡

ｾ ｅ び Ｇ Ｑ Ｇ り 、 ｉ フ ヰ ＢＱ を隙せ り と言

」、。

( 湖 南 洋 部 鳥 時帖)

よ り j  

1  '" 



1 1 1 2  

3.  ;獲月権 ( ヤツ プ島 J

H ケ徽公隙| 内タガ レ ンアk苅に' f ，

す。 餓 什 コンク リー トゲノレバ ー

俗 、 昭和 ｬ ｊｾＮ 架 投

(主18Z l菊作部鳥幻 itl 帖よ り〉

4  南 i羊腸長官官会

ｊ ｉＡＮ Ｑｬ重雄 、 ， ｾきベランダを殺〈 、

雨 水 を 受 け て 貯 水 柿 に 集 め 、%f f

用水とす。

5  ヤツプ郵便局

繊 ＧＱｾＱ Ｇ i:生、壁 及 床 を 鍬 納 コ ン ク リ

ー トとす o ￬Ａ ｮＳｾｩ 急時代の 建築 に

して領再了後 補 強 せ る も のな り。

(45 岡 共 南 開 制 良 川

より



6  木工徒弟養成所建築

実習

( コロ ール烏 〉

烏民 に対 して建築技術 をま主俊

し、職業指導を なす在所年限

ンド科 2 年 、研究斜 l 年

( 潟浜 市洋 都 島 問 削i)

より

7.  ヤツプ島民集曾所

島市t で言へば 、 ペパイ である

ヤツ プ総事終のあらゆる特色を

備 へ 、』母子ーの共 同:(.，;泊四j" 'C: あ

ると同時十4 剖S; ' f i の公合 C: aうる

ヤ〆ソー島1 / Iレル小寸ノギ ー ラパ?γ

卜所在の代表的な' ぐパィで構

i生11 問 μ 8 閥 、奥行 30問、 ，;:，

さ 7 附斗士、林は令部主宇:材 主I

を矧ひず 、一 切I!!I I子 網 'C: 組 ユ止

である ν

Ｈ 糊南洋糊絹 ｾｉ￭ Ｉ
より /  

- 南 i羊 方 面 の 建 築 ・ 京 大 工 祭吉1I 教 授 近 感 泰 夫

3  111 



- 南 方 箇 の 建 築 -
法
申
・

京大工 準 音 ｉ ｾ 敬授 近 Eま 泰 夫

111 A， 

8. パラオのアパイ

ャ y γ :1..> ペ ノず f と I"J じ目白(J GI. J

ぬ民集令mであ るコ 徒六; ょ於

て両ij 筑ー とか なり 111; 室があ るω

前 の ものに は泌 がなく 、:え官i

ｾｾを矧ひ て なし 、。 此れには 民

内に村を設 けぬが 、前 者はデ

列 の杭をJ t J ひる コ 装飾に jjij 者

ｬ 工彫刻 採色を月｝ひぬ ｲｾ りに純 ｬｩ

のポit 簡を以 て美しく官fli 乙なと

特徴的なところ だある (.

9. アパイの彫刻

パラォ ;身島到j るところに アパ

f を見るが 、 コローノレ島 にあ

るの が、 代表的なも の ' 0 んる

素 朴 では あ る が 肱 め て 精級な

彩 色 彫刻が遁首な月Ij' に施 さ れ

J日、ーの築 様 な 婆 術 的 表 現はぬ JX:

の詩 と傍説とを傍へ て肘 るJ

(89 岡 共 南 洋 郡 闘 員)

帖より



逆

瀬

川

寅

爆

演

習

賓

祝

寝

畏

• 

演

習

本

調

査

班

、

1 布 板

現場よ り 500米隊れたゴノレ 7 場 に

設けたる 布板

2. 被 実績 家屋

現場質量説家屋を川をへだて L 観る

.、ト

、

3.車里爆撃機の編隊念、降下

4 京 爆 撃 機 の 編 隊

可営F

t  

『 ザ

5  111 



111 6  

i逆 瀬 l

 

l

 

j

 

賓 爆

演 習 貧 =R 寝

時 演 習

本 部 調 査 班

上よリ下へ

5. t存6 問 爆 撃 J伏 況

6. ｾ 事 Ｙ 阿爆撃 ｪ 伏況

7.  t事10問 爆 撃 ; 伏 況

8. 第 11 問 爆 態 11先 況



9  

14  

3  $，y，バラックの」じ

!判 2.5氷: に務 ICせ

る15砥 部 孔

10.  Ｑ Ｕ ｭ 不幸ｾ Ｉｾｩ＠

tゐ

12.  Ｑ ＵＱ 伍 郊の ｉｊｾｴ 孔及 ｩ 波Ｉ，

13 

7  111 



15 中心 目標西方 1. 4米 に 落下 せる 1511日軍孔

17 向上 10011主婦によ る殻孔

19 .  Ｕ￺ ￆｦ［ ｾｩｩｬ よ り ＱＰ ＮＵ 米離れたる松枝

( {引 3槻 〉のli!!i. )4ーによる 切 断

111 8  

16.  100庖 却 に依る 大 木 の被 害

18. oWに落下せる 100Af;狩!の爆風による被害

逆 i寅

瀬

)11 

習

賓

本

爆

j寅 部

習

2正

調

;ll 

査

現

5草 ll)I 

20 .  15耳目 '{ tよ り3. 5氷:離 れ たる 松

Cl2糠〕の明'IJ 十による 被答



逆 瀬 川 賓 爆 演 習 報 告 舎・

序 論

第 1節 演 習賓施までの経過

昭和 ＱＵ 年 ＱＰ 月 の 防安部 習 に際し、大阪市内某 ｾｉｦ

令 lて於て は!I1i8: i荒神の真剣なる訓練K 資 する矯め

該町令 ｾ 域 内 Ｑ ＼Ｚ 賀 焼夷柿の 投 下 方を中部軍司令部

l亡開ひH'，で1: 。勿論之 lζ 依 る 被 特乃至或程度の侮

特色 Ｑ［ＺＧ ［ Ｇ Ｑ 警の ｊ ＭＮ で一切の ｾＹｩ Ｇ 償は ｩｬ ｬ ｔ 令 Ｑ＼Ｚ 於て 責 任を 持

っと云ょ、ので、町合全部の謹書 まで添へ?こもので

あっ? こ。 ql部軍司令部lて於て は、其の員倒きには

感 じ乍ちも 、 質際問題 とし ては熊多の同期 ｩ 危 険ｾ

作ょ、ので、 許可 lては ならなかっ Tこが 、併し何等か

の機併に之令市 民の買余IJ な希望lモ牒へろ 事=a: ' 期 待

されにも のである。ｾ七の従軍隊 ｪ 係 米 ｦ ＼Ｚ 於て は遁官 ［

なる機合［血事［ｾなる場所に就て 常 々芳飽 きれつ〉あ

っ Tごのであるが、諸 々昭手1116年 9 月20日の航空会紀

念日ぞトし、阪詰'I ，r，n逆 瀬川の地を搾んでき宍J ill 卜下

の官加を現示しT二期間 (- II. Jの大'sそ1!HJJi 材質却の運び

1(. 至つに ものである。

昭 和16年 9 月 2 R大限阿闘参詩書1117.: 於 て 第 1r日

の令合を11Hし、泊料の大綱 l乞開し、協議が進め t.

れTこ。 9 月 5 円lては犬阪市役所:参事作T相て於て 、

知 Ｒ 問 併合をなし三資爆ＱＮｾ予＿賞 ￎ ｪＨｾＱｊＧＲ 項 が決 定 さ ｴｬ Ｎ

Ｙ 月 Ｙ 円 ｬ ては現Ｎｴ ＡｾｦｦｴＧｩ ヲヰが行は れ＿ Ｚ 。 ｩ 質荷費絡がみ

ｾｩＭ Ｎ �￭Ｇｦの航宗紀念 日＿こ る Ｙ 月 Ｒ Ｐ 日主決 定 されに＿ ご

め、係寸所聞 か lて 2 週 間 l亡過ぎ今、名問 係-ff はif(

もl亡夫々業務ぞ介 携 し、泊料2T施 要 項lけだっ て 各

般 の準備が; 生め られ、 9 月 16 日11::は阪念ピルギ? 議

需に於て最後の打合併を併し、之氏 は0 0、0 0

各 飛 行除 、 大 ｉｾ 度放送局よりも参 加され、止 ｴ 鹿に各

般の準備を完了寸る 事 が問機 ?こ。

第 2 節 演 習 費 施要 項

1. 目 的

航ｾ ［記念 日 ｬ モ際し、多数爆撃機の参加を得

て、爆弾投下 の演者? を賢絡 し、一般人に釘

演 習 本 部 調 査 班

し燥F舎の貿j刊を正識 せしめ 、併せて爆繋破

壊 による 諸 献の 賞験ｾ行ば人 主寸 。

1.  主催

大¥:.疋11寺 兵市!孫 大 阪Tli 市!I戸市

後援

中部nl : 司令部 大 限fi! Ji 閤 姫路|刑l 閤

陸軍航空本部

協賛

大日本 ｾｪｪ 宗協 ＿＿ 大 Ｑ ＱｊｊＮ ＱＨｦ 支部 l司兵庫 勝 文

部 H木建 築 協 令 Ｇｩ ｾｾ ｪ Ｚ家 カンツリ ベ 尺

紫部

1.  参加飛行機並 に 投 下 弾 種 ( 裁 定 )

!F爆 撃 機 ( 00 飛 行 隊 ) 1  
} 約20機

粍爆 繋 機 ( 00 飛行除) )  

投下手ji 柿 1001if; 爆 柿 5  

50Ji:E:版予r 10 

15貯J利 ¥'ii 40 

1  費 験供 試物 件

木造家ffi 5 戸 煉克也家照 1 (' 簡易

防安涼 2 来 防 柿 欧 4 ;1走 起 爆 暦 1来

: fI_: 他宅内F荒す'i! 穐j設及 [ f 冊i爆風祈j 不i賢Ef市i.lf ，:

z干)1物笠ー験

1.  積 射砲陣地

F反念fJl 逆瀬川特有l場内! [ f，:iBY砲陣営設り、

宗襲 敵 機 射撃 要領ｾ一昨 ｾｩ Ｚｪ ｬｩｾｬ 古代 供 し ‘諒 ￬ ｦｴＡ ｬ

ｾ併せ貸施

1.  観 覧者及観賢場

ｾＧ主党務

招 待 者 ( 申告ケ兆)

大 阪 府 兵 庫j際 大 阪 市 神 戸市 中

部 軍 大 阪 師 困 問iMl 海 軍 部 姫 路師

国大 ｬ 呪府防ｾ協合兵庫懸 防 宗協令

日本 建 築 協 令 費 塚カシツ リーイ見集部

s1i : な電熱航常本 部 内務 省 京 都市

1

 

1

 

l

 

a
a
-
-



。i JiL 

@!f .  室戸 珂ｾ
、 よ、. . .  

芯詣 fi

ti .....r nl 
' OJ 山

る10 

J.. 

を也

(  同

内

，、

fi 

十主

』径量

財 史 撃

五骨造主Z

『毒路&

.t'U 刊

ｦＮ ｾ＠

〆ー• 

11
1 圃

奈 良 腕 和 歌山腕 鳥 取 鯨 岡 山 燃

計 約 300人

奪事防図員 ( 行者山約20. 000人〉

一般観覧者 ( 来六甲縦走路 5. 000人

観 音山20. 000人 甲山 5. 000人及樫ケ

家 20. 000人)

1刊誌T
持苧軍

5祭器を?設V) 、ゴ ルフ 相 楽部南lHI民uーより

の現地放; a{t> 141叶1

) .  日時

9 月20日

自午後 2 時30分 至11二後 3 時30分

第 5節技術室賀駐要項

). 賓 J兄放送 今次 Ｑ 空爆演＿ ・ ｾｾま先 ｋ 滋賀 ＪＪＰＰ 及ひＨＧＱＧ葉 Ｉｭ に於

て、軍が賞施せる爆撃試験を除いて、一般に公開

せ る 試 み と し て は 最 初 の も の で あ れ 叉 今 後 と

"' 2  

。。 より の京爆撃機に穴11反放送局より IH

張機上放迭を行ひ、更に行者山上l乞大繍



もか〈のまJJ き:機合は叉主得られぎる可〈、民間!建

築制係者ーにとりでは常に千載一遇の機合と云五、可

きものであら う。即ち大l坂}f寺、兵 li l'i 腕及び大|攻、

;111[1戸岡市建築関係者は、 日本建築協合 主連絡を? と

り、此の千載一遇の:貫爆演習を機千? に出氷る限り

の製術的貰験を行」、事となっ? こ。即ち技術調査期.

を組織し、軍方 l断の御指導を受け 、又一方建築業

者材料開係者方 l函の絶大な援助主 相伴って非常に

短期の準備期聞にも拘らや、諾極の設替準備を完

了し、月i明 の貰験 目的を達 し得られTこ事は、闘係

者一同最も欣懐とする所である。

たにも述べ7こる如 〈、完備せる餓筋j見凝土浩建

築 l亡釘する直撃弾による被害に闘 しでは、軍に於

て施行せる賓験 ｬ 乞於て 、 既 ｶ｣ ｩｾ ま草色 Ｚなる各種測定諸

元の完備せるもの有りと! i ! !t も、一般民間建築、特

に民間建築の大分伝占むる木造家屋乃至煉瓦造家

屋に釘しでは 、 従 ｾｅ 何等の準抜すべき賞扮も Ｑｮｾ <  

之等建物の被害程度に閲しては、: 或者は過大に想

像 し て恐怖、 耳 立をは過少に 言 ｆｩｾ し て 、 何等の笠 ｊ 策

第 2 図 演 習 場 平 面 薗

も講じない有様である。町も今次賓験の回 的主す

る所は、一般民I l I Jの建築に濁する

1. 爆弾破片による被害程度

2. 爆風t躍による被筈程度

を目標とし、IH;j ( る丈り簡易なる建物、簡易なる

防益設備を釘象としにものである。

初め軍方 l師よ り目棋主 して木造家屋 5 戸建設の

請が有つにのであるが、: 貰験の目的から見て、 又

短時日の準備期間とを考胤して貰験用本家屋は 2

fi a : し、他の 3 戸は畑立: 茸2主張りの単なる目標物

主する事K し?こ。向之等木造家屋内部には一般 民

家に於て簡易に11，信念に施工 し得る各種の待避設備

を設計ー、 之等の宜i際的効力の有無を賞括合する事と

し? こ。向之告書: 本建築 2 戸の配置に就ては 1 戸は中

央目標に近 〈、 l 戸は中央目標より最も速く配置

し集注爆弾の距雌の遠近による影響を明 らかに す

るや うに考慮し?こ。

簡易防空濠は家庭に於て迂i : l ; 得る程度の最も簡

単なるもの 2 基のご飯定であっ? こが、愛図式ji }j 益法ー

3  '" 



より特に既成組立式のものを資験に提供方巾入れ

有り 、結 局 3 基となし、初めの 2 基は木造家屋の

場ー合、同様距雌を異l亡しに場所'f C設け に。

此 の外 fC色1ULm建物 1戸、 ;及. ぴ防・1単位 4施主? 設

け 、 叉 外 に 中心目 都下に竹 Ｎ ［Ｚｴ 子製の起爆府 Ｑ 基ｾ

設 備 しに。1i ¥1叉 人畜 t亡診j す る爆)l il!政)j- ID( ひは爆訴

の影響を見る矯めに 、各種の動物 を泊宜l乞配し、

之等は現場での傷害程度を検する外に更に解剖陀

よって共の内臓縫化をも研究する $. e しに。向 叉

一般家庭 lて於げる石i'f 子の損傷K よる人高被害の程

度 を 拾する常 めに 、中心 日椋より Eii: 々の距出!EI'C各

極的子を装備せる笠験箱を 配置し ?こ。

今之等各種貫験地設を綜合するに 、; : ; 7( 去の如 く

である 。

!配駒木浩家屋 2 戸 組立式防 ｾＱ 泌 l 基

目標木造家屋 3 戸 ｬ 切 ｾ ｜ Ｇ ｉ Ｇ ｬ :tra  4 程

煉瓦逃家屋: l 戸 起 爆 眉 l  式名

簡易防 長ｾＭＧｾ 2  ;J.走 イii' f子賞験摘 4911111  

第 4 節 演 習 業 務提任匡分

本 近 燥 ｪ 賀子子は準備朋ｉＱ｜ ｬｊｉ ｾ 常に切迫せる ｬ 剣係上、

出自に闘する各種主的は、二lミ々 路ー任 区分を? 定め て

各脳各国日豊が一斉に準備に若手しにものであるが

共の婚任医分を示せば、下記のf ，( n < である 。

1. 飛 行 機Zぶ;j 射 砲

中古11軍司令部 大|坂! ' 1m国 航空ヌI>: t¥11

2. 演習物警 戒

大|妓阿国 兵}'li! 係

;3. 特別 相官考案 内及 一般 ＿ ｩ￸ ， ｾＧ ｲｾＺＺ［Ｎ キ Ｉ，Ｑ，ＱＹＮＺ ｛Ｑ

大 阪 府 兵 川'i !幌 大j:){i li ilill lJi il i  

4. 出初場- 設皆

|以2: 電 鋭 利fil : 日本建築協合

5. 新 開設 表

大阪市

6. 技術賞験指導及調1 E

川 4

大阪府兵庫牒大， ｾ反 市 ￭ ｬ ｩ Ｑ Ｑ Ｑ ｊ 勺 ｬｩ

日本建築協合

開i痕都dft

木 造家 j主被約三tJl J1t

:T.!Uf.法家屋被主主: 部3:::; 年ー

硝子J l t M.強調交

防空接被害調査

ilil ll戸市

{ 大阪

1( 1

兵)l ii!:係

日本建築 協合r

日本建築協令

大阪市

防弾壁被害調ヂモ

起爆構造l::1}' J茶

大阪市

大阪市

制ヂE員 計 150人

仰 木賞殺の性質上記録お民の分散漏を 防止

する矯 め一般のお真撮影を紫 じ、特に馬民

Ｚｌ ｾ ｉ 員は ＱＶ 名に限定し 、 お買ーは ｊＭ ｌ て 軍の検 閲

を受けるｊＡＱｾとし Ｗ こ

7. 動 物 宜 験 大|仮市

ｦｻ［ Ｑ 本笠燥 Ｗｾ 脅要項決定より演習首日までは僅か

fC  14日I1rJ lて過ぎや、此の短時日 花岡 かも設営着

手常日より降雨となり 、慣習 2 日前まで連日連

夜降り続 くる の恕僚件の下に於て設管工事の指

揮監督fC首り ?こる 各員及び工事従来有の努苦は

特筆陀値するものにして、特に此底 l' Ciil己して深

謝する所である。

第 4節 演 習 の 経 温

本i空爆i 1i t切首 日?こ る昭和 16年 9 Ｉ ｾ ＱＲＰ 日は 、 数日

米の悶も譲れ、絶好の演静日とな り、早朝より 一

般 仰'fi 7f は砥lと早 〈一般視覚指定地K 哨集 し、各

指定地共 ｾ 山人 を 以て殺はる〉 の 盛 ｪ 闘を 極めに。

常 日の人111は概略20寓 人と 推 定 されて居る。一般

i，同問者は本演脅が危険を供ふ附係より午後 l 時 起

に翻TE場陀到着するや う像ねて示達 して有り、 挙

時以後に於ては演目地の一切の交通を禁止 しTこ。

危険区域 lとは赤肱ーが設泣 きれ、 叉相暗場には標 識

として目 指旗が掲協ー され? こ。

首日 Ar 切開始は午後 3時 10分過ぎ、終りは同 3

附55分であっ?こが、此の間天候は器時々 I晴、南々

西の風 5. 0 米であっ? こ。

燥 ｾＧｩ ￬ｬ 投下 の責況は 下 ｬ 氾の如 〈 であ る 。

機 槌 並 機 敏 T 投下線積並5車数一丁百fit

騒ｼ竺恒竺ＲＺＺ Ｑ Ｑ 地 ｉｾ 竺 ｼ 計
爆 1 3 機 1 1 瞬愛 1 1  1

700米

機 片 王 子 | 繍 隙 降 下|胸
1

13滋
140設

重 I 5 機| ピ盟ほ笠| 計

爆 ト 一 一|編際水平 1100副 3 1lit 1  11000米

機い利 回珂丁玄1

10殻

此 の 内 1001邸車は 5室主役下の漁定の所 11船 主投下ぜず

基地に携行せ り

技 術;V;IJ 持 nは始めの改定にては目標地 主甲 I.LJ e  

のr' '1m直線距縦約 700 米に在る岩山背後に観測帥:

を世き 、各種爆弾投下及び家屋被害欣況を観測記



録する議定のかj'、高ーの危険を考慮して、急; に樫

ケ峯に位置捷更となっ? こ口此のtt め貰般家屋の一

部は、一部山陵の;影にな り、充分なる観測を する

事が出来な〈なつに憾みがある 。此の矯め K 司;'dヂで

に於て梢不明確な黙を践し? こ事は制査員全員の痛

恨事である。

演習終了と同時に調盗員は特設パス陀よって第

ーに現場に参着、警防国の現場保存細張りを待ち

制去に岩手、日 淡迄僅々 2 時間足らす・の短時1mを

以て各種調奈を完了し? このである。 tkl 弾痕調査に

於ては 2. 3設現場を梢織れに山中 K 落下せるもの

有り、之が剥奈は首日日設の矯め、翌日引{(ji き檎

績調査をなしに。

第 5 節 演 習 後の経過

以上を以て航空紀念日 K 於ける演習は、- illl り

終了したのであるが、首日用ひられに爆弾が瞬設

信管で あり、 E つ人馬殺傷別のものである矯めに

所謂依叩爆弾と異な り、 穿入度も浅く破壊力も弱

かった。従って各種賞%i ! J . 庖設に劃しでも破片の;影

響は光- 分認め られなが らも、 表 l師上の総韓的な破

壊は比較的少なかっ 7このである。特l乞煉瓦治家屋

の如き或ひはM子政鹿賀験箱の如きは大し? こ被告

も受げ士、原形をそのま〉残イF して居る有椋であ

っ?ごo 1. r - 験委員 K 於ては之を此のま' : > Jl i( ); - 附げる

のも惜しし更 に軍方 ｬ 耐にお ［ ｽｨｾ ｴ ひして Ｙ 月 ＲＹ 日陀

改めて煉瓦出家屋の爆i淡試験を して頂き、同時に

附子破壊貰験mの師試験をな し、充分なる研究材

料を輿ヘら れ?: 31.は何よりの牧挫であっ? こ。

向; 4 > ・賞燥演討に倒せる費 )IJ は、下記の虫J l くであ

る。

質燥前自粧究lリln: 11I書

木造建物( 内部施設共) 5 戸 14. 465. 00 

煉瓦遺建物 1 戸 4. 000. 00 

防 2主 宇奈ー 2  ｾ ｴ＠ 600. 00 

ド: } j 民主主 4  tifT 860. 00 

起爆キlt 浩 1  ｾ た 2. 845. 10 

演習場現場整翠il 440. 00 

管 防国千百［謝申 ｬｾｾ 1.500 .00 

関係者打合及宿泊 619. 56 

自 動 車 333. 30 

案内欣共他印刷 14':J . 50 

招待者新首
2ヲ7. 50

演習役員用腕章

蛾読者苦損料

演習後ゴ J レフ場復宮

87. 95  

171. 19  

255.0。

2. 664，10  

之等は大阪府、兵庫! 降、大阪市、l戸1
1戸市、日 本

建築協合及び阪急電銭令枇等l乞於て、夫々分播せ

られ? こも のである。

軍方聞が多大の犠牲を初1¥って本演習を一般民11¥1

1乞提供 され? こ御厚意は数々の 御指導と 共に厚〈感

謝する所であるが、同時I亡各願、各国髄の 御協力

に よって、演習自瞳は勿論各種賀験が無事lモ且つ

最も功果的に完了 し?こ事は、協力せられに各位の

賜物 k 御同慶に堪えない。

演習終了直後、費塚に於て貨爆演習関係者懇談

令が設けられ、又技術調主主員は 9 月26日日本建築

協で? に於て、打合せ努々座談合を聞き 、之は雑誌

「建築 t 祉合」昭和 1Z年 2 月蹴 IC殻去され? こ事を

附記して置く次第である 。

困氏本宜爆演習参剖仔は下I氾の jffi りである。

Iド1'; 1¥軍司令部 桃 井 少 快

大 |波 iW 1週 ノj、 合 同1 位

ｾ｛Ｒ＠ ll:各 i:tli ｉｾ＠

大 |坂 J {J

兵} l j l !¥県

大 |波 i li

前11 戸 i li

外山 ｾｉ Ｎ ｉ 尉

岩 永 少 佐

三 谷 警 防 課 長

本 村 警 防 課 長

土井純劫良部長

谷担. 防護謀長

与F-- ml 防 護 課 長

ｼ 仮 ｉｬ￼ｬ ｬ ，ｾＺ行電餓道令 ￭ｩ￻Ｚ 仁 木 事 業 部 長

柳谷事業係主任

技 術 '，Ui' ，l 不正大| 庇IH 玉置技( : i I i

兵庫! 探 勝 阿 波(lili

A乙阪市 伊藤技fllli

ilill l戸市 野坂技gll i

日本建築協合 張中常務

( 以 上 )

5 川
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ぴ軍並に行手守山及甲山方1mよりの国重罪者談等を参

考にし て推定記入し 7このである。 l剖上直径深 さの

記入なきものは共である。

向 ｬ ま附 ｲ ｬ ｾ 悶内或は闘の傍に ＱＵ とか ＵＰ とか書込み

のあるのは弾の大いきを示 しに のである。サフ ィ

ックスは落下順位を示すもので爆之最初技術調茶

園の希望とし て一環何: 或はー爆撃侍の部j採集が出

?このであるが事情ートー到底不可能なりし? こめ順位丈

でも釘19得? こならばと槻測位置でスケッチ撮影等

l1: (:{c る記銘を1似つ fこのであるが観測lの場所が極め

て不通首なりし? こめ正確を期し得なかっ? このは残

念である。

然し乍ら之等の判定は何れも作裂時の鼓煙量昔

響並陀調脊時に於ける弾孔或は被害のAA況等陀依

り向ほ軍の御意見をも参考推定 し?このであっ て大

憧間違のない所主確信する。

記録されたる 諸兄を整理すれば次の如し。

竺里[ 棄事j竺竺:ZLJア 皮|霊長匹三

1  1 競 |単機 |念降下 ;3122凶 3  ' 15庖

2  1 向|阿|同， fi'l 1  4 '  

3  1 同|同|同， ffJj I  3  ， 

4  I 悶|同|同 I fi'l 1  3  !一

一 ｉｾｉｾ ｉ ｾ 同 ， 4  I 同

6  I 同|同 |同， fi'l I  3  1  

7  ，同 |同| 同I fi'l I  4  I  

日|同|同! 阿 i fi'l ， 3  1  

9  i  1司 |議 |念降下| 同 I  10 ' 15庖

10 斡| 議同叶 1000米 |91115U
一 一 一 一

11 I 綴 爆 ，3機い司! 日

11事機 l 編除 い " J 1  ド

12 I 議 |占禁 |同 I  fi'l 1  1  I  

同4  

3  

h  

同

可

司

司

司

司

同

第 1 章

投下爆弾弾痕調査報告書

第 ! 節 議 備 調 査

先づ現場の 事 Ｇ ＱＱￍｊ￬ｊｬｬｪ 査 を 行ひ Ｇｾｾｩ 日の制作 ｬ 叶更なら

しむ可 < 2 日前の 9 月18 日以ぴ官;日 の) ，:J n開始直

前に之を行つにのでゐる， 9片 18 日は経緯 l五四Ij:l Il:

k て現場附近全般に豆り 20 日の訪日 l亡は18 日以後

に完成し＿こる防究壕及 ｾＩｪ 蹄 壁 の 位置 ｬ て 就いて之を

行つにi J llhi 1: 闘は500分の 12: え1000分の! の2様 lて分り

作製建築物地形の配世以外1 1 : !lT/8*- の高低差等も 記

入し fこ。最初のT象想、では爆聞に依り大孔の述杭) { k

! 呂になって地形の大鑓 化石? 来すのではな いか色色

考へ?このであ るが之は全 く杷:長' 11: 過ぎ す骨i低差は

あまり役立? こなかっ? こ諦である 。

現場のi伏況は北西から流れ降りに川が此鹿で東

方向へ急:カ ーブ 主なる丁度r1l 19  f( j で更に西方向の

池の方からも流れ込んで 1f百の碕となって居 9 ｾｴ＠

は断艇を以てゴル フ場陀隣 り白及甫 陀l拘林を控へ

?こ場所で千常7kはノj 、川の虫n< 流れてゐ る程度で此

の碕を利用し て 東西 ＸＰ 米 南 北 ＱＰＰ 米 のＦ ｾ Ｎｴ［Ａ＼Ｚ に試供

家屋並に防空壕、防弾塁でを配世ーなしにもので岡商

及び寝員( 1)及(2) 及(3) に見らる〉辺りである。要す

Ｎるに所 要 の調奈は此の後備捌抗に ｈｾ る Ｒ Ｑ［Ｇ 商闘ぞ基

主して行つ? このである。

第 2 節 爆 弾 の 落 下 位 置 及 モの判定

投下弾の落下位置は後 備制作に依る却Ij 1e: 岡雨i 上

に於ける既知の 2黙より開孔中心迄のE 般を測り

後で之等を作岡して求め＿こ ので ｉ ｾｾ ｉ の如 〈 なる 。 投

下抑は之以外にもｴｩＧｾ Ｑ 同円 の 爆 撃の ｲ ｬｾ i也の方向l亡

落下しにと見受けられ る，のが あってJL23: は越に鷲

見向付ミなかつにの である 。

投下時は人民殺傷肝j の瞬投信管 lとして建物、制

上等 l亡洛下しにもの は地下l 1: }i白かぬ内に作裂する

ので弾孔を避 さない? こ め之等 l亡就ては被害獣況及

i可

1 1 1 6  



以Ａ 二で Ｑｻ ｛ ｾ 完 投下関は

15庖 40設 内不殻開 1設l

50砥 6設 ! 合員十506主

100砥 4設 l

之に翁し調寮に依れば

15M;  3?護 内不護簿 l護}

50砥 6護 } 計47護

100.Ja 4愛 j

となり Ｑ Ｕ 砥 Ｓｾ 支の弾痕は護見 し得すＮ 恐らくＡＺｬＧ ｾ I回

目の爆撃が可なり外れにと思はれるのであって或

は池の中へ部ち にのではな いかとも 考へらる。

|司l亡依り 11月なる如〈命中精度は極めて的確であ

る。落下開の全純悶は不IViの もの を除き既知のも

の丈について云へば南北 145米東西 192米の矩形純

聞に集中部下して居り爆撃進行方向( 束より商へ)

の縦方向への振れの方が蹴への探れよりも大きい

とい よ、黙は注目す可きと思よ、。

直接建物 l亡命中しにのは四裂であってその比率

は全投下郎の Ｘｾ ぎであるが試供建物丈について云

へば上底65米下底90米両85米の梯; J f - t 内 i乞配置され

てゐるのであって此の I商肢は官官記短7降雨前の23. 7

μ に首る 。上2さから見?こ場合此のブ ロック会鰹と

して一目標と見られたで あら う放に般に此の範囲

を目標純固と仮定すれば命中時は20設となり 全投

下蹄の40，%の命中塁手となるの である。市し て此の

命中開比率が商積比率よりも大であるのは集中精

度の良好きを示してゐるわけである。

向[ ま? 全然のこと乍ら同一回に投下されに爆蹄は

特に念降下の場合集中治下してゐることに気付く

わけである。

M3 節 弾 孔 の 調 査

各部 孔陀 就き共の直径立立に深さ及び爆駆牛 ￸ｾ 等

測定なし併せてカメ ラをも使川し ?こ。子Lの大いき

はそのま〉作岡陀表は し且つ傍書を以て示し? こ。

一般 l亡落下 した爆弾の孔は漏斗欣をな し中心部

最も深 〈火薬の次 と石の粉が直徳 50腕一 100米 依

存在 し孔の終端部屑の溢りより外部へ向 け2 - 4米

程火薬焦げして黒す・んでゐる。而し て中心部にあ

る石は完全に粉砕されてゐるが周閣の石は飛散し

蹄片と同時的被害を周回の地物 l-ct母へるものと思

はれる 。勿論姉片は飛散 し去ってゐるが中心部 附

近 l亡は相首大きな破片が建ってゐること がある 。

信ｪ｟ 伝 説尿の ｬ 予 ｾｾＱｾ 等 に命中しにものは共の場で作

裂するにめ i也 上Iz:: 5市孔は越さないが附近の樹木は

切断され家根には大きな孔 が ｉｾＧｊ <  0  f{，J( ま非常に接

近 して端下して弾孔が相重なりー髄と して孔にな

ってゐるのが二ケ所ゐり、之は金髄 としての深さ

及び直符を記入して置いに。

次 Ａ と爆国 ｾｾ ( 爆風) I亡依る影響は非常に顕著であ

り附近倒木 、 地物等 ［ の被守 ｗｾ 況に依りＡ仰と看取 さ

れるのである 。試供物 lて到する被害は他の調読に

まつ こと 〉し此底では主と して 樹木に興へ7こ被害

より推定 しにのであるがか; 1 ] へば西北方山中に落下

しに50. J a 弾に依って周閤 15米間内の倒木は徹底的

l亡破砕されてゐる等同商には議下伶置の岡の外側

l亡更 に影i綿を以って 闘を設いにのである 治官、後で

述べる樹木等の被害!U，況の] 貰円について参即 され

7こL 、@

之等の調不正の結果を隻均すれば大隠三次の如き結

果となる

燦 矧 /
漏斗 j伏ノ I  深サ 樋 |l 燥感直径米

大イ サ庖 直 径 米

15庖 2- 3米
1

10糎- 50糠 / - 6.0米一

50庖 3 - 5米 i瑚 - 60糎 1 10米一 15米

4- 5米 1 30糎ーl

吋
15米一20米

j也探は積にして大玉石、栗石、砂利及砂の混合

し? こるもの単なる砂或は土壌等 l亡落下し 7こる例が

皆無なりしにめ比較するわけには行かぬが磁場i宇

何或は浸度等の案外IJ、なる賠より見て斯る地盤が

ｬ ｾ ｪｊ判的 ｬ 亡可なり優秀であると云へる 。その例と し

て丁度大玉石の直上 l亡命中しにものが十五砥弾の

* にあるが石は勿論大破してゐるが車力 I' Z: 依る浸

度が殆んど無かつに t 云へるのである。

之は軍ブH灯火る浸力を見る IIU:ーの例であるが何

90抑深50極で 11:つてゐるので ある。不稜蹄の浸力

がｾｦｉＧ，討するのに反って昨裂 しに方の 深 さが一般的

l亡少いのは瞬雅信管であるに依っ てでゐらうと巧

へらる 、以上地盤 lて針する破壊力の案- 外11、なるに

反し地1: 11: 21露され? こる目標家屋等 l乞到す る被害

はさすがに目立っ てゐ?こもの〉様であるが家屋其

の他の試供轄の被害はその方に譲る として次 l亡樹

木の被害 l亡就き述べること〉する 。

7  111 



第 4 節場弾に封する樹木の被害獄，克 主なるものを? 拾ってi川JJ : にプ ロットしに のである

現場碕の西南部方{白il 乞は樹木純生し又山村l - j t tL  湖上の矢印は倒壊乃京風汚仕方向を示 しTこのでタとの

は同 じく総生 して ゐて松を主とし各紐i佐木が生え 長 さは樹木の切wr け所・より先迄の長さを訟はし大

てゐ fこのであって此の方商 lて落下 し? 二時の被害枇 鵠 樹 の大 い き ｬ て比例してゐる。附記の記械 と ｬ｜ｴＮ ｴＡ ＡＨｾ

況は皆本 i亡封 し極めて編者 l亡現はれて ゐる。その して その被害j伏態を記述すれば次表 の通りとなる

咽 樹 判 明 ケ 市F F原 鷹273L魔ZZ羽 的 内1 備

珂怪

d  

ィ |  松 1  009 1  300 1  300  I  510 12F%護完封薬害ZT リ4う米外方ー

ロ 1 ?  I  010 I切断サレズ | 一 | 川 150帥 ノ爆風
lt:11対と斜諸デ中

ハ

I
?  

I  
0.08 

j  
?  

1  
- j  

700.  
1  

?  I ? - -
一 一一 一

.t

=  

1  
?  

I  
0.09 

I  
2.00 

-- -1  
行方不明

I  :3ゃ 1  
?  

1  

ホ

1
?  

1  
0.06 

1  
1.20  

1  
?  

1  
2.00 ｉ ｾｾ 均説明

o  

I  

4.00

"1 

0  

I  

ρ  

i 吋

Jβ
戸堅酔よ山二

Ｑ ｾよ＿ 筋紘 十 方ニ口 与男身 ｊ 上

ト広二; 円I 7〔 三-，) - 1 -
3三「円

I
5. 50 

1
50脚 / 爆風 ld J テ五羽五両二

ナ 1 ?  I  0.09 I  015 I  3.00 I  3.50 Ｑ ＵＰ Ｑ ｩｍ ｾ ＱＮノ爆 風 Ａ 根本 ￡テ折 レ 外方］削ス

川松 I 0.12  1.  0.20  I  4.0o I  3.50  1  4  同区間ス

ヌ 1 6  1  0  .  06 1  30.0  1  2. 50  1τ ; 「阿取引 |

ル 1 6 1  0.08 1  4.0o 1  2.00 I 3.50  Ｑ ｾ＠ 1  

7 1  ｾ＠ 1 .0.08 1  3.00 1  2.50 I  2.00 |塑匙種雪

ュ i  ｾ＠ 1  0.09 1  2.50 1  3.00 !  4.00 ｉ ｾｬｦｦｩＯ 破片ノ内

メ I ｾ＠ 1  0.09 1 0ω 1  3.00 !  2∞ |鵠 殺 風 破 j 廿 毒 : ? 工 側 エ ヨ ル モ ノ

シ 1 ? 1  0.25 1  I.e0  I  6. 00 1  2.00 I o l -

J 下 松 1  0. 12 I  2.00 1  400 1  4.0o 1破片 一 一! 一 一一

ヨ 1 . ?  1  0.1.0  I  1.00 1.  4.00 i  4.0o 1  ? |  

タ 1 ?  1 0.09 1 0.60 I  Ｓ Ｎｾ Ｐ＠ 1 3. 00 1 多 |

レ 1 ?  1  0.09 1  0ω |  200  i  1300 ｼ ＿ ＿Ｏ破片エ ｉ ｾ 十 ＱＳ ｸＵ 籾 夜打 雨

サ 1 ?  1  0.18 j 切 断 行 ズ | - 1 I4.00 1  ?  1  

ミ I ?  1  0.05 I  3. 00 1  2.00 12.50 1  ?  1  

y  |  機 !  0  .  09 1  O.  10 1  3.  50  I  1  2∞ !;01庖 ノ爆風

1

根本ヨ リ剛 リ

ッ

i
松

1
0.08  

I  
3∞ | 150 | 2 6 0 0 F

及 l 昨 破

l

ネ

1  
- ?  

I  
0.24 

1
切断サレズ | -

1  
2150 

F
及 15

冠ノ破|一米高ノケ所痕三ケ所 アリ

ナ

I
? 下1 06 1 630

1  
2.00 

1  
18.50 1 ?  

1  

'7 

1  
? I  0.13 

1  
0. 60  

1  
2.GO.  

1  
10.50 

1  
?  

I  

τI  ? 1  0.12 
I  

0.50 
_  I  

2.00  
I  

3.50 
1
I即 断 |

ム

I
?  1 0.09 1 4.00 1 3.50  

I  
1.00 ｉ ｾ 臨 ん質 問
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ＭＭ［［Ｍ ＭｉＭ ｾ ｾ 寸 志 一 ＭＱＭ Ｓｾ 下 す 丁 寸志 丁ー ァ Ｍ ＭＱ 一一一一一 一ー

一工11 一円王子一「一五-0 - ' -2「 I 1.00  1------ 7 寸一一一一一一

一;下 7 1 Ｐ Ｎ ＱＲ 円 ｾ ｏｬ 4.00 円7 1臨匙協EZ Z 2竺空

J 下つ I  0. 12 1  1.2o  1  400 1  Ｔ Ｎ Ｐｾ ｊ 草色匙 ＱＱＲＲＲＸＱ タ形デ孔方向
ク 「7 1 0 27 1  020 i  800 |  060 1  4  EZチギラレタル如ク切断i

ャ 1 0  !  021 1  1. 00 1  8 ∞ 1  ＳＮＰＰ ｟ Ｑ ｾ ｾ 叱和破片 Ａ
一一一一 i  I  - ..... - 1- - - - - r - - .  I 高40米以下= 探痕無数大サ

I  "  I  0.21  I  切 断 セ ズ 。| 一一 I  2.うo I  一一 |ノ、 約% 迄ヲ絞寂 ル毛致命的

I  1  1 :  I  =- 至ラ ズ

アｼーっ ＭＭＱ 二 ｅ 一仁 王 二 ｬ つ ｾ ｯｯ ｬ ー よ ｾ ｉ ｾ 雪 主竺 三一一一て二
-r ;ーァ一円: ゐ 1  700 1  2.50 1  15.00 1  ... 

ご|ーっ - 1 0. 09  I  0. 20  1  1ゴ「| 250 11 思議注意|開; アケ所ア リ1.5 米

了|丘二:，/ 1 寸 ｾ ｩ ' T W函- 1 -2 50 1い4.0∞o i両5必函面F7ふ寸享T現733戸τ弔扉嗣平布拘恥恥面h恥恥iレいノル山刈川レ川川/イ小jト、校いノハ叫、企金

I  ; Fコ7一寸i o  |寸 b「 岬Z 司 一一 _1  Ｎ ｾこと ｟ ｉ ｾｏ 即

右の去に依りても分る如〈大韓被害の原肉は爆

風 l乞依る場合 と{波J，. Iて依る場合とに分けて考へら

れる のであ る。之に就いて今少し く検討を }JII へて

見ゃ う。

1、爆風 l亡依る場合の被害

此の特色は落着中心附近 lて限ら れ而もー率的で

あることである。共の但内のものは徹底的に依

壊され る。共の欣態は中心部 に近いもの は殆ん

ど切断され下牛が残ってゐると 云ふ欣態で外周

部に近づ れて従って被害の程度が軽少にな り切

断されるに至ちす・風際して宇倒壊になってゐる

E 云つ? こ形で ある。ぞれから外側 lて劃して は無

被守なのである〈スケッチ参J ! 日) そ して その上

向反乱j 方向は 大 韓 %伎の旬配になっ てい る。

亦之 ｾｬ ［ の被害ｾ犬況 は孫 下位置の保件 ｬ 亡 非 常に支

配されるのであって 、例へば山腹の 30度紋傾斜

し? こ所1<:: 部下しに場合共れより上部にある間木

はスー ト棋の所から やら れて ゐるのであるがそ

れより下部の谷側 にあ る色のは被害総が水平に

なってゐるのである。

2，蹄J1による 場合の樹木の被害

此の間泊i 1亡は顕著な被害を受け? こるもの〉み を

記 入し無被害乃至少被害程度のものは記 入して

ゐないので之丈では少し被害概念は解り却し、の

であるが、賞際には或る木が非常 lモ損傷を受け

τ ゐる 1て抱 らす・直ぐ隣のオミ; は何 ともなってゐな

いといふ場合が非常 l亡多いのでゐって 、之全く

科i t j- Iて依るもので あっ て爆風に依 る場合 と著し

い相違を示してゐる 。既も爆臆に依る被害が中

心周囲に限定され市もー率的なるに反 し破片に

依る場合は相官遠方迄被害を及ぼ し市も前途の

如〈偏頗的なのである、調森に依れば20米- 3 0

米附近にある樹 l亡多〈の蹄痕を見Tこの である。

而して之色 落 もに場所の僚件共の外の蹄自身の

僚件によると思はれるらし〈決して四方八方 l亡

均一な戚力を及ぼすのでなく 或る 特定の方向へ

のみ集中さ れるといふこ とがあるので弱黙への

ヱネルギ ー分散と見るべき であ ろ う。そ の飛散

方向は矢張燥邸 と同思; 守h' U¥1てJ -::/jrて逃れる 。

以上 l亡於て燥墜と蹄J-i -I' <:: 1:火る被害ぞ伺々に分け

て考へて見7このであるが之等が同時 に働いて ゐ

ると み られるものが叉底ん あるの でゐって仰jへ

ば中心部附近 l亡於ける大本の切断等は雨方向時

ｉ ｾ ｉ Ｇ ｾ な作用共思 は れるし亦柿 ｊ 「 で切断 して爆風で

吹飛ば しfこ共考へられるものもあるのでゐ る共

の 他 飛散し ＿こ 石 ｨＧＭｉ て依る二次 ｉｾ ｉＢｾ被詐も考へら れ

るがその l列な例は見 られな かっ fこ。

3.， 共の他の被害

之は特別であるが現場の北西氏砂防用の簡易堤

防( 蛇結床止〉の附近 3 米の黙陀於てれて裂しに

例に見ると此の堤防は栗石を集めて便6耗及4耗

15:j;1車聞に網献の針金で包んで ゐる 巾、 高共 1. 00 

9  '" 



米程度の簡単なものであるが その被害符= 度ぞは

此の針金が高 1. 0米巾 3.0米! ' C豆 り切節 され栗石

が少し崩れてゐる程度である( 沼尻参! ! のがそ

の裏側には及んでゐない若し之を防蝉壁とすれ

ば相営抵抗度の高い こ とが分る〈スケッチ参照)

第 5節 結 論

以上要する fcijil !l 戸市の捻常 し?こ捌脊要目はそ れ

自身としての傾佑よりも 、むしろ他の調布即ち 各

111 1  Q  

種の被守Ｉｩｊｾ侃等 の調抗 ｩ て ｩ 討する茶礎的資料を興へ

る黙に於て重要性を持つのでその立味に於て JS、官

lてmlJ i fl :作附 しTこ迄の こ とで共の成果は全部岡両 l乙

包含されてゐるわけである 。

il 住弼孔調脊及樹木の被害調奈i乞於て些か砥中爆

揮の作用の 一分野を宜見に基き記錯 しf二次第でゐ

る。向 lま終りに臨み貴E誌なる続々の資料をお輿へ

下さつに大阪師閣参謀部l亡到 し深甚の謝; 立を去 す

る ［ｪＨｾｾ である 。
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岩 倉 要 吉 氏

坪 野 秀 一 氏

山 本 三 郎 氏

近 藤 泰 夫 氏

古 久 保 立 弐 氏

清 藤 安 弘 氏

官 武 正 道 氏

深 山 果 氏

森 田 慶 一 氏

小 林 清

伊 藤 和 夫

大 下 JI民 三 郎

委ii l 川 直 一

( 昭 和 I 7 年 1 月 3 0 日)

小 林一一 それではちょっ k 御挨拶を 巾. ｾ Ｇ Ｎ ｬＮす。

本 日は皆 さんお忙しい所を御出席下さ い まして 、

有 Ｆｊｉ ｾ う存じます。 厚 〈お 融 市上ます。

大東涜職生存が勃殻しまして、F皇軍将兵の華々 し

い活躍lて依り、ハ ワイ爆撃、或は苓港、マニラの

占領、更に引続きシンガポ ールの命 も旦夕に泊ろ

と云」、輝かしい戦果を牧め得まし fこ事は感謝の念

l亡椛へぬ次第でごぎ いますが、一方我々としまし

でも 、 これ より大東1m共栄闘の建設に過 出せなけ

ればならぬと柿感する課であります。そこで本タ

は多年南方各地 l亡居られに方、或はそれらの : I:JU¥

のＴｬ ￮ Ｇ ｬ 古 ｬ 乞 詳し いお方 をお招きしま し て 、 イ可力、 ｾ､ ・ ｊｔｩ

をjfc り、建 築 i協令の 1-1
1

，して照りまする 「砧 築 t 市1:

合」誌に改去させて扱きまして 、汎 〈令 L.iを科1読

し? こいと考へて居る次第であります。我ノ守主t築 溺

の多 〈は、 i l H.: 遺憾なことでゐりま すが、11T方の

建 築 ｾ ｉｾ の他の事↑ ｩｬｪ に組めて疎 〈、 ｾ ｾの 知 識なるや

非常に心細〈存 じますので、11i 誌が「建築 k 市iチrJ

K 去よ、のでありますし、南方の建築 の事。IWのみに

映ら子、紙候風ニJ:-. e 云ふ校なーー般的 の事や或はEiI

{_t l l : ; の生百11の欣1盟主云 五、風な事 l'd Jーでもお話を附

へれば、 非常に結構fごと思うて同ーります9



司合の方は甚だ勝手でありますが私共の方の伊

勝常・務 tてお願ひし fこい主思ひま す。どう ぞ'ぺしく

伊藤一一 それでは法行借越で あ りますが、進行

係を勤めさせて戴 きにい左思ひます。今 日to- -! 集り

閥ひま し1: のは、先程お配 りしまし f こ名簿で御覧

のや うなお顔欄の方々であ りますが、共の中市の

貿易課長の古久保さんは何か他にも合議があるさ

うでありまして 、七時半頃 IL は大抵ろいられるにら

うとヱミλ、お‘ 話で、もう そろそろ見え るピらうと ，U

ひま す。大開建築の方のj車中色今度の戦果 l亡伴っ

て何れはイn常の人間が向ムへ行かなければならぬ

のではな い かと思ひま す が、どうも無精者がｾ｜

て、南方は どんな所か徐 り知り ませぬので、行つ

Tこら病認忙な りはせぬか と云つにやうなことも あ

りませうし、翠に廷f築の事に限ら す・. 病気の事と

か、或は気候風俗 とか物資の問題共の他色々 の問

題 l亡付て符桜の盟ffi -なお話を力えって、一般合目の

参考にしにし、償りでごぎいます。先づ話のI! 闘序と

して、御示知のi湿り 、南と云ふと 、ucーに気候は

どうにら うと云 i 、こ左が心配にな りますので、先

つ

は資限の問題、ヨ弐欠tに乞開奇務華開係から貿易冬等Fの問題も

あ りませう。陥って今後匙喋裁が向ふへ行って仕

事を する や うなこど lてなる場合、そ れ令: を綜合 し

まして 、向ふへ行つて の建物 K 釘する色々の御注

意 とか云ょ、やうな奥山までお聴かせ戴い ?こら非常に

結構Tごと思うて居ります 3 第一気候関係に於ても

南 と云へばもう熱いもの? ごと思って居りま すりれ

ども、赤道を越して向ょ、の方に行げば、叉涼しい

所がありませ うし、 或は同じ赤道地帯でも高い所

へ行けば涼しい所も あ りませう、共の謹が分らや

に唯赤道直下は熱い や うに思 うて居 りますが、き

うえよ、や うな問題から ぽつLt: つお話を聴かせて戴

いにらどうかと 思 ひます。近藤先生がおIHでにな

っ1: のは何時噴で あ ります力、

近藤一一私の参りましにの は内南洋Tごげで すか

ら、話ーが組めて局目Rせられま して、飴り一般的な

話はH'，1f 羽交ねる ので ありますが、内南洋の所謂委

任統治 領の 組閣内では矢ｾ ｾり 夏が暑くて冬が涼し

い と云よ、 のが ノルマ J レピらうと思ひます。ズツと

赤道に近寄りましに南に行きま す し 苓ーより夏が

{i，'¥し い と云よ、こ U 亡なります。向ょ、では太陽が避

暑すると謂って居りますが、太陽が北 へ避暑しま

すから 、夏が涼しくなると思ひます。二むも緩く僅

左 より泌昔話安弘氏 、i架)1 泉氏 、咋flH: 禿一氏、近藤泰夫氏、森田慶一氏 . ｾｉ ｉ 本三 郎氏 、 小 休清 氏 、 伊 Ｒ 車問夫氏 一人 ぉ ｴ
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な 2. 3 J1iQ) 差であります。

伊藤一← マレ 一方 商はどんなも のですか。

近藤一ーー此底 I' L 翌日科年夫を持って居りますが、

シンガポ'- J レの一番暑いのは五月で、月平均の温

度が27 '7度となっ τ 居ります。勿論暑いことは暑

いの ですけれども、起しく 暑い詩ーではないTごらう

と思ひます。大阪は 8 月が一千件暑 くて平均27. 3度

ですから 。

山本一一 日 本の夏 より却て涼しし、かも釘lれませ

ぬですね、天雨11
1祭頃 l亡な りますと 、こちでは非常

1<: 蒸暑 くて汗ばみますが、あちら に居 りましでは

殆どれニもト! J
1
ないやうな諜であります。

伊藤一一 今の赤道ーから向ふと 言ひ ま す し セ レ

ベスな んかもさうですね。セレ ベスは非常に気候

の好いJifrt ごさうですがD

呼野 一一セレ ベスの気候は大別す ると、乾期と

雨期の二つになる詩で すが、 大 韓 11 月から 翌年の

2 月ま でが雨期で、あとは乾期です。そ れでセレ

ベス応でも 一番手均温度の低いのが、赤道の南の

方商で25度位、多少暑 くなっても 26J1t 位で すが、

ジヤワは大間l亡於て 26皮から 7皮で す。そ れでセ

レベス島はジ ヤワ 、スマトラ、ボルネオ方面より

幾分流しくて、昨雨量も少いc 日本の民夏よりズ

ツと涼しい課であります。

託蕗ーー ボルネオは気候の悪い所Tご§ うですね

ぞれに上ヒベる主セレベスは非常に筑候が好〈、 Ul

が直ぐ近い所に在って 、高い所が別荘地になって

居りますが、内南洋の連中もセレペスには直ヤに

でも飛んで行き? こい左云ひますね。

粛藤一ージ ヤワも好いですね 、一高フ { ト以上

の山が津山ありまして、 5 千フ ー ト、 6 千フ ー ト

位の所までアスフアル トが敷いてありますが、そ

んな所に行きますれば、非常に設備が宜しいです

ジヤワなら今でも行き? こいやうな試が致します。

坪野一 一それから猛獣毒蛇と云ょ、種類のものは

一切居り 愛せぬ。大韓内南洋はさうですが、セレ

ベスでも草原を歩い て も蛇が一匹もゐない 、非常

l乞安心でありますが、』ボルネオへ行〈となかなか

恐 しL、。

伊蕗一一生物製上でもボルネオ主セレぺスとは

何主か線( ウオ 戸レス線ですか) と謂って、之ぞ

区別し、生物が逮ふと 言って居りますねo
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埠野一一大韓セレ ペスは隣のボノL ネオ とは全然

別例のも ので ありまして、動物でもぬ類でもア ジ

ヤ的のものもゐま すが、光つ' 後洲及アフリカ系統

であります。tどからセ ν ぺスl亡は特保な動物が相

? 昔昂るらしいのです。

小林一一ー漁度はどうですか。

坪野一一漁度ーはセ ν ベスは比較的' 丘し L、。

小林一一 日本の家犀の線本の形は南方にあると

云はれてゐますが。つまり訴が開放的1'(: Ｏｻｾ来てゐ

7これ 床の高いのも滋気 を防ぐ意味から fごと思ひ

ますD か う云 i 、離で我閣の民家 主の共通黙と云ひ

ますか、防温の賠でお気付の事はありませんか。

坪野 Ｍ ｾｴ の遜はど う 云ふも ので すかね 。

ー森田一一・ー髄が高 いでせうね。

岩倉一一喝ジヤワなんかでは雨期の終り頃になり

ますと 、部屋は相営滋つぽ〈なります。日本人 の

{t:って居る所は ヨーロツパ人並の生活を して居り

ます ので、術生設備の完備 し?こ天井なんかは此の

部屋の俗位の所が多いのでありますが、 雨期の総

ひの 3 丹、 4 月頃に なりますと、何となしに漁っ

ぽいですね、六時雨期の終りが漁度が長1j い、 11 月

から翌年の 4 月位までは雨期ですが、乾期と雨期

の持換期が蒸暑くてJ じの11日2 ftJ 月乃至 4 f.l'i i丹が比

較的主主しにくいので、共 の外の問は非常によろし

い。随って;峡行するには 6 月頃日本を存者って 9 月

頃まで居って蹄って来るのが一番よろし L、。瓦?:! I

ら今で涼しいです。

宮武一一大谷先端きんですか、共の時分に避暑

に行かれますのはー・・・ ー -。

場倉一一一大谷ぎんは世界中歩いて居られまして

ジヤワのガロ ーにも農閤を有って居られますし、

セレぺスのメ ドナの近〈にも農閣を有って居られ

ますが、あ〉云ょ、方が世界的に腕〈御存じになっ

て居って 、 衆国 ｴｾ ) r. 云っ て居 られるのは飴棋好い

からだらうと思ひます。

伊車一一今度若し僕逮が行 〈やうになると、き

うき う時期の好い時ばかり 遺 んで行〈こと色 ｲｈｾ ミ

ませぬが。

母車一一内地は冬が寒いので、英の聞に南洋へ

行つにら宜い と思 五、のは逆です、多異 w: の所へ飛

込ん ｴｾ ち耐へられな い、 内地 の 夏南洋へ行〈と

云よ、行き方が宜いのです。



山本一ーマラ リヤな l:::K;陣ち易いのですねo

伊蕗 一一武問先生が南洋 ｋ 行か れて、わｾわさ ･

夏ーに南へ行って、身髄を鍛え? こと言はれfこのは嘘

ですね。

押 野 一一一大髄日本の夏は 向ふの乾燥期 l亡な れ

日本の冬が向 i 、の雨期になりますが、雨期主乾期

の鑓 り目が一番蒸暑いや う‘です。

近藤一一内南洋では雨期が夏ですね。

森田一一司雨季 と乾季の差はさうひどくありませ

ぬね。

近 藤一ー さうひど〈ありませぬ。

森田一一ー気候はメラネシヤ方商の小 さい島と言語

地はま了い や うですね。内南洋はしょ っちう 海陸風

が吹いて居るし、気候的には仰印や泰のよ うな大

陸l'Cj丘い所と島とでは大捷i主よ、ゃうで司す。

宮武一 ージヤワ島でも 筑候の好いプリアング ノレ

地方で毎年 2 千人程多い時には 3 千人も ペストで

死んで居ります。筑候が好いと云ふことも徐り蛍

にならない 、太陽のきっいかんかん! ! 突って居る所

では徽菌が死にますから、少いゃうです。オラン

ダ政府が一生懸命になって ペス トの撲披運動をや

って居ります。

岩倉一一ージヤワのチラチヤツプ附近にはマラリ

ヤが多いやうですが、マ ラリヤの繁殖する特殊の

総木がめりまして、共の媒介力があるのでないか

と思ひます。ジヤワなんが何底へ行つでも非常に

街生設備が整って居るのですが、チラチヤツプに

はマラリヤが多いやうです。

宮武一一防空壕を遣ってからマラリヤが揃え? こ

らしいです、最近の向ょ、の新聞に 11 : ¥て居りますが

防宰壌を掘って、放って置くし水が滑っていけ

ない主云ふことでーす。

伊 藤一 一それでは純南洋主 言 ひますか、南の品

々の方は紙候的に大して恐る〉に足らぬと云」、こ

uとなるやうですけれども、付11印主かマ v - の方

は官余程気候が悪いのですか。

岩倉一一例印も南、の方は暑いのですが、北の方

の少し洛岸を離れると、非常に塞いですよ。

庸藤一一一ハノイなどに行きます色 、確かオ { ヴ

アが要るとか聞きまし? こが、それは内地桂塞〈な

いかも知れませぬげれども、併 し毛織物を着て行

〈やうな温度らしｾＧ，サイゴンまで行〈と暑いで

す。

近藤一一 サ イゴ シは暑いらしいですね、シンガ

ポールは27度 7 で、大阪の 8 月の温度が27度 3 で

ありますから、大阪と鑓らない詩ですね、理科年

表の表で見ます主 、サイゴンが30度 4 とありまし

て、此の附近で はサ イゴンが最も暑 〈、シンガポ

ールより遣に暑いのです。 誇りシンガポ ールは半

島の端ですし、サイゴシなどは大陸に接して居 γ

ますから、大分違ょ、らしいのです。

岩倉一一一つは地理的の関係で、サイゴンは御

承知の通り IJ、さい河を上つ? こ沼地の肢に出来? こ都

市ですから、漁気が高いのですが、苦しいやうな

暑さですね、陽色相官強いです、北へ行きます主

まるで気候が違って参りますね、よ 〈給葉書など

に河の l ドに家を建て? このがありますが' 温度はど

うか知りませぬけれども、から? ごにこ? こへる のは

温度がひどいこ主で、結局あすこちの入』え者ー飯を

食って 2 時、 3 時頃 まで; 寝な いといけないです。

宮武一一パンコックあ? こりも さうらしいですが

3 尺掘れば水が湧いて来るのですから、推して知

るべしです。

岩倉一 - : ; /ヤワ l乞居りますしオラング人なん

かは朝はべらぼうに早〈起きて 、夜は 12時まで涼

みながら閑談そして居ちますが、喪は オフィスか

ら住宅K 蹄って費: 飯を食ってから 、 2 時、 3 時頃

まで寝て居ります。日本のやうに春夏秋冬の気候

の鑓化がなく 、平均して居りますから 、朝早〈起

きて冷い宰試に欄れ、夜叉J令い空気 I' C古って皮膚

を刺戟するより刺戟の方法がな いのでありませ う

が、きう云 i 、生理的閥係でありますか、南洋に居

る人は、非常に朝が早〈、夜も非常に晩くまで起

きて居って、 笠; 寝を するやうです。

痛藤一一 それは各本閑の習慣が影響して居るの

でな いですか、例へば非常に時聞を惜んで克〈働

〈イ ギリス人やアメリカ人はマレ { 牛島フイリツ

ピンに於ても 弦休まない 、鹿がフランスの村民地

で・は叢: 休む、私も f皮鹿陀 2 日ばかり居りまし? こが

皆履て居りまし? こけれど、私 は別に叢fl 斐する程の

必要も感じませぬでし fこ。

岩倉一一 日本人が行つにら騒な〈なりますね 。

伊藤一一一それは結構な話ですが、日本の商祉な

どに行って居る人も護休を呉れますか。
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粛藤一一銀行も l占も閉ぢますから、自分一人働

かう ｫ しでも仕様がないので、初は ｉｉｌｾ < ないきう

ですが、自然寝ることになり、共の中に癖が附い

て騒ないと 慌が額かな 〈なると 云ったやうな こと

を言って居ります。

伊藤一一 どうです、日本人がどらどん行〈やう

になります色、きう云よ、好い風習を;壊 してしまふ

のでないですか。

岩倉一一 日 本人は確かに克〈働〈 方ですね。

伊藤一一建築屋 なんか行つでも護休まして呉れきー

うにあちませぬ ね。

粛藤一一そ れですから、日本人が津山行< e縫

って来はしませぬか、 フランス 人などは非常陀怠

惰でありますし、オラング人も同様でありまして

それが原住民主? 搾取して栄耀柴華をし て居るので

ありますが、シンガポー) 1 - f ' C行きま すと、ころツ

左様子が饗って、 皆殆ど賓飯も食はない で働いて

居ると云』、課であります。

伊藤一一 シンガポールでも銀行は休んで居りま

すか。

粛藤 一一殆ど休みませぬ、月j 事があって行けば

何時も 達せま す。

伊藤一ー さうすると、オラング本凶が休みが多

いから、蘭印 も非常に休みが多いのですね。

坪野一一 それから支那人がよ〈休みますね。

宮武一一 暦にしてもジヤワ j脊主云よ、のがありま

? こ、更に回童文屑や翠 暦がありますから、正月も何

回もあるわりです。今日は ｛Ｇ ｾｦￆ 月 ｔ ご、或は孔子の

祭日 ｴｾ 、何 ｔ ご彼 ｔ ごと 言 って、よく休みます、矢張

り本闘の気風が穆って居るのですね 、新聞も向ょ、

のは日本の新聞の牛分位ですが、日 曜は勿論、よ

く休みまして、 一週間11: 6 回入ることは少い、 大

託 5 回です。

伊藤一 一従業員も休ませるのですか。

埠野一一向ふ生れ ? 支郊人を相首使って居りま

すが、 それを休 ませな い詩にはいかないで す。

伊藤一一建築な んかの方商では、 ニ昔から現場で

は日 11. 1から日波までと云ふやうな働き方になるの

ですけれど、日本Tごと冬と瓦で大分設の時! 日1が違

ひますが、赤道直下であると、 大曲 l 年中日 の長

さは同じものでありますか。

平野一一 殆 ど捷 らない、連つでも 30分ですね。
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岩倉一一 それ主夕方の明るい時間が少い陽が落

ちにら ;訟に暗〈なりますね、 5分か 6分かで。

伊藤一一益集が澄んで居るので すか。

近藤一一 イヤ太陽が地簡に封して直角に入るか

らです、北へ行く 程太・陽が斜に 入るやうになって

段々 明るい時1 1 ¥1が長〈なります。 ドイツなんか夕

方が非常に長-ぃ 。

宮武一一向ふでは l 日の勘定が違ひます、こっ

ちは O時から始まる ので すが、向ふでは 6時から

始って居る のです、閣印なんかさうですね 、マレ

ーでうっかり日を誕< e  Il¥l注よ、 、日 曜日の晩は向

ふの土曜 日の晩で す、それで初の中はちょっとへ

こ?これますね 。

伊藤一一それはよ〈聴いて置かな いと困ります

ね。

粛藤一一夕方の 6 時からですか。

平野一一晩の 6 時からです。

山本一一ー大髄彼等は 日の入を奔むこと K なるの

です。

坪野一一組、での事が 6 時を基準K して居ります

要 するに彼等の宗教E[ J も回数からさに基準で、日

の入は 6 時で、日 の/:L¥が 6 時です、幽奔ぞするの

もさう云ふ迎1 ' 1:1からですね。

宮武一- tごから回教の断食期に入ると 、朝 6 時

までに飯石? 食ってうさまは食はな い、断食するのです

が、晩の 6 時になると飯を食ょ、。

坪野一ー断食は大しにことはありませぬね、私

はやっ? こことはありませぬがな。

岩倉一- YI 族附級は どうか知りませぬが、一般

の牧民 はFff んどやって居りませぬね。

坪野一 一一般l乞労働者はやりませぬね。

坪野一- -- J ツカ ー参 りをし fこハジ主云ふ白い帽

子を被って居る辿中 は徹底的にやりますね、 -JI: は

質 l乞/i&] 霊lとやります。

伊藤一一 それでは紙候に付いては是位 l亡しまし

て、 訴:1て人類のお話を少 し承り Tこい k 思」、のでめ

ります。人程の問題はなかなか大捷なこ主になる

のですが、大崎大別する と、フイリツ ピン方同i e

J誌の方主マレ{ 、初1ll: :Pt; 云ょ、や うなものに分れる

k 忠、ひます。

宮武一一先つ' 大雑把に分り て見ます と、。Il 印の

人種はインド支那系のアンナン 人、共他が主で泰

閣はグ イ入、 ピルマはピルマ 人で、これは全部西



蔵支那民族の系統です。マレ ー牛島から蘭印、フ

イリツピン までが昔マレ ーポリネシヤ主も謂つに

イン ド ネシヤ ＱｩＵｾ で 、 ニユｻギニヤか一寸毛色の縫

っ fこパプア放です。大f J ; 此の三つ{ 立に大別出 来ま

すが、ニューギニヤの原住民のパプァ族主云ょ、の

は;散が少いから 1: 日題ではないと して、付1¥印と 泰閣

を除いてあとは全部マレ ー人種fごと 言って間違ひ

ない。殊K マレ ー語はフイ リツピン のルソン島ーに

はilll じませぬが、 ミングナオ，日では一部でj即日し

ますo フィ リピ シ以外には金巾通じます。勿論ス

マトラの地方認 とか ジヤワの各地方諾とか其の他

色々な言葉がありますが、それ等の共通話a として

全部マレ ー諾をやって居りま すO

岩倉一一併し原住民にすればマレ { 語は外閑語

になります、それそれに自分の 言 葉ｾ有って居り

ますが、今仰せになっ fこやう K 一般にはマ ν ー語

なんです。

坪 野一一ーマレ ー;告は南方共栄闘のエスペラント

ですね。

伊藤一一 それは日本で謂ふ標準語主鹿児島簡の

注ひ位ですか。

坪野一一 それ位ですね。

宮武一一 書いに のをよく見れば分るのがよかしは

あります。専門的 ICマレ{ 語金ゃっ? こ入は一寸し

た単語など大館皆想像が附きますb . o

近藤一ーマレ ー詩は日本人が喋れば非常l乞スム

ースlモ喋れるが、毛唐は駄目Tごさうですね。

宮武一一 アクセントが違ひますね。

深山一ー マレ戸詩には字 lモ書けない言葉があり

ますね。

宮武一一 そんなものもロ ーマ字でもあれば、大開

書ける詩ですね。

近藤一一 内南洋の島々では皆言葉が述ょ、ゃうで

すね。

宮武一一併しパラオ諸色マレレ語と比べて見る

主、白から 類似詩が11
1

1
て来ますね、例へばパラオ

語で羊のことをカミング主 言ひますが、マレー罰

でカンピング左 下寺ひますし 、阪の こと は欠張りパ

ピです。きう云ょ、風 l亡単語など比べて来ると、類

似詩がI平I-Uあります。

伊藤一一 日本訟と同じ のがゐるのでない です

か。

宮武一一皮は 〈りつ主制くから、クリツト、常

j買は頑張るからガシパル、血はt:: らTごら 流れるか

らダラ ー、 );(1，は美味しくないからイカン 、 とか、

そんな のを捜すと 、幾 らでもあります 、 それは他

人 の Ｖ ｾ 似です 。 それ以上の 言 語的闘係があ ります

かどうかちょっ主巾上げ粂ねます、マア今の所で

は他人の空似程度です。しか し何かしら 民族的な

閥係があるらしいようにも 思はれます。

近藤一ー メナドは「みな U tごと 云」、話が新聞

に1-1:¥て居りますb . o

岩 倉一一 メナドの一割は日本人K 非常に似て居

るさうです a o

宮武一一キリシグンの流されに者が行って居り

ますね。

坪 野一一大時あす この停設として、メナドの北

端即ちセレベスの名はセレプレス 111
I1
I
から k 稽せら

れ、岬とフイリツピン主は昔は通じて居つ に もの

が、地主じか何かの鴬lて陥捜し? このTごと甜ひますね

鞍同時代lと八幡拍あ?こりが行つ? このか色知れませ

ぬが、要するに日本人が彼鹿を征服して雑婚しに

のが現在のメナ ド方商の人Imtごと 云ふこ左で、非

常に日 本人 lと近いし似て居ります。

宮武一一 徳川時代のキリス ト教を禁じ? こ時分に

向ょ、の方へ信者を流 し? こから、きう 云ょ、やうな、連

ｾｉｬ が大分行って居るらしい 、 それは事賞 らしいで

すなア。

伊藤一一 向ふの人間が来て、日本人の人聞にな

っ? このもあるゃうですか、逆輸入ですねo

宮武一一 雨方ありますね。向ふからも来て居る

でしょう 。現 K 日向の青島に熱帯;植物が津山似て

居って 、南洋系統のものが日本の方にづいると同時

l亡、こっちからも向ふへ行つにも ので しょう o ｾｈ＠

首人事の交流が行はれて居つ ?こに泣ひな L、。

坪野一一事責檎で見る日本のnil!1代 の 風 俗 し 今

日ボルネオの或地方に見る風俗左は非常によ 〈似

て居ります、或撃者はグ イヤ放は我々 と同じ温先

の子孫でないかと云ょ、設を唱へて屑ります。華漕

の紅頭峨の15{ 伎民は殆どグイヤ系統でありまして

色々の.fI!t 設がある課でありますが、大韓に於てよ

く似て居ります。此の間ボルネオの方にちょっ主

政行して外 ｾＭｲ こ者が、ダイヤ族は日本人そっ〈り ｴ ｾ

どうも我々の先祖は南方の人間で、今我々は又組
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先の土地へ蹄って行〈のTごと言って居りまし?こが

非常によく似て居ります。

近 藤一一同じや うなことが建築にゐりませぬか

日本の ｪ ｬｾＡ Ｑ 枇建築は 向 ふのものによ〈似て居る と 聞

きますが。

坪 野一 一セレベスの土俗建築は日本の官浩 主そ

っくりです 、速くから見て居れば、お宮さんのや

うな恰好・をして居ります。

近 藤一 一森田君、南洋と日本ぢや似? こ所がある

のでありませ必か。

森岡一 一似? こ所がありますなア 、 それは系統的

にどう云ふ関係があると云ょ、ことは推嬢立てられ

ないですがね 、例へば棟持桂にしても同様の形式

がゐるけれども 、 まア何底にでもあるもので、棟

を支へよ うと思へば、ゐ〉云」、桂が要るんだから

そんな色のを見＿ニ ピ げで同じ系統 ｴｾ J : は簡単に言

へないけれども、系読をｾＺ慢はせる所はありますね

大僅自然珍生的な形式であるか、文化444播による

形式であるかは充分な材料I'C1比て研究した上でな

いと云へないでせ うが、 日本の建築には矢張り南

方建築の要素が非常に多いでせうね。

伊 藤一一 今の日本の建築は南の方が大分強いの

でないかと云ふ気持がするのです。大館寒さに1 ' - 1

しては怯り考へて居らぬゃ うですなア ・・。

錦国一一向ふの建物の思真を見ますし地上か

ら6 ) ミ佼J てに床があるやうですが、あれは試! 院と

か生活様式とかに閥係して居るのですか。

坪 野一一ーあれはマレ ー系統です、セレペスは家

の建て方はマレ ー系統なんですが、同じ蘭印でも

ジヤワ l乞行きますと 、地上から直ぐj衣です、又ス

マ トラのアチェ溢りに行〈と 、タ主張り脚が附いて

居ります。

錦周 脚の市j いのが立って居る所は、あ〉しな

くちゃいりないのですか。

森田一一漁帯地の7kの浸 くやうな所は必すめ〉

やって居りますね。

埠 野一ーマレ ー方面ーの如〈虎や豹の居る所なら

謎身的な立場から必要 と思はれるが、セレ ベスの

やうな 全然猛獣がゐない所で、F司じ建物を やって

居るのはど うか、我々の考へ過ぎかも知れませぬ

がね。

錦回一一めの下を何かに使って居 りますかD

川 18

坪 野 物置ですね 、新と か、 豚 k か、鶏 k か色

の々ね。

森田ー一一内南洋でもJ 1 ミを高〈上げて居る所色 、

さうでない所とあります、パラオは J;J ミを上げてゐ

るが、隣のヤツフ・は地商に! 択を作って居るのです

大館二つの系統があって 、i緑地帯へ1: : 1;んTごやつは

床を上げ、山の方へ行つにやつは上げなかったと

云ふこともありませ うが、今では14j. 統的な JI'b.&1と

なってしまっ? このではないですか。

伊藤一一 日本・の古い建築は床が高〈なって居っ

たのが、段々と下って米て居るのでないですか。

森田一一 そんな試がしますね。

粛 藤一一僕は素人考ですが、インドネ シヤ人 、

大和民族、漢民族主三つあるとすれば、共 の三つ

がそれぞれ特殊な所もあり 、共通結もある 。大手u

民族とインドネシヤとは共通黙が非常に多いりれ

ども 、大手u民族主漢民放とは共通してゐない貼が

多い、 それは顔にしても 、 日本人と HIl 注へる位よ

〈似て居るけれども、漢民放とは殆ど lL¥j逃へな

い。外凶でも支那人は支那人主分りますが 、イン

ドネ シヤ系統のやつは日本人的で、、話ーでもしなげ

れば、 ちょっと分らなし、。向火食住の掛から 言つ

でも、衣服陀於ては大和民族主漢民族とはまるで

遼ふ、臓が大手n民放の太古の服装はインドネシヤ

人の服装 とよく似て居ります。或は憶に幸子ける禅

とかj民各と 云 」、風なも のは大韓南方民族の使って

居るもので、北方民族或は漢民放は使はない 、又

食糧にしても、漢民族、蒙古民族などは脂肪分の

多い食物を撮りますが 、 大手 ｉｾ 民族或はインドネシ

ヤ人は脂肪分の少い食物を多〈締りますD 更に住

居の問題陀付ても支那の方では床は全然瓦放で、

北方と同じ系統ですが、 日本は先程お話のや うに

話Illffi止建築のやうな 床 を造つ? これ庇をiiSつ? こりし

? こ住宅が多い。 そんな風で、僕は南洋の方はちょ

っ k 放行で過つにTごりで、詳しいこい!主知りませ

ぬりれども 、 どうもよく似て居るやうな気がする

のです。それピけ I'C漢民族主大手1I 民族主近いと云

ふより、インドネ シヤ人左大手11民族の方がより近

いやうである 。随ってインドネシヤ人を統車: 与する

のは 、 それにり漢民族より や り易い のではな L、か

k 思 ひます。

伊藤一一室伏さん の著いにものを見ますと、同



本民族の主力は北の方から来? このでないかとあり

ますが、建物の方か ら 見 る し 南 の 方 の影響が強

いや うな黙がありますね。

宮武一一 日本の建物は アイヌ系統の北方民放の

ものが主rc l ，よって居りま すが、肌t亡者ける揮とか

腰巻は南方民族の ものであ ります、さう 云ふ意味

に於て折衷して居 るので‘ す。

岩 倉一一あの水浴なんかは代表的なものであり

ます、どん Tよ貧民階級でもやります。

小 林 一一川の中K 入ってやるのです tl o

岩 倉一一水浴をする こと は身を呼めると云ふ立

味なんにらう主思ひますが、大凶 ! Wr
l

.< 起きて 、

一週やりますが、洗濯もすれば、顔 も洗って居り

ますし 、迎 も誠茶苦茶です、 7k t亡人る 主云ふ こと

共のものが示111
聖t:: I ! . 云つにやうな 1m念がゐるので

ないかと思ひます。 ょく ヨーロツ パ人がプ ーノレの

非常に水のきれひな所で、男 J;: が路々と して手柴

的 な水浴をやって居るのに、共の直ぐ誕のU己川 に

は原生I.: 民が水浴 して居って、何かしらヨ ーロツパ

人の馬に原住民が非常 i亡踏迫されて肘るやうな工

合 に宜停 されて 居 りますが、彼等にすればそれで

渦晃で ないか主 忠 ひます。それ に け ｩ ｾ ｐｾ［ 辿 さ れて ｪ 苫

り ま し でも、教育もされて居らぬから、告 Ａｾ ｩｩ 沿 心 で

居ると云」、結もあるかも生11れませぬ。それ等は研

究 すべき l問題で なし 、かと 足、 ひま す。

宮武一一一向ふ の人にってきれいな水 1<: 泣 りfこし、

けれども 、経術的な理山で出来ない のでせ う、 ジ

ャワ溢りは川が汚いから 、巳むを得するそれでやっ

て居りますので、ZIJ rc1J j ぃ水 を選んで居る 認 では

ないと思ひます。きれいなの と汚し 、のとこつあれ

ば、きれい な方に行 〈のでないかと jaひます。

錦国一一一)11 はきれいなものでないです j) '>o

務 藤 - f，1l 領イン ド謹 hは7kは 汚いけれども 、

I.Uへ行けばきれいです。スロ ープがあ りま せんか

ら、 自然に赤茶v Hこ0，rc なるのです。

宮武一一人が入ってチヤプチヤプやれば、きれ

いな水でも相官濁って来ますね、共鹿で洗濯でも

何でも皆やるのですから、濁る諜で・す。

伊藤一一一風俗の問題は後で叉色色の問題lて|制鴨

して出て外4ることと思ひま すが、先T呈お話のめつ

に病気の貼でありま して、 ペスト がある と云ふ; 市

であり すが、向 ょ、へ行つに ら、え らい病訴が津山

あるや うな策がするのですけれ ども、 病気には E

んな病気があるか、一つ抵Jか して戴き ? こい主思う

て居ります。

岩倉一一私はジヤワ vc 6 年ばか り居 りましにが

マラリヤに 一過 ち竹Hりませぬ。又向ふに居られる

日本 人の位宅は皆街生設備が宜 しいし、 運動も よ

くして、うんと汗をかいて髄を聴 くしな げればい

かぬ主云ふ習慣も出来て居 りますから、胃腸病 な

どは少いのでな いか と思ひます、 要 するに向ふへ

行って居る 日本人 は非常に描生 して居られるやう

です。御液でも 内地米程枯り試がな い、 ジヤパ米

は外米の ｾ ｉ Ｎ ｉ で は 良いのでありますが 、少し冷 えま

すと 、ばらばらして柿り試がありませぬ。郷 に入

つて は郷:c従へでありますが、食物な んかも粘 り

試があ りませぬが、それで宜い主 云ふ闘係があ る

のでないかと忠ひ ますね。

伊藤ァー南洋諸j誌のパラォゃなんかの方の主貨

物 は何でありませう 、米が出来るのでせ うか。

森田一一 芋類です 、澱粉ですね、パ ンの貰 とか

タピオヵとかの。

近藤一一此の頃は大分内地の米を食ふやうにな

って|生|ると云ふ こ主 です。

坪 野一一病試は第一マラ リヤで 、共の次は アミ

ｻ パ赤刷、チブス 、コレ ラ共 の 他 ペ ス ト も ＱＱｊｾ には

あります。

粛 藤一一よ止は各地 でえ分述ひませ うt 1 れども 、

似j へばフ イリツ ピンでは、統計を見ます色 、主な

食糠は非常な輸入ですね 、昭和 14年には米乞 8 高

3 千旭‘ IJ、安粉 10寓埴、共φ他 の色々 な食糧i : ' 3  

高 ｾ 輸 入して 居 り ます。併しそれ程米が 出 来な い

のか 主言 ふ し さ うではな い、作れば充介出来る

筈にが、人1mが怠情であるから 、作 らない ので な

いかと 思 ひます。

古久保一一 作らないのか、作らないやう K 政治

をして居るのでな いかと思ひ ます。

爾 藤 それは主に砂描でな いですか。

古久保ー ー隊|此の方、怖と云ょ、より英米の政策で

す 、 ｗｾ へば ｾｾとか 、ピ ルマと か、世 界 的 の米の産

地でありますが、殊rn ;手なんかはお米?ごりでJもつ

で日る凶ですが' ぞれは要する K 若手人が米を作る

のでな し 英闘が彼底で米金作らせなけ れば自分

の領土が困ると云ふので 、政策的にやら して居る
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と言 』、方が宜し いですね。

粛藤一一 それで1940年の統計でフイリツピンへ

輸入して居ります米が、泰からは幾らですかな 、

仰 印13寓班、 共の他色々な所から 3寓 8 千活、 そ

れを見ますと、今仰つ にや うに、フイ リツピン K

アメ リカが政策的に住 らさせな いで、他の閣から

入れて居る 、叉例へば砂糖なんかも、 或一定 の量

まではアメ リカへ無視で入れてやるけれども、そ

れ以上は税金を課げると云ふ政策を執って居りま

す。さう云」、謹で自然に色々 の ものが出来なく な

って居る傾向が多分にあるのであります。フイリ

ツピンにしても 、泰に しても 、共の土地の気候風

土から 言へば、米より棉花な んかを作つに方が宜

いやうですが、泰閣に棉花を作らす と、 インド棉

が閤り 、フイリ ツピンに棉花を作れば、米棉が困る

と云 ふので、棉花を? 作らさなかっ 1このであります

それが従来の政策ピつにのですが、今度の大東亜

戦争で、ヨイ リツピンなれ 泰な りが日本の勢力

範聞に なるとすれば、強いて従来の英米の政策を

j ¥: の能踏襲して 、米ばかり 泰に作らせ、肺ばかり

フイリツピン IC作らせる必要はな い。結局日本の

立場から、棉花が足 りなけ れば、棉花を作ら しに

ら宜い。要するに従来の さう云ふ南方方面の各地

の生産相の数字は此の際一服妹泊してやって宜い

ので ないか、即ち線、て日本の立場か ら斯う去よ、方

商の生産を考へて行 くべき でな L 、かと 云」、風に侯

は考へて居るの であります 。

岩倉一一今のお設非常K 御尤もですが、伎は素

人ですげれども、現在棉が非常K 必要Tごから 、津

山 な 米 ｾ 作ることを膿めて 、 棉を作れと云」 、 やう

なことも考へられませうが、インドが直ヤ日本の

勢力下 lこ入ると云ふ こ とも目 先に見え て居る、来

してインドが日本の勢力下K なつに場合、泰の米

を棉 l乞換へて、イン ドの棉をどうするか、棉に代

へて何を奥へる か。

古久保一一 それは現在の場合泰 K 棉花を作つ に

ら宣い、 主云

ょ、 こ 主ぞ申上げて居るので、従来泰は米ばかり作

れ フ イ リツピンが砂糖ばかり作って居る のは、

要するに英米が政策的にやらせるのであるから 、

今度日本の勢力範囲の ものになっ7こら 、東亜共栄

闘会盟主? 釘象にして誼首に考へて行つ に ら宜い誇
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です 舟. ，: ' からインドが日本のものになっ fこち 、首

然泰tて棉花を作ると云ふ ことは無意義ですね。

岩倉一ー姐今棉花のお話を しなすっ? こが、棉と 云

ふものは非常にデリケ ｻト な 作 物で、試作ｾ 百 町

:ff: 1立ではど うか k 思ひま すが、マア5 百町歩位や

って見て、新し くやって行かなりればならぬ主云

ふ技術的な問題もゐり、叉南方に劃して今お設の

や うに砂糖を作らせ、棉花を作らせなかっ1こと 云

ふことは、それは勿論現賞K 共の通りで 、 ジヤ ワ

にしても、フイリツピンにしても砂糖合祉は降々

主して居りますりれども 、棉作命社 主云ふもの は

一つもありませぬ 、棉のプランテ ーシヨンは採算:

が非常に悪い、 それは英米の政策から※ て居るの

か知りませぬが、原住民には飴り棉作観念はあり

ませぬ、砂踏合祉には強制的K 棉花を栽培せ しむ

る主 云ょ、のが大韓の行き方でな L、か と忠ひます、

砂糖合祉は儲かるのです。

驚藤一一ー唯問題は、従来英米は砂糖が足り 1μ 、

し、ゴムが足りない 、砂糖なりゴム を作つにら 、

それを湾内、値段で買ってやると云ふの・で、原住民

が作って居つにのですが、之が全部日本のものに

なっ? こら 、結局砂糖にしても も ゴムにしても非常

IC残って来る 諜 ですりれども 、 ゴムなんか泰の生

産額は約 350 践活、 1!J fl 印 も大韓それ位で 、 ピルマ

は5000高踏位です、 そんなものが全部日本に予1(.，こ

ら、辿も消化出来なし、。之が有り飴ると云ふこと

になっ? こら 、首然相場が下って来る諜であります

相場が下つにものを原住民としても欣んで作る詳

がな L、。 ゴムを作るよりも飴計- 買って呉れる棉花

を作ると 云ふ ことに奨励しな〈でもなって来るの

でないかと云ふ風K 者へますがね。

岩倉一一棉は策f院に劃して非常に敏感な植物 で

ありますが、先に雨量のお話が出ましたりれども

砂糖畑は大髄K 於て棉花が出来る筈でゐります。

雨期と乾燥期とけじめがありますから出来ます、

マレ ーやボルネオの一部は非常に雨が多 L 、から 、

出来 ませぬ 、俳印なん かは確か所 Ji1の棉花の一吉IJ

fなより自給出来てゐま せね。

古久保一一私は司王鐙 前に泰に参りまして、ツイ

先 日泰か ら蹄って来ま し?こが、 フイリツピ ンの事

情は飴り知 りませぬので 、泰の事行与を申上げます

と、1935年にをの政府が日本の農皐界の構成三原



博士を泰fC: J i 召牌しまして 、棉花が泰に出来るかど

うか研究させにのでありますが、三原さ んの研究

されに所K 依るし泰程棉花の栽培に適する所ーは

ないの t:.' ｾうです。雨期と乾期がしっくりして、

粧を播いて刈取るまでがうまく行〈のし若手の全

惜の土質が非常に平均して居るのTごきうです。棉

花のやうなあ〉玉三ふ大規僕生産の原料となるもの

は、地味が泣って色々な種類の棉花が出来るのは

非常11 : 困るので、地味が一定して、同品質の棉花

が出来るのが最大僚件Tごさうですが、泰の土質は

何底の土質でも一緒Tごそうでありまして、三原博

士の報告に依る し 泰は棉花の適作地ゐって 、之

を 5 年計叢でやれば 100 寓旭位簡単I ' L M! i れると去

ふこ主です。そ れで若手の政府が共の方針でやり掛

けた庭、英閣から抗議が来て、そんなことをやら

れては困ると 云ふので、中止し まして、現在の鹿

恭の棉花の生産は 2 寓殖か 3 蔦旭位で、問題にな

りませぬが、今後日本人が行って、うまく指導す

れば、きつ主良い棉花が出来るのでないか‘ 現在

の棉花を鐘紡の品質検ヲ撃をやっ1このですが、米棉

と一緒Tごつにさうです。但ピ之をやって居るのが

土人でありますから、撰別が非常に惑いので、色

んな雑物が混って居ると云ふのが猷結Tごさうです

が、赴からＱｊｾ別を上手にやったら、米棉なんかに

負けない主云ふ話でゐります .

伊藤一一大分産業方商iて深入りしちつにですり

れども、今の病気の方ですね、日本から行〈とす

る主、又色々な' t 象防注射をして行かなりればなら

ぬのにらう主思ひま寸が、大館どんな後防注射を

して行つ に G大丈夫なものですか。

粛藤ー一一私共の方 tとも色々の地域 l亡} 巧がありま

すが、例へばイギリスとかアメリカへ行って居る

人々は、歯根の病気色か開接骨の障害とか- wの

風土病のJ僚に可なり病気をす る人もありますが、

ジヤワ挫り l乞行って居る者は、徐り病気しにこと

を聞 きま せぬ、叉シン ガポ- ) l ; . 1' L 参りましに時に

マ ラリヤ をやっ たり、非常に病人がI- B るだらうと

言つに鹿がそれは非常に認識不足Tニ¥此J J ! &I' L 5. 6年

居つでも後り病気しないよと 言って居り まし に。

それはよく 寝ま すし、運動をやっ? こり色々揖生を

して居るのも原因でせう。

深山一一 それに英氷の街生墜とか、病理準が殻

達 して居ると云ふピけでなし色っと日本人は南

洋に 向いて居る左云ふ拡がある のでな いですか。

粛藤一一一私はそれを考へるのですが . どうも南

洋K 行って居る 日本人 は、徐り病気にならぬと云

ふことは髄質首に南洋K 過して居るのでないです

か、 iilru洲謹りに行つに人は l 年か 2 年居ると背く

なって蹄りますが、南洋に行つ? こ人は、意気・洋ノJ

K して若返って来るやうですね。

伊藤一 深山さん、南洋の方には ｈｾｪ 病はないで

すかω

深山一一 インドは世界ーの肺病問主謂はれる桂

多いです。

岩倉 一 千七仰病が多いですね。

伊藤 一 それは気を附けなりればし、かぬですね

近藤一一 それは大丈夫でせう。

深山 一一蘭印方商では熱帯病研究所を盛氏造り

まして、高全を期して熱帯病の研究をやって居り

ます。私共も見接して参りましにが、マラリヤを

昆虫 l宅診枯して 、共の昆虫に実はし? こりしてやっ

て居ります 、インドではイギリスが自然陶汰主義

で、i訟りさう 云」、政策を執らな い鵡 l亡、インドは

しょっちう園際病の流行地になって居ります。

伊藤一一此の間脳溢血の心配のある人 K 言ふfこ

話なんですが、元司法は南、の方に出て行つ 1こらいか

ぬTごらう主 言ひましに虚が、イヤ脳溢血の危険の

ゐる者はああ云ょ、方商11: 行〈と 、温度が一定 して

居って 、去fJ て宜いよと 言って居りまし? こがね。

深山一一英の根城は分 りま せぬなア。

山本一一ー是は素人の話でゐりますけれども、マ

ラリヤは蚊からうKるのが多いのであ りますが、向

i 、の人は一般に建物の方か ら防禦施設会やって居

ります。

坪野ー それはスマトラ、ボルネオ方面の農関

関係、の入がやって居ります。詰りジヤングル地帯?

を妬いて農闘を掠へるし蚊とか何とか色々な虫

が多うごぎいますし、ｾＪの￭ｩＧ ｾＱ 乞 金 網を張つ＿こり、

色々の防禦底置を講じて居りますが ‘ 蘭印の方に

はあ〉云ょ、 のが向〈のです。私も向ふに 15年間生

前して居りまし 7こが、マラリヤに出ったこ之はあ

りませぬ。 Tごから、文明人で多少街生思想、を有つ

＿こ人には先づ風土病ｉＧｌ ｾｎ する危険はないと思ひま

すね。
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深山一ー さう云 i 、意味で 、今後日本から相官多

数の修，h ¥' ; が行くでせうが、 百姓さんなどがどんど

ん行〈 場合には、熱帯病の事なり 、さう 云ふ環境

衛生主か保健思想を相首よ〈注ぎ込んで置く必要

があるのでないかと思ふのであります。それ陀釘

しては単に知識だりでな い 日 本人向 の皆療機闘

を相蛍向ふへ持: って行〈必要がある のでないかと

云ふ こｾ ｾ我々の側から主 張 して居る の でありま

す。此の際南方々聞の保健 j;; lj 生を - J 己的犯研究 す

る機闘を速く造らないと 、犠牲何が 多 < IIJ ｾＨて か

らでは仕方がない、共 の 場 ｾ ￭ 丘 陵 は文 ｭ ￭ｾ ｺＺＺ 於て桶い

自に迦つ ?こので、今度のマレー作戦ではj:! 1活出世

を ｲ， Ｑ ｾ［ じて居るやうです 。

粛 藤一一是はおかしな話ですが 、十身J践待jl /[，，;I:nJ )

泊りインドへは虫1¥余り の金網が 日本から{r I 首出 ま

すね。又俳印握りは本園から ーj ( るかも 9: 11れ ませぬ

が 、 ジヤワとか南洋方面に は金調 ｛ ｪ ， ［ ｾ ｪ ｩＢｾ と迂ふ もの

は齢、い様です。 大 部分 の金網: ま何雌へ行 ':)1こかと

ー言ふと、インドへ1すく のであり まして 、イン 1: は

可なり街生欣態が惑い のでないかと Jι ひ ます。 そ

ん Ｑｾｾ 虫 ｉ ｾ 長げの 金 網 が 要る 組 下 Ｗ ｫ ｊ 支出向 どが 投述

して居な いのでな いか主，目、ふ ので あります。

深山 一一 内地でも金網が 要 る の で す 、 Ｑ ￎ｜ Ｇ ｗｾ ￮ ｬ Ｂｬ ｬｩｊｦ

究所・ の 方 ｋ 熱帯 病 自 組 ｾ ｂ 討する到来 も あり ま すが

環境 ￭［ｾ ｪ 生を良 〈し なげれば なら ぬと 公 よ、 ｪ 瓜 な ｪ［［ｬ ｪ 生

的思 想が土木 屋 なり建 築屋 ｬ ζ 入って 、 Ｑ［ｾ ｪ 生活ー主

義 で環境整備を やって 来?こから 、抜本選ゆえと 1:1 ひ

ますか 、本 が庄がれてしま っ ?このです。其 の他 j;; ;j

生思想、が護達 して居る nであ りますが ね。

伊 藷一一ーさ' う云 i 、風広言 ってjZふと、 主主:程度ち

大 1z: I:Hて行かなりればならねこと に なり ますね ，

古久保 一一 兎 κ 角内地では南方 ｾ 術生的 に Ｚ恐れ

過ぎて居りますね、 南方と 青へ ば、 マ ラリヤとか

色々な停染病がある や うに詐jほれて居 りますが、

決してきうでないの です、 それで私はツイ先日ホ

ンの 2 ヶ月か 3 ヶ月廻ってう1(1こ D ですが、j象iリj 注

射でも随分色々やりましにし、集 も方々から就き

ましで、相官大きな 4胞に ーばい持って行つ 1こので

すりれ' ども、共の紫色 一週も使はすK X. PJって腕

りましに。 それから見ても、恐しいNi 'ではないと

思 ひますね。

商藤 一一 斯う云ふ冗 談 を ｦｭｾ 、にこと が あります
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南1;1ドをTill い岡.e汚 えてゐ? こ時代、市洋は気候が思

い 思いと 大 分 誇 大 ｾ ｲ｣ 体 して、 ｔ ごから乎 ＲＲ ［ を良〈

してれ央 と言 」、材料 K 幾らか使はれ仁左云ふこと

です。内地に居るならば、月給は 2 百闘でも宜い

りれども 、 ど うもあん なIりi'へ行くには依計 :貨はな

ければな らぬと云ふやラ陀ね昔話 しの こ主ですが

宮武一 一統; 十では ペストで死ぬ者が 2 千人と 云

」、数字になって居りますが、ジヤウの人口 4 千寓

の * で 2 千人死んでも 組 〈僅な数 であります 3

深 UJ - イン ド返 りに比べれば問題でないです

ね ， 司

宮武 一 Ｍ ｬｊ ｊｪ ｾｊ ｉｩｉｩ 約の 流行地の指去を交りてゐる

わりで もない日本でも JIiIi 病 で記ぬ人は 2 千人位で

はな く、何十時人陀迷 する のですから、ジヤワで

ベス トで 2 千人死ぬと 云っても 、全 蹴から凡れば

ノj 、さな政 子で すu

森田一一ージヤングノレの "，1でも 家 を建てる土地を

"1心 l亡 5 ( 1米 fii: の土地 を拓い? こらマ ラ リヤ に宜い

と云ふ; 市営lifJ きましに ，

i栗山一一- i熱地;; 特で なげ れば宜いでせう 。今やっ

て)，1るや うな防火川 の川水揃なんか あって は大縫

です KLど。

伊藤一一蚊 のよit- 益械になる のですね J

古久保一一 出生 と云 」、こ主でさ長岡の訪になりま

すと 、必人なんかの行 ，frj 人が色々なも の を資1 ) I乞

ういます、例 へば i沙筒黍とか 、バナナなど を買って

陪りますね 、 それを苦手人が買 ひ ま す し 共の砂搭

黍 ｾ ｻｩ ， 作 ｪ 人 が 庖丁で 此を 制きまして、それ を どろ

どろ の川 の水 で、ち ょっと一通 瀧いでから渡して

Jl } ります。 約l.Jfl なパナナなどを l 本 l本J J < . を利いて

一通 ( I] い水ーで孟いでnって苓試 で食べて居る。 iた

勾; が見て居 ると 、あんな汚い水 で洗つにものを食

べ? こら忽ちチプスになり、 コレ ラになる? ごら うと

辺、ふ のですが、i先よ、 のが首然のやうに考へて居る

b事で す ，

岩 倉 一一それを 日本人が食ふ? こらどうですか。

古久保一一 日本人が食ふたらやられますね ，

坪耳目ー- fI:i "il ll 的にやられます。

伊 藤 一- .)1くに必ります 、r:yjl ，平方自. と云 ふ し そ

れ は飴り ￹ ｩｭ が Ｑ Ｑ ｩ ［ ＿ で 、 殆ど足 の ｢ｾｦｾ 入 場も ないや

うにIliJ ｾ、 て ｽ， ｉｲ 1) ｾＺ＠ すが 、Zヨ主車事;目ET1手;:‘ よ貨T主資をか釘狐;1{ がJ坪iド主'?常;

らうと，jlU』、 ひ ます u 今PE占領 して行って 、差詰 め 資



源開穫を どんどんやるのr らうと思ひますが、陥

って 正 ｾ 築家 なんかが向ふへ 行 くに付て 色 、 ｊ 与 の資

源開設に付て の建物が多 いにらうと，U ひ，ますが 、

石井11なんか第ーにやら なけ れば ならぬとして 、共

の外 に- i描どう 云 i 、風 な仕事が 多 くな るか、勿 J命

準備が出来? こら位宅はどんどん治 らなげ れば なら

ぬでせうげれども 、共 の外に建築方 i百fC: ri +，J係、す る

やうな資源と 云ふと 、 どんなやう な ものがうt にな

るでせうか。

近藤一一 矢張り日本本位 fd きへると、 餓山の開

張が一番最初で、ゴムなんか は干B i"ti ，って居る の

ですから 、 それ以上やる 必要はな いや うに思ひま

すね。

粛 藤一 ーさうですね 、今までは例へば付11印 あTこ

りは太岡から綿製品を賀 らなくちゃいかぬも ので

すから良い繍 臨 も掘ら なかっ? こし 、J窄J以I'j切なも の

を買って居つにのですが、今度 日本の立場 として

外同か ら買は ないで 、自給 自足でや ると なる と、

鵠も掘り 、石茨 ち掘ると 云 ふこと にな って来る の

でないか 、 農 産 物 は獄 って居つで も ＯＱ｜米 、 ｉ ｾ 主 楠 ｔ ご

って出来 る ですから、折，へさせて 、今 まで開 設

されてゐなかっTこ方 il討を開 設 して行〈 のでないか

是が政府の方針でありませぬか、我 々はよく分り

ませぬが。

伊藤一一銭や石炭は飴程 盟市にあ るのですか。

驚 藤一一 それはあります 、マレ ーは勿;命、似11印

は恐らく非常にあるでせう っ

藤 藤一一錫、ボ { キサイ 1' ， タングス テン、何

でもありますね。

商 藤ー一一此れも 戯談に言って居りまし? こが、今

に煙草 も錫の紙が捻かれる や うに な るピ らう。今

日迄の生産を その依踏襲 すれば、それ程ま でに使

はなければ使ひ切れないt: らうと思 ひ ますね、日

本の石i織に使 i 、コプラ の:主は! i f - 3  ;時J也位でせ うが

榔子 は年産63寓旭から あ るので、日 本にけでよ を

使つ? こら、朝か ら脱ま で毎 日石鹸{ t >使って居 らな

りればならぬ、 従って此れを現地で工業化して 、

之を仙の方而1'1: {史ふ ζ とを? 研究すること が問題に

なる 詳です、 叉は生産調節して仙の欲しい色 の 〉

生産 に向 げるとか。

深山 資源開設 に防l係 して居る 建築に付て 、工

場或 は蹄j 家の建築 は別主して 、あちaらの海岸 地区

に 日 本 人の集闘佐宅をどんどん作って ｊ ＡＡｩｾ、やうに

此の際大に お肌ひ しなりればならぬと忠ふ。而し

て ｾ ｾ の民 ｼ 到 住宅 を 作るには、日本人の考を来て〉

ゐ〉云λ、熱;?mmfC於げる ttf凶建築は どうし? こら宜

いか、紘よ也〈作をどう 云 ょ、風に取入れるかと云ふや

うなこと を瓦 〈研究し 、或は風通信f . J 係を良 〈し、

而 もi:Fi j聞に於りる 漁誌を後的出来るやうな集国佐

宅 の設計 |副{t>とpから 考へて置かなりればならぬ と

忠 i 、のですね 3

伊藤一一共 の前に先づ見にやって識かなり.れば

いか ねです な ア 。

驚 藤 一一建築 と云ふものは甫洋風土に趨す 'る様

イギリ スなり 、 オラングなりが、己に何10年か掛

って作っ て居りますから 、その特 長 色取り 入れて

見れば宜いでせ う。

i栗山 一一 日本人に さうしに建築K 生活するこ t

が1-1
1

1 ういれば宜いけれども 、日本人が多〈行りば矢

ｩｊｬ ｾ り 坐 る 生日を す る にらうと思ひま寸ね。

岩 倉 一 ーそれはね長 〈居りますし偶に操の所

へ?!とって見? こいぷ持 も致しますりれども 、矢張り

郷{と 入れば郷 K 従ひと 去よ、吉<¥持でやって行〈のが

Ｇ 自 ｃｾ 、ですね

近藤 一一南洋でる洋式花王n式を加珠し? こものを

建てま しfこりれど色 、共底に入ィヨ1二日本人はど 5

も釘 きま せぬ 矢張り品の上にごろっと寝な いと

試持が思いらしい 、洋式のやつは窓が高 c r 好い

けれども 、ごろっと嵐るのには窓が低 〈なければ

ならぬと 云 ふことになるのです J

深山 一一外|司 l乞行ける日本の人は相賞理解があ

ります けれ ども、今後は普通外閥へ行けないやう

な日本人が 、 どんどん集図的 l亡進出して行 〈・と云

ょ、事になれば、ク主張 り日本の生活を向ふへ持って

行〈 や うに しなげればいりないのないかと忠砂ま

す、 と玉三ょ、 のは、ヨ { ロツパ人が向ふへ行って原

住民の生前を して 居るのでなしに、 欠張り立瓶・な

ヨ{ ロツパ人の生析を南洋へ持って行ってやって

居 る。あ〉云ふ風陀 やれば主 いので、 もっともう

と昨 山日 本人が行くやう になれば、日本の生活を

持って行ってやる必要がある 是はヨ { ロツバ人

κ ;主砲す る必要はな し、原住民に逮! 色:する必要 も

ない日 本人花道iす る生活を やら なげれいかぬので

ないか 、坐る生活より腰掛が宜いと 云 ふのは或秘
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園のこ主で、兵事寄生活は百姓きんでも腰掛をする

生活を 日本でもやら して居りますが、あ の程度の

生活ならばあれで行けるのであって、 椅子式の生

活が 日本の全部に泊するかどうか主 云 ふことは問

題でな いか主恩ひます。

粛藤一一現在の 日本式の生活の {設向ふに移して

宜いか悪いか、ぞれは無理でな いですか。

i栗山一一それは今から日本人の集函生活を研究

して置かなければいかぬのでないかと思ひます。

岩倉一一通風なんか〉ら 言へば' 天井はズツ と

高 〈しなければならぬ主恩ひますね。

錦周ーー原住民の住居で一般的なも のは どんな

風ですか。

宮武一ージ ヤワなんかはよ〈似て居りますね、

榔子の葉で編んだア ンペラみ にや うなもので壁を

作って居ります。

岩 倉一一スマトラゐ? こりの契約苦力などの集園

住宅のパラ クツなどは亙鉛でやって居ります。

近藤一一内南洋は全部亜鉛屋根です 、叉i l l I 鉛展

根にしなければ雨水が採れない、飲料水は全部雨

ですから。

古久保一一 I1陸問題は、従来 日本人の海外渡展と

言ふ ?こら 、I市洲とか支那大陸でありま し?こが 、今

まで日本人は満洲とか支那方耐に殻民するのにも

何鹿へ行つで も日本人の生活を持って行かなけれ

ば承知しなかっ? こ。蹟来へ行つでも 、上海へ行つ

でも 、天津へ行つでも、 11合爾賓に行っても 、盛をT

却泣いて味噌、醤油、 豆腐を食はなげれば承知しな

いのが 日本人であっ? こ、それが篤に日本人 の海外

渡展がどれ?ご け阻碍されて居つ? こか分らない、兎

に角日本人位同化性のな い閤民はな い 是は一白I

K 於て非常な長所ですけれども 、又一l自i海外に殻

展する鴛には、さう云よ、因習に囚はれ、何時まで

も日本の生活に穣々 主して居つにのでは; 1 > ・世の後

民は出来な いと思ひます。従来は満洲主か支1111 e  

云ふや うな楓 〈近所であっ? こから宜いですりれど

も、今度大東亜共栄圏となりますと 、随分民いも

のです、 俳印、 泰、マレ ー、ジヤワ、技洲、イン

ド色 云ふや うな所 まで昼 を持って行き 、l来日曾、醤

油、豆腐を持って行〈と云ふやうなこ主をやって

居つにのでは日本の木賞の殻展は出来ない主思ひ

ます。今度は好まなくても南方共栄闘の各民族陀

1 1 1 2 4  

同化させるやうにする政策を執らな〈ては政策的

にどうか主恩ひます。是は一つの理想論かも知れ

ませぬが、 官会りに日本内地の生活主同じ生活をや

らせると云 i 、こ主 になる 色、 経費も非常に掛りま

す。土地の生活をやって 、土地の産物 を食べて居

れば非常に安〈生活出来るのですが、外岡へ行っ

て、昼を敷ぃ? こり、味噌汁を吸はう主恩ょ、? こら随

分高債なる生活費を要します。従来は相常イ ンテ

リの連中が海外へ/ : u て行つ?こから 、 それでも宜か

つ? こか知りませぬが、今後は一般大衆が多敢出て

行〈のTごから、さうえ」、後 り経費の掛るや うな生

活は此の際除去してしまよ、与云ふのが政策的に見

て宜いのでないか、勿論住み 心地と か何主か云 i 、

結から言i 、?こら、深山さ んの御しゃる通り晶式の

生活が宜いに極って居りますがね。

深山一ーさう 云ふ意味から言ふと 、西洋人はヨ

ｾ ｰ ツパの生活を改めて、原住民式 の生活を しな

ければ護展出来な い左 云ふことになるのですが、

事責西洋人は南洋に行って、ヨ{ ロツ パの生活を

向i 、に移し、アツ ト・ホー ムの心地そ以て生活 し

ながら蛮展して居る。日本人も向ふ陀行って護展

す るには、因習を重んじ てア ツト ・ホー ム生活を

Ｎｷｾへなけ れ ば、木賞 ｬ モ居績かないのでなし、か主 思

ふので す。共の場合味噌、醤油を持って行くこと

が困難ならば、向 i 、で造るやうにすれば宜し、京IJ

身にし ても向ふ の魚、を獲って食へばやって行ける

認です。西洋人は絶童話に刺身を食ひませぬが、日

本人が向ふへ行って刺身を食はぬ生活をすると云

i 、よれ刺身を食へる日本人の生活、風俗習慣を

保持して行げるやうに してやら なけば、日 本の植

民政策は成功しない。西洋人が日本へ来て色 、昼

に生らぬ、彼等は椅T 式の生前を して立減にやっ

て居る。我々が向ふへ行って畠陀坐る主 云よ、こ主

は決し て惑いことでない。回洋人は日本へ来て味

噌汁を吸ひ、刺身を食はなくても、立減に蛮展し

て居る。日本人が向 ょ、へ行って、日本の生活をし

て居つでも、強展の妨げ lてはならな い。誰もそん

なこ とを心配しなくても宜い主思ひます。

伊藤一一そこで11住僕等建築家主 して心配するの

は、向ふへ日本風の建物を持って行〈と して、 良

い誌旬、 は別主しでも、向ょ、で以て盤にするやうな

材料が得られるか、 或は建築材料 として趨嘗な木



材が得られるかどうかと云ふことで、僕達が聞い

て居るのはラワン材主かチ ーク材と云」、やうなも

のですが。

坪 野一一チ{ ク材は飴計ないので、タと張りラワ

ン材ーであ りませす。殊にセ レベスは非常に木が多

いのです。それで板色捺へられますし、勿論繭も

あれば、藁もありますから 、盈も出来ない諜では

ないのであります。! 京料共のものはめるのですか

ら、え- は 向ょ、 でも日本人が指導すれば、簡単1' 1: Ｏｩｾ＠

Ｎ ＾ ｬ ｾ る識であります 。 又タイルを製浩し 、煉瓦も務

へて居りますし、餓材は別として、木材家屋なら

向ふの木材で 10分やって行げま す。

伊藤 一一日本の委任統治になって居る南洋諸島

なんかはどんどん日本人が行って居る闘係上、日

本の木材なんかも持っ て行って居るのですか、ど

うですか。

森田一一みん な持って行って居るですね、それ

は島が皆I}、さし、からで-す。

伊藤 一一建 築 の 方 で 見 る し 木 材 統制が出来る

閥係もありませうが、或意味で日本内地の木材を

ゐっちへ持って行かなければならぬ必要があって

そんな ことになって来て居るのでないか主 務へて

居りますが、そん な心配はありませぬか。

坪 野 一一兎陀角木材には心配はない。私は専門

家でありませぬが、熱左雨量の多い所で すから、

木ノ生長が早いし、森林が多し、。何Jおで建築をや

らう主も、其の黙は心配はないと思ひます。

山本一一結局満洲でも日本人は初は奥地へ行つ

でも、 ￬ｾ￯Ｙ 洲人主同じ生活をして屑りましにが、段

々日本の勢力が強〈なって、日本の家が出来、 J誌

も出来るやうになったので、日本人は昔*-'THですか

ら、共の中には段々日本の家屋に適するも のを扮:

へるやう lてなって来るのでな いですか。

森田 一 一先の問題を私は建築家として建築にｾ ｛Ｑ

しでもっと兵輔的に考へる詔です。こっちの生f丹

を持って行くか、向ふの生活ーにするかと云ふ こと

ですが、コ是は賢際問題として建築家と しては南洋

に内地と同じ家は建てられな いと思ふ。気候的に

もさう fごし、第一非常に大きなベラングを法ると

云ふやうなこ主で 、患を敷〈所が少〈なって来ま

すし、木賞にw. るTごりの生活はちょっ左やりにく

い、矢張り精子 I' CJ腰掛げる生活が加はってくるピ

らうと思ひます。それは強いてやって行かなけれ

ばならぬ。赴から行〈人は矢張り何箇月聞かこち

らで訓練して、向ふへj芸り出す位のこ主は是非必

要 でないかと思ってゐます。政て向ふの生活にな

り切る必要はな いけれども、 或程度 こもらの生前

を保有しながら、 向ょ、の生活陀充分合 して行〈こ

t が必要t.: J : . 思ひ ます。叉春夏秋冬の費化のない

所で、精神生活の上でも相官注って来ると思ひま

す。内地のようなデリケ{ トな生前をしよう左思

つでも 、 無理 ｔ ごとｽｾ｜ひます 。 こう天ふ賦も建築に

相官影響をもって来るでせう。

山本一ーさうです、秋になっ Tこら怯ゴ宇佐食ひ、

春になっ たら 街を食ふと云ふや うな生活は出来に

く〉なりますね。

商藤一一大陸方 i断では日本人が家屋を造り、昼

を敷いて住つでも居りますが、南‘ 洋では貰際に於

て昼を敷〈矯 l乞特陀祷へ? こ建築物 は一つも無い。

普通の洋館に勝手に板を打って昼を並べ仁左云 i 、

ｴＺＺ げ の話で 、盈ｾ敷〈 常に窓を 下げる左か、さう

云ょ、考慮は全然挽はれてない のです。

森田 一一併しこれからはそれを? やらなげればな

らぬと思ひます。

坪野 一一現在の建築は相官洗練 されにものであ

りますから、現在出来て居る建築を基本にして、

それに日本式を加l味配合し? こ方が結局宜いのでな

いか、刺殺が少〈 、単判なとE許可をやらなけ ればな

らぬから、或程度日本式を ｬ ｊＱＱｾ来しにｻＮｊＺＺ宅も必要 ｔ ご

らうと ja ひます。

岩倉一一専門的なことはよく知りませぬが、天

井を高〈し、ベラングなんか成( l J lI. って、使なん

か国壁のやうなものは一切梼へす"1'亡、開放的なも

のが向ふの家として性み易いと思ひますね。

森田 一ーヴエランダを取ること、慢に日光を? あ

てないこと〉、尾根裏を開 v1放しにすることが必

要なんでありますから 、 さう云ふ建築主しでは内

南洋からフイ リツピン、 イン ド支那、マレ ーの北

部455は大時 モンス ーン地区で、風が強いですから

之を治ることは困難な黙があ りま すが、南の方は

恒j京地帯で、風が摺かですから 、之をナ法ることが

楽なんです。随って大韓北緯十度あ? こりを境にし

て建築の浩り方色少し襲らなげればならぬと思っ

てゐます。
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岩倉一一 私等はさ う思ひますね。

商藤 一一フイリツピンは特殊の事情lj ですね 、要

，する i乞アメ リカの物を買はす代弘に 、お前の方の

物 色或程度買ってやら うと云ふ趣旨で 、今まで認

めfl f: J げて来?このですが、j 七底にちょっと他の地帯?

と迷つに事前があるでせう。

山本一一そ れ と同じやうなのが仰印ですなアー

...。

古久保一一例印も泰もピ J レマも皆さうですよ。

森田一一建築材はどうですか、建築が述 〈進め

ば木材ーを こっちから持って行かなりればならぬ。

南洋の方は木がゐりますが、 それを{ えるのが大縫

です、道路はない し、 ジヤングルで すか らね 、直

ぐ伐 Ｑ ＺＱ｜ すと云ふ こ とが ｉｬｦ ， ｾ＼ｩるでせうか、どうです

か、セ レベス とかボルネオとかチ」、所 lと行-0 1こら

木は非常K 津山あ りますがね。

近藤一一フイリツピンなんか木を1 1 ' ，してmるの

ですか。

岩倉一一閃 しτ 居りますよ。

古久保一一一建築に付て或は御参考になるかと思

ひますが、私が泰 t亡参 りまし? このは若手| 喝の憲法設

ギIj 記念| 事見合がゐりまして 、之にはJRIlli J七I柴{ 舗の

Ｍｾと し て泰が出 て 予 Ｑ＼Ｚ Ｑ こ と云』、闘係で 、 日本の政

府が非常 ｋ 力を入れまして 、 劃期的な日本官 ｬｾ を建

設しましに。共の建築費だけで 10万回であります

が、是までニュ ーヨークの外岡 | 専問令の設計ーを さ

れに山脇と云ふ人が設計ー されまして 、あの人自身

私も一緒。に泰へ参りまし こが、共の外 l乞加古な大

工が 3 人あっちへ参りましに。それで山 j協波f ! l !i と

内 地の大工が Ｓ 人と現地のｾ ｾ 人 の大工を Ｑ 日平均

約 75人位雇ひまし て、 約 2 箇月掛って約 4 百坪位

の相官;剖期的な立i反なものが111 ｾ ｉ ＼ｩ ￬ このですが、共

の感想、を聴いて見ますと、あちらの材木はチ ーク

‘ではない、らしい 、ちょっと名古立を忘れまし こが、

何とか云ふチ { クlζ よく似仁木ですが、非常に堅

い らしい、内士也から持って行つに大工迅[.; P; は一切

役に立? こないで、ちょっとやるど歯が こぼれてし

まふ主云ふ認で、 結局向」、の極 〈原始的な大工道

具を伎はなり れば、材木一木も被れないと云」、や

うな枇態でありま しに。

伊 藤 ーーさ うでせ うね、{主注 も3 う云ふことは

可な り心配 して、どう も良い材木があるか どう か
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見憶が附かな い、 直ぐチ { ク な ん か 頭lて予k るち

のですから 、矢張り日本から日本式の材仰を持っ

て行かなりればし、かぬのでないかと思ひます。

古久保一一結局方々板張り lて使五、 ベーニヤ板はあ

っちにはな い全?I日内地から持って行きます。南方

にはi欧かし、材木は絶討に無い。 向五、の材木は宜l乞

勿髄ないやうな良い材木で、 しっかりしにもので

蝕りしっかり し過きて、内地の大工道具ではちょ

っと問は合は ないと云ふ話です。

岩倉一一恐らく木はF メで、種類は非常に多い

と思ひます。平ーの建:材をMへると云ふことは悶

ＱＮ ｾＱｽ ご らうと思ひます。

坪野一一西洋人はコンク リー トの家主か、石iijt

の家に住って居る認でありますが、日 本人が行っ

て同じやうなことは 出来なヤので、現地の材料をナ

使って自分注の生活に ふさはしい建築、所調西洋

館をj . : l よるのでありますが、 さう云ょ、式で木材が南

洋で十介得られないとすれば、現地の畿 とか、共

の他の ものを使って 、 日本の間有の生活から儀り

速さ' からなじ、やうな建物lとするやう十分考感 され

?こ日本人 向の家を逃ると云ょ、事を巧へで戴 くこと

も一つの方法でな いかと思ひます。日本の建物も

必す・しも木造でなくても ＡｐＮｾＱｩ るのでな い かと ｊ 目 、 ひ

ます。現lと近頃の防空川の ものも飴り板を使lます-

K ズツと壁で法って居りますからね 、あ〉云ょ、風

l乞すれば大し? こ費 }-FJ も掛りないで日本家屋が出 うい

るので なL、かと思ふのです。

伊藤 一一現投ど うでありませうか、一般には木

3 1 ! が多いのですか。

坪野一一一般住宅と 言つでも 、ヨーロ ツパ人 と

支部人と原住民と 、 それそれ共の位宅はi主ひます

が、 ヨーロツパ人は大砲K 於て娘瓦をセ メントで

問 め 、 ｽｾ ミは全部グ イ ｊ レです。 屋 根は向ょ 、 の木材ーを

使って、瓦の家もあれば、木を重ねて瓦代月j I乞し

て居る所もあります。支部人の家屋は一般的 l亡見

て木古で、大組 2 階建が多いのですが、 ヨーロツ

パ人の家が全部 2 附なしです。? ごから向ょ、でも随

分立i辰な木治家屋 もある ので、 さう云ょ、方而の心

配はない k JBひま す。

伊藤 一一話は埠ひま すりれども 、山本 さん どう

です。建物の方 も形式の方色相官;研究されて居る

のですけれども 、向五、の風物と建築の調和主云五、



やうなものに付て何かお考はありませぬlか。

山本ーーーさうて‘ すね、四件人のやつで照る読な

んかを見ますし III 合では殆ど木造でとき' います

ね、市街地で日本人がイもんで居る所は欠張りマレ

ー人か支部人が多うごゲいますが、大抵主} i 瓦控で

天井板 1i . しのものが多いですね、我々の位んで1 . &

りましにも のは、 Z 階で; 英斑を放いて生活して居

ちまし -r:
o

)1這華もあ りますし、さう 云ょ、のが生f円

し易いですね。

坪 野 一一我々が年l fr . 事践的の事公やる のは大し

? こことはない のですが、* 訟 に内閣部I ! f j J {f やる人

はク叫長り仰を{r pして日本式の )J 主，比でj良ぬと 3互れカt

直らないのです、英領ボルネオタワヲ附近の農:企

業 i乞従事してゐる日本人桜民はどうも椅子では似

れはとれない、やはり日本人は捕にならないとな

左言ってゐます。

深山一ーさう 云ふことをやれるやうにしなけれ

ば、水省の設展はtP，ｾＨないのでなし、か ｴ 忠ひます

きう云ょ、ものを ili つ? こからと 言って、四n人も| れ

ｪｕｾせぬし、 ｲｮｵ 、の民ｻ住民 Ｑ ごって怒りはしない。日

本人が日本人の生祈念するのに誰にも法成は要ら

ぬの でな いか) ; %へる のであります。

近 藤ー一一大館前j ふの牧民の生Ni は El本と同じも

のでな いですか。

ｩ 架 ｾＱＱ 一一欠 張り原住民をして ｊ 尊敬の念を起きす

L' けの般加さを持ぞって居らなければいけ ないと 忠

ひます。日本人の生前と 、共の他の生前と比べて

日本人の生前は飴 h自1慢の tl -¥米るも のでない G}. ぷ

ひます。さう云ふ方 l白ーに付ては今後六に技窓しな

げれば、日本人は戦争 i亡は強いが、問民生前自闘

はあの純度 f:..' ) ; 云ふやラな 三jぎを有 Iこれる I誌がゐり

ますから、北の貼十分替戒しなりればならぬと 思

ひます。

山本 一一共の鮪我々建築に撹って周りまして、

どヲ云ふ感じを有って居るかと去ふと、日] ふでは

ホ・ル トガ ル人全容が制合r UJ、ましな次 l亡it んで居り

まして、寧ろ日本人 の生前の方が見? こ所何Tごか劣

って居るやうな所が多いのであります。勿;論三J j :

三菱 k 云 i 、やうな大きな商資人は別としまして、

一般の尚賢人は借家でやって居り ます。是から大

に進出して戴 〈 のであれば、 ｉ 口 ｌｾ 、の ｦ セ宅主日本の

{ : 1: 宅の好さ U t ' 織まぜに大東互;i 型の位宅え云ふも

の年十存へて戴い? こらどうか左思ひますω

伊藤一一大下さんど うです、，t l:宅後図

も一つ議設 して大東亜共

柴閑の型をそラそろ告IJ めなりればいかぬのでない

ですか。

大下一一南方住宅管図が進tl "し なりればし、かぬ

の- でなし、かと思ひますね 3

情 藤 一一l有地色少し家をおtf へて} 誌はぬし借家

捜しで背のをして陪ります。

伊藤 一一南方の建築K 到しで向か裂 と云つ? こや

うなものがあっ 1このでないですか、 il なκ 南町二諸島

fr. ｾ討するイ ｩ￭ｊ 力草案を諸大家でお ｦ ￭ Ｂ ') 1 となっ? このであ

りませぬ か。

森田一一嘉栂の大合行の方で研究ポ? を 作つで研

究して照られるそうですが、一つやらなければい

かぬですね 、日 本建築協合でき う云ょ、風な委員合

でも i;! ょっ? ごら左ラですか。

伊 藤 一ーとうち述築家の方では経験が少いので

すから、イト I:J はーつ教へて戴き fニャのです。京都

大泉の ｾ ｽｪ Iま;1刊世研究されて居るや告ですが、

。

近 藤 一一両 件 で は 廿 合 建 築 は 殆 ど 型 が ，!-li ，j(τ 周

りますね 3

森田 Ｍ Ｍ Ｏｬ｜ｾＨてゐ去すが、 それは山l内有地の k 殆左

同じ 7却l担1芯ののi で

{伊努藤一一] 前苅fにてr.:l l坑t川3先l;正L生セなども IJ附』品州;討削lf:係系さ-守eてJ初研F冴f先き

tれ11七こので 1ζいしい、ですか。

森 田 一 一よく知りませぬが、r RU 、へ行つ 1こら 、

日本人の生活 Ａｾｎｪ を持って行つでも、タと張り ｩ 主つ

Tこ建築がH-I， ぅI( るのでな L 、かと忠ひますね、充分な

研 究 が 必 要 で す ね 9

深 山 ーー 共 の 日 本 人 向 の2誌を出る場合に、先程

山本さ ん の お 話 も あ り ま し に が 、 ど ち ら か k 言 へ

ば、日本の上流階級の人が住む家主? 浩って 、労 働

者ーにも{ 七はせてやるやうにするのですね、 ドイツ

の 労 働 背 tt 宅 は 、 上流 枇 令 の 人 が 住 む や うな、 ト

介 Ａｾ Ｎ ｾ宅地もあり、予 Ｑ 丸、所もあって、 ｬ リ ｩ るい部 屋 もあ

ると: L : J 、やうな建築を治って見供して居るやうな

諜であります。日本の労働有ーが南洋に行つ 1こ場 合

K は 、 内 地 lζ 於 り る よ り も 、 更 K 高 等 な 住 居 生 前

が H¥ｾＨろやうなものを提供してやるや う にしなけ

ればならぬ主思ひます。
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大下一一僕達も熱々さう思ひますけれども 、 ど

うも日 本人は衣食住 k言ふて、 衣食住の中で佐を

ー呑担問して居ります。殊にえらい人は建築屋が

少し言つに所で、相手にしない。H佐間に合せで、

早 〈逃らうと 云 」、こ u となりますから、本式のも

のは出来ないで、間に合せのものが出来るのです

森岡一一殊に南洋では飴計共の危険があります

竹の桂に茅の屋根で、兎に角住める のですから 、

満洲ではさうは いかねのですが。

坪 野一一御参考 までに申上げますが、 1潟印 tと於

げる住宅は殆ど光線の入らないやう に出来て居り

ます。常l乞光線の中に生活し 7 居るので、それ以

上の光棋を入れる必要はな いのです。

錦同一一ー個々の住宅の話は大分分つにや うな気

がするのですが、蘭印方商のパタグイヤ、スラパ

ヤと云』、ゃう n都市の中はどう云ょ、風になって居

りますか、矢張り平野築地帯があって、: } t の周囲に

閑静な住宅地があるのですか。

療蕗一一住宅地帯と符地帯主分れて居りま す。

錦回ー一一そ れは犬阪みにやうになって居りま す

缶、。

岩倉一一此の頃の ジヤワは逮ひま すが、十年程

前 のｾヤワは農業立闘でありますから 、日本 のや

うに工業都市の密集地帯と云』、 のはな い、 パグピ

ヤでもスラパヤでも海岸地帯は比較的暑いので、

寧ろ海抜 Ｓ 千択、 Ｔ 千ｾ尺主云 ｩ 、山地の方 に原住民の

人口は密集して居ります。者11舎は工業がありませ

ぬ閥係上、工業に閥嚇し? こる工人の住宅地は、大
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阪で言へば措置と云つ? こやうな所はないのです。

坪野 一一大韓支那人の;勾業地は下の方を事務所

にして、 2 階を寝室にす る主云よ、風でありますが

殴米人なり、日本の大令祉などのちょっとした庖

は、住宅地と全然別になって居りまして 、住宅地

は住宅地で一緒になって居ります。それが商業地

になると 、全部穂並に列んで居ります。支那 人の

密集地帯は 2 階建が多いのです。さ う云ふ所を借

りて、 j 毛皮へ盛を 入れTこりして居る人がある識で

ありま す。大韓住宅を持って居りますから 、住宅

は今お話のilli り一軒絡に潤立しで立il.氏なも ので あ

ります。

錦田←ーさ うですか、 さうすると、 必j 層 ピルデ

イングは全然要らないやうな気がしますが、矢張

りあ りますか。

古久保一一一矢張 りあり ますけれども、 世|際問題ー

としては少い。

坪野一一貰際問題として昼地が多い鴛にさう云

ょ、必要がない、 J コに伸して、下 l乞滞る 必要は ない

のです。

錦回一一I1佐美樹を添へると云ふ佳度ですね。

伊蕗 一一 どうも色々と御意見なり何なり聴かせ

て戴きまして、大比参考になりまし? こ。何れ此の

座談合の記録を整理しま して、建築と枇合誌上.を

飾り? こいと思うて居ります。今後 とも建築方閣で

お気附の鮎がありましにら、御指導を仰ぎたいと

存じます。ど うも有難うごぎ いましTこ。 c終り〕

( 昭和17年1月初日夜連記〉



参 事 務 整 調 令 に つ い て

かねてよ御依頼がありまして私の努務調整令K 閲

する話をお聞きになるといふことでありまし? こが

なしろ普通の講演令の如き講演をするよりも各係

のものが出席致しまして極〈和やかのうち K 皆 様

の質問を承ってこれに劃する答をする、しかもそ

の質問は抽象的でなくしてなるべく自分の立場か

ら考へて質際にぶつかっ? こときに解決しなければ

ならないやうな問題を取上げて回答を求める、ま

に答へる方主致しましでも従来取扱って参りまし

に上から考へまして、かういよ、黙はかういふ風に

御理解になって頂き? こい、ま? こかう いよ、準備をし

て頂き ?こい、 更にま ?こかう いよ、問題はかう考へれ

ば簡単に梢むのだ H 、ふやうなことを十分にお示

しすることが出来て非常に結構ぢゃないか、さら

にまたもう一つの問題は近頃の指導所はし、ろいろ

新しい法令が公布されましに関係上、これを取扱

ふものが幾分官僚式になってゐるやうな傾向があ

る主みられてゐるのでありまして、さうい i 、税iな

気持をお互にもつこ とは法令の趣旨徹底上、I! [l ち

岡家が此の法令を賓施してその紋果を狙ってゐる

上からみて、どうしてもさういふやうなお五の考

へ方があるといけない 左存 じます ので少 〈主もこ

の機合に係りのもの、簡をよく位え て ゐて貰っ

て、皆様がいろいろ申請をする主か或は分らぬ左

ころを解揮して貰ふといふやうな時に顔なじみを

もって遠慮なしにお瓦が質疑臨答ができるや うに

なれば非常に皆様の仕事の進行上好都合ではない

か、かやうに者へましにので、木目は各係を滞同

致しましてこのl加亡参つに失第であります。従っ

て私はこの調整令の ｪｦｙｾ 揮をするとい」 、 よりも各係

を皆様が赤11やかな中 lて目的を達するやうに致し

に、かういよ、: ; } 5 へから今日の{ 躍を致しにやうな次

第でありますコ

特陀此の際1わして置き? こい主考へます事柄は、

松 田 徳 太 郎

どうも従来日本人は各種の物資fC: W(: 乏致してゐ?こ

わけであります 、凡ての産業の成立には物資主弊

力主 言ふものが必要であります、此れは経簡の原

J! IJ から 蛍撚でありまして、こ の物資を勢力主 言 ふ

ものが必要であるにも拘ら十我閣は人口過剰に過

去を過してゐます ので、人のことは飴り重 きを置

かないで参つにのであります。いかにしてこ ψ 過

剰なる人口をコ ン ト" ールす るか 主いふこ主に頭

を使って参りまして、人といふ問題に就いては飴

り重 きを置かなかっ Tこのでありま す、ところが物

資には紋乏してゐるから品物 、資材左い よ、黙にな

ると. rfrLf阿佐なってこれが充足に全力金注いで米?こ

のであります。資源の盟でない閣主致しましては

まに嘗然のこ色〉考へらるのであります、撚しな

がら事境以来かが閣の戦果は中天 1' 1 : 太陽の輝〈如

〈偉大なる ものがあるのでありますが、この偉大

なる戦果の陰には多大なる持カを要求してゐると

言 ふことを考へなければならないのであります。

此れは第一様である主、銃後である左右? 問はない

のでありまして、ことに第一線のこの活躍に相呼

! f M{ して銃後に於る聖戦目的遂行の? こめに各植の産

業はその生産力の大機充を致 5 ねばならないので

ありますが、同時にまに その生産は岡家目的のに

めに聖戦遂行の?こめに必要なる産業を中 心主致し

ましてこれが燐充に一大努力を致きなり れば相な

らぬこと陀なるのは嘗然てあります。

従ひまして近代戦が一大科接戦であり大消耗戦

である主するならばその使用され? こる物資の補充

とさらにこの先何年制〈かわからないこ の大聖戦

を遂行して参ります 上から致しまして 、将来K 備

へる? こめに産業界は著し〈飛躍進展し なけ ればな

らないのであります、従って生産 tて要する 物資の

みなら す・努力の完全克足を希望することは むし ろ

蛍然であるのであります。
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然しながらし、か ｲ｣￬ｾｦ､ｬｬ の人的 資源 をもってゐる

日本主開l もこの近代戦陀針lliJ i しーて行< 1こめに生徒

力の扱充営やって 行 < ..1-.か らしては、この人的資

制では十分とはいひ得ないのであります 、であり

ますから此直に最も悶2誌に必要な る方聞に人を十

分 iて差向け比較的岡策に副はないといよ、よりもそ

れほど重要 性のない主思はれる方面iから人的資似

を廻す主いふこ主が必吏ーとなって〈るのでありま

す。従来の自由経前主義はこの聖戦目的を主主行す

るにめには十分ではないのでありますので 、こ〉

K 統llill 経iNとなりさら K 計. J t ] : 経怖を行は なりれば

ならぬ k いふ今 1H Z : 至りましてはこれま? 二世然の

鹿置 k みなりれば相ならぬのであります。

従ひまして或は過去において従業者の届 入fiill 以

令を賞施し、叉移動防止令を公布せられ 、 さらに

まに背少午ー屈 入制限令を宜Jj 包されるといふ事ーにな

りましにが、こ れのみによっても足らない主言ふ

こ主になりまして 、吏陪この移動防止令ならびに

苛少年腫入制限令のやうな法規をー鮒に混ぜて更

rc _ .tl7tl 長められ? こる法令が寅施されるやうになっ

?このであります。此れが即も今日お聞きにならん

とする持務調整令そのものであります、従ってこ

の持務調整令 はこの非常時局におきまして人的資

術確保の上から最も大切なものでありますので 、

その第一僚におーきましでかういふこ主が書かれて

ゐるのであります。I i ' 闘袋三緊要ナ J レ事業 ニ必要

ナル持務ヲ確保 スJ レグメニスル同家綿、動員法w六

僚ノ規定ニ基ク従業者ノ屈入 、使刷 、解 雇 、就![，波

及ピ退職パ附限ハ日Ijニ 定ム J レモノヲ除クホカネ; 令

ノ定ムルトコロニヨル』此ういよ、ことになってゐ

ます、従ってこの法令を中心主致しまして今後の

持務行政は行はれる ことに相成るのでありま す。

この 調整令の霊駄 と致します のは 、従 業者の ｗｾ

府i &ひ' 退職の制限 、従来は従染者は自 rl l勝 手 lてこ

れが許 されにのでありますが、こ の法令の良三施忙

よりまして或 る例外を除〈他は自 rl1 rc鹿置するこ

k がIHヲKな 〈相成つにのでありまして 、更に叉も

う一つ重要な黙は 、従業者ーの屈入、就職及び使月1

Hil l限であります 、従来は自分で1m入れんとするも

のは思ふ存分に履入れるこ主が111礁にのありまし

に、まに 自分が屈はれ就職しゃうと思ふのであれ

1 1 1 3 0  

ぱ自分の好きな ｊｶ ｩ ・へ就 ｬ￭ｾｾ b  IIi 31< : 1 このであります 、

まに鹿怖附係でな< / ; : も自分が人を 1! l : . はうと忠 i 、

主きには自L l Irc -w!. ょ、こ t が 111否10 このであります

が 、 これまに ｉｉ ｩＱｊＱ ｕｾ を受ける事 ｫ なつ ｦ このでありま

す。

悶よりこれには例外が設げらてゐますが大閣に

おL、，て制限を受けるこ主になってゐるので み りま

す、更にまに 、 新し〈製佼 ｾ ｉ ｈ ますもの例へば限ｼ

民感校を ｾ ｉ Ｚ ｈ る主か中等感校を ｴｐ ， る、こ の方 ｬ 乞も勝

手 l乞自分の思 i 、主ころへ行りな いし腕入れる方も

むろんその泊りであります 、これから新? こに卒業

ずるも の 、臨置に闘しましては而[ 倒な規定が設け

られ、叉詳細なる本学f の方針がありまして桁様の

直もにう14へilli りK は鹿置が出来な いこ主に なって

居るのでゐります 、その他従来皆様 k 閥係のある

多事務の供給者との聞係、これ S 相蛍に[ 白i倒なこと

になって参りまして簡単 KJ 起置する事が1:1'，-取な〈

なってゐるのであります 、その他いろいろ の則 l乞

おきまして ilil J阪を受付取締をされ桁様の事法 のJ盆

行J: 不便な賄が多々あらうと }J!， J 、のであります。

しかもこの法令を検討すれば検討するほど貰際

に常りまして疑問が出来さらにお悶りになるやう

な鞘もL l ' r て来る事 k思よ、のであります。然 。しなが

らこの法令の』虻績を恕げなり れば民の生漆力協定

iH持: を詮行する こ t が/ J I 占! < : ない延いては聖戦の悶

的 を達成するこ 主が出来ないｾ ［Ｉ￭ ｩ な ことに相 成るの

でありまするから、これら の法令の11i115主の趣旨を

十分御手得になりまして、官民相互に緊 Ｇｬｦ ，Ｇｾよる連

絡の下 l乞十分に法令の貰績のあがりますやうに持

様の ilflJ 了解と熱:窓のある御 協力 を蹴ひ ? こいと }l!， J 、

のであります。

;fJ、の巾 1.. ます事はfM<  ｾ命厚 ｂｉ Ｇｌ 止 Ｚめま して、これ

から夜、と向性の Ｑｾ ｉｉｬ ［ｦｮ 亡法令の細部陀つ寺まして

待 ｪｬ 説明をすること ｋ 致します。さらに係から ｖｾ 符

させることに致しますから御質疑を願ひ? こいと思

ひます。 ( 講師は大阪閥民職業指導所長 )  
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挙 手 務 摘 整 令 の 解 説

ね指導所の司. ' J 歪t係長の松fJ J でじらります。只今所

長から封 ｦｦ Ｉ Ｕ ｾ ｩｾｾ ，Ｇ ｊ 整令のＩ也旨金詳 しく御説明があり

ましにので、私は保夫; のJ f J I { 僻十ζ つきまして簡単 i乞

御説明申上ます。

まづ労務調整令の ｵｾ Ｍ Ｎｮ 誌には制整令の日的主い

ふことが書いてめります o Jl[Jち l必1!)f{ K;持要なる司[

業に必ｾなる労務者を陪保 するにめ ｴ 亡 、こ の制整

令が作られ7こ主いよ、こ主をはっきり芭: し、てありま

す。全〈そのｬｬｩＡｾでありまして、緊要でないｾＮ当主

のう ， ｾｽｦ＿ｪ ＺＺ￰Ｇは雌 ｦｾｾ し な いが、ｧ［，ｾ要なる事 業・の持訪 Ｚ 討

は雌i!K しなげればならな い。不包;事業の方は乎が

姐りかねる主いよ、こと K なるわりであります。御

承知lの池り労務j t; h; l e いふも のは非常に錨市II 'C な

って参ってゐますので、千手 Ｑ Ｑ 産業方 州、不 Ｎｊｾ 産業

方 ll'i i K おきま しでは、うん主人手合的約して l頁き

まして 、 そこから出てくる l議刺労力を l時局長室議方

! 日に集 11' しなりればならぬ 主いふ のが、こ の調整

令の役i切に なってくるわけであります。この捌盤

令は凶家総到j民法第六僚に基いて制定せられてゐ

ます O 従ひまして、{ t ijJ li Jも総¥i l i b員法の ili i J ! J Jの也J-i j

があるわけであります。つまり i 年以下の懲役ま

には千闘以下のj i - i j企が科せられ、 j岳主のみな らす-

Ｉｽ，Ｎｴ ｩｲｩ￭ｾ 者をも規ｩｉ， ｉ ｊ して ゐますので 、 ｩ 事反があ ｢ ます

れば就職しにも の も鹿制すると いふ徹底しにもの

になってゐます。

第 ＱＮ ｾ条は従業者の解雇 、 退 Ａ ｛ｩ 伎の制限の事を規定

して ゐます ｏ 従 ｾｩｩ の移動防止令をさらに強化致 し

まして、 jfj!(I弘 退l践をも自 IJi にさせない 、wo岳、

退I[誌がなされるにはーん i版業指導所! 乏の認可営要

する主いふ ilii ]1変K なりまし? こ。工場なり事業場な

りK 並JJめてゐる人は、とこでも wr 峰、i l l V肢が自 fJ1

1'1: 111 ボないか c"ヨし ます色、さうではありません

で、厚生大臣が指定致します。特K 重要なる工場

主か、 鱗 111 e か或は事業場、 その指定を受り に e

独 閏 正 太

ころのみが退1[1Ji 11，IJ 肌或は解j昆1IiJj l民営受ける e t 、ふ

4rHc なってゐます。そ して指定の方法は大臣がー

ん何々工場、何々餓山といよ、やうに 、個々の工場

なり事業場なり K つきまして指定を致します。そ

してこの指定通知書は大国から大阪府知事 K 沿 っ

て，米て 、)(j9、11事は各工場主、事業主にこれを手渡

しまして、各工場なり事業場はこれが来ましては

じめて II;IJ 叫が宜地せられるわりであります。それ

は現庄のわが|必IR 主りま して、 i! 止も大事な工場か

ら ｉｬｬｬｾ 火指定せられるこ ｕ｣ なってゐます。そ し て

この指定を受けましに事業主は、全従業員K その

旨を百i度さなければならないこと K なってゐます

なほその後K 保ｊＫ ｊ ｖｃ なって ｾｊｩ Ｉ ［［ ｾに入る人にも辿れ

なく伊i へなければならないことになってゐます。

共れからこの1I ，IJ出を賞焔する工場に指定された工

場におきましては、原則として会従業員が、 この

Ｑｉ ｩｬｊ ｾｊｾｾ 交けるこ主になるのでありまして、工場長

も、 j支ffil i 色、J[ 法工も 、事務員色、 小使、給1: . [ : b  ¥ 

ＹＱ も女も皆 ｩｬｩｬ ｊ ｾｊｾｾ 受りるのが原則でゐり ま す。但

し大臣が;女子は制限するに及ばない主考へ仁 左き

κ は、但し女子は除〈主いよ、イn蓄を附けまして、

指定されに純国の男子のみ主か、11故工のみを jli lJ限

する主いよ、保件を 11付けるので、 この除件タトの人は

11i l J 阪を受りす¥自 fl1 ｾ｣ 退 ｩ 肢が ｉ Ｍｕ来る、かういふわ

りになるのであります口さらにこの iiJ lJI¥民主ナ受り に

大指定事業場、工場κ ぉ.きましでも、ある特殊な

人は例外主して白山 ｋ 退 ｬ ｛ｩ ｪ ｾ Ｎ jij! p屈が出来る こ主に

なってゐます。 7こe へば陸海軍への入皆、臨召或

は陸海軍の生徒κ なる、或は徴よIj 令によ って徴月j

せられる場合、或は日 j岳人夫はよろし い、) 1十日 以

内 の短Ａ囚の ｲｾｾＱ 時屈はよろ しい、 或は法律、によ って

仰屈しなげればならないといよ、規定のある場合は

よろしい、 ｬｾｴ ｣ 事 業 ｾＩ或止しましに場合色白 ｛ ＱＱ tlこ

してよろしい、 主い五、fTtl 5'トカn つほどあります。
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次 l亡第 4イ如ζ1多りまして 、技能者の鹿入制限に

ついて申上ます。技術主か技能とか製識経験のあ

る人の中で、厚生大臣が特に指定致しまし? こ もの

を技能者と名づけます。これは厚生大臣が百対四

種の職種主工業態校以上の工業、鉱: 山闘係の撃校

卒業者し自動車の運特手、電話交換手などの免

許或は試験合格者、或は検定合i各者と いつにやう

な種類の全技能者 主し て指定致してゐます。その

純国は簡弔K 申します之 、闘民登鍬の要申告者左

中しまして 、閥民登録の中の技能登録をする義務

のある人と殆ど一致します。但し年齢の黙におし、

て登錐は 16歳以上50歳未満 k なってゐますが、技

能者は 14裁から 60歳ま で、女手は 14歳以j -.40歳ま

で主なってゐます O

ム- 子も 三ヶ月以上経験ある人は技能者であり 、

電話交換手の菟献をもってゐる人は技能者であり

まして、こ の貼は登録と大いに具ってゐるわりで

ゐります。それから職種におきまして、登録に は

百)1十四種のほかに大工、左官、]宮町哉、ブリキ臓の

凶事ft がありますが、 これは技能者から省かれてゐ

ますo これは一般青批年の届入手続で、屈入就職

/ 1 " ¥来ることになってゐます。それから指定職種の

職業を腹めてから 、三ヶ月以上一年未糊の経験者

も六ヶ月聞は技能者主致します。

この結は登録と異ってゐます。まに一年以上の

経験める人は五ヶ年問、男も t : も技能者の扱ひを

受けます。 この女の黙は登録と異ってゐます。大，

髄の解樺としては登録しなりればならない人は皆

技能者fごといふ風にお考へになって結構? ごと思ひ

ます。指定職種即ち百) 1十四磁の職種に三ヶ月以上

経験があれば 、 皆技能者ｾＥへてよ い ｫ 忠ひます

この技能脊の! 岳入については一人々々につきまし

て指導所長の認可を受けるか、指導所の紹介を受

付? こ場合でな いと 腫入、 就職することは出来な い

こと K なってゐます。認可の申請は届主 主就職者

とが連署致しまして巾請して頂くことになってゐ

ます。そ れから従来は移動防止令l亡おきましては

指定従業持の雇入の際には、前屈主の同意書があ

れば認可を要 しないことになってゐますが、今度

の制整令の技能者の雇入は前雇主の同意書があっ

ても認可を要する とい ふこと になってゐま す。そ

れからもう一つ移動防止令と異る黙は、従来の移

"' 3 2  

動防止令tとおきましでは、指定従業者が同意書を

貰へない場合には、商j苫方商t亡時業すればよかっ

fこのですが、今度は? ことへ商庖方商K 特業致しま

しでも 、或ば事務員になりましでも 、認可否ヲ要す

ることになってゐます。これが従来の主異る貼で

あり ます。それから技能者の雇入の際に認可まに

は紹介を要す主いよ、のに封しまして例外か 10ばか

りあります。

まづ年齢 14歳未満'の男子 主か、六十歳{ t >越し? 二

男子は技能者主鰍も自由に雇入れることが出来、

ま7こ女子にあっては 14歳未満40歳を越しTこものは

自由 I' C 腫入れが出来る、 ヨえには入管肱召しましに

人が、除隊になりまして 3 ヶ月 以内 Id ，Y，8' 雇主の

ところへ蹄って来る場合には自由に雇ってよろし

い。それから撃校卒業者使用制限令に該賞する卒

業者は、この認可はいり ません。技能者雇入主し

ての認可は要しないといふことになってゐます。

まに官鹿の雇入の場合も要しない、傷夷軍人の方

で相官' 重傷の方でありますが、調整令の施行規則

l乞掲げてあ ります程度K 達してゐる傷夷軍人の方

は、仁左へ技能者であっても雇ってよろしい。こ

れに匹敵するやうな身韓に傷害があり、作業能力

が幸子しく劣る主いよ、や うな方を指導所長が認定致

して、身髄傷害認定書 主いよ、のを差上 ますが、こ

の方色自由に屈ってよろしい。

それから ｾ Ｈは浩胎所等の方商 ｉ Ｇｃ おきまして、特

l乙必要があって認めに例外でありますが、鋲打工

、塗装工のやうに年中仕事がありませんで、どう

しでも短期間臨時に雇傭しなければならないとい

よ、職種の人を指導所長が認定して日傭技能者認定

書 主いふのを上げに方は白山 K 雇ってよい主 いふ

こ主になってゐます。共れか らこれからは津山出

て来ると思ひますが、営業の譲渡或は企業の合同

等ＱＧｃ ＱＪ ｾ 、従 業 者の ｊｦ ｊｬＮ放でありますが 、これ は 仁左

へ技能者であっても引縫いでよろしい。事業 主共

K 人も引織り' ばよいとい よ、 こと になります。叉胎

員紹介K よって般員を雇ってよろしい主いふやう

に十ほど例外があります。 この技能者の屈入をせ

られ? こ場合には閥民労務手帳に使用開始の旨と 書

いて報告して頂くことになってゐます。その報告

の際には手帳に添へて認可読なれ紹介i伏なりを

lHして頂き fこい のであります。き うしないと係の



方では認可なしに雇ってゐるのぢゃなし、かといよ、

ので、 受付 を しないこと がありま す。

ヨえには第 5僚の園民撃校終了者の雇入、就職の

制限に就いて説明します。今年の 1月 10日以後の

園民墜校の初等不h まに は商業科を修了し にも の

叉は高等科の 中途退撃 しにも ので 、二年間経過 し

ないも の、しか も技能者に該首 しないも の、かうい

つにむつかしい僚件になりますが、こんな人を閤

民準校修了者と申 します。言ひかへれば今後闘民

撃校を 1-- 11て来まして 2 年粧? こない子供で、技能者

陀該首 しない子供を闘民準校修了者主申します。

この閥民撃校修了者は原則としてすべて指導所の

紹介によらなげれば就職できない とい よ、事K なっ

てゐますo 指導所においては職業相談. 職業指導、

身輯検奈や知能検孫、性能検孫等を致しまして 、

その子供v < こ最も遁賞する職業に紹介を致 します。

なlま医院的見地より事業の緊要度ーを考段致しまし

て、最ち大事な方面l乙、しかも計輩的に紹介する

事K なってゐます。共? こめに各人勝手な麗入主か

就職 とか は禁止し てゐ るわりであります。この間

民皐段修了者は指導所の紹介lζ 依らなければなら

ぬ原則 l亡診J しょして例外がありま す。まつ'関、道

府l隊等' 古躍に鹿五、場合はよろしし、。紬員主して雇

入れる場合はよろしい。日傭人夫で雇五、場合lては

よろ しい o. 30 日未満の臨時雇で使ふ場合色よろし

い。この日傭は30 日未満主聞も 、30 日を超過せば

述反になるとしづ、事になってゐます。こ の30 日の

計算の法は目前巨人夫の場合I ' L51績いて 30日で途中

に公休日とか、一向休業日があっ てもこ れを出勤

と看l放して通算 して計-算する事となってゐます 0

30 日未満の臨時雇の場合K は30 日で解雇すれば

泣反にならな いわ りです。ま にこれを翌 日展へば

注反にならな いや うにみえますが、そんなす・ るい

こ主 は認めません。 30 日雇っ た後は五日聞をおか

なければ雇へない主いふことになってゐます。次

に叉農業、林業、畜産、養輩、水産業 主いふやう

な食精生産方商の雇入の場合も自由になって ゐま

す。但しメ ロγ とか花と か真珠養殖 k いつ fこやう

な輩湾品の生産は含 まれてゐません。 これは除外

されてゐます。

そのヨたには技能者の場合主同様に事業の承櫨が

あ りましに場合に 、国民些校修了者ーがあれば、こ

れを引織ぐこ左はよろしい。これも雇主からいへ

ば新? こな雇入であり、就職者からいへば新fこな就

職 となりま すが、ヲ|織ぐ場合は特K よろしい。最

後K 特別な事 fJ 1のあるときには特定の閣民署長校修

了者といふ個人について雇入の認、可を得fこ場合に

は雇ってよろしい主い ふこと になってゐ ます。こ

れは特別な事自のある場合でないと申請出来ませ

ん。そし てこれは特定の子供について雇入認可得

るのでありまして、特定の岡民皐校の子供な ら誰

でちょい主 いふのではな いのであり ます。周民撃

校修了者については技能者ーと異って身韓の障害あ

るものも自由に雇へないのでありまして、これら

のものに劃 しでも指導所は責任をもって職業指導

をする事K なってゐるので、例外とし なかっ ?こわ

けであちます。以と七つばかりの例外があります

次に第 7僚に移りま して、一般育財: 年の雇入制

限について申 トー ます。一般背A士年主申しますのは

男子は 14麗以上40歳未満、女子は 14歳以上25歳未

満のもので、先K 昨l しましに技能者、または閥民

製校修了者1て該首 しない人を申します。換言すれ

ば若い男なり女なりであって、技能主か経験の

ない入、若いもので未経験者主いふことになる 、

或は若い素人の人むといよ、 こと になるわりであ り

ます。皆様方が事務員とか、見習エなどを腫ふ場

合は、或は特職者を雇ょ、場合などがこれに該賞す

る左思ひます。 この一般青i l l : 年の履入はどうすれ

ばよいか、こ れは指導所の紹介によって雇へば問

題はあり ません。それから まに l 人々々について

認可を取つに上で、腫入れても結構であ ります。

l 人々々について認可をとって腫入れ る左なると

大工場等にあっては非常に手続上商倒であります

ので、厚生大臣の指定致しましに時局産業方商即

ち大臣の指定しま しに事業を行ふもの 、或は大臣

の指定 しましにも ので、事業は行はないが、特に

指定さ れ? こも のがあ ります。ぞれらの大臣の指定

し?二も のは特に一般青批年の雇入について便宜な

方法が設けら れてゐます。そ れは l 人々々につい

て認可を受ける代りに一年金四期に分けまして四

月から六月までの三ヶ月聞に何人まで展入れて宜

しいとい ふ人数の認可を受りることが出来る こと

になってゐま す。 その認可を? とって置きますと 、

その人数の範囲内ならば、どの人を雇つでもよい
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わけであります。時局産業K 封 しでは、 この便利

な方法が 設け ら れ て ゐ ま す が、いはゆる不急; 産

業 、平和産業方面mJ ち指定せられなかっ? こ方商に

おき しては l 人々々について認可を得なければな

らないことになります。

只今申しましに指定事業の縁故腫入認可主いよ、

のは、従来の青少年雇入制 Ｇｬｩｾ 令の腫傭定員の認可

主少し趣が異つてゐますq すなはち 青少年屈入11m

限 の屈!日f定員 の認可は、その制限敷迄は常K 人{ f

ｉ 盈入れ得るとい ｩ 、認可でありましにが、 今度の ｩ｜Ｉ， ｾ

整令の指定事業の縁故雇入認可とい」、 のは、その

員敢にり人を雇入れるこ主が出来る。いひかへれ

ばその回数- r : け 腫 入れられる主い ふ回数苦手のや う

なものであります O 従ひまして 盤へて ｲ ｬ ｾ せば従来

の育批年の履入をハイヤ - e すれば、そ のパ イヤ

ーの52員が 4 名であれば、こ の 4 名は l 人降りれ

ば 1 人乗れる 、 5 人乗せればj主反 κ なるが、 2 入

降りれば 2 人乗れるといふやう κ 、11: ;1t: 4 人を乗

せ得るのでありますが、今度の，[)I J1妥令の紘放腫入

認可は乗合直動車の回数岩手を買っ? こやうなも ので

ありまーして T .，.10聞の回数匁を寅へば 10問迄は差支

ないが、ノ子スが2さで、走って ゐても、 lll mlヨは新し

く1枚切符を買はなげればならないのと問機で、

ＱＰ 人 の認可 ｾ￨ っ て ＱＰ 人入れてしまって 、 Ｑｍ 紋品

ある場合K は、吏 K 新し〈仰l々認可を受りねば屈

入れることが出来ないと いふやう t亡、T制上! of ' . の場

合主趣を ｾｾ� 乙 してゐます ｯ それからこの便利な縁

故屈入の認可は年 4 回しか受けることがI.H ｾｅ ませ

ん。従ひまして巾請を怠つ 7こ場合 とか、認可品散

を? T i 菌入れて、な l ま紋員のある場合は、イ' ，' ;1 々認可に

よらな り』まならな いので あります。このjボJl lJ I乙し

劃して 17ばかりの例外がゐります。

まづ原!除夜間と いって、 元の l古へ除隊手iが 闘 っ

て米fこ:場合、船日雇入、 農業方[ 国j岳入、，( ¥，艇の1m.

入、傷 痕軍人 ＿こる 一般ｦＮｦｾ 上年 のｊ￭ￏＱ入 、 身閣に陣告Ｚ

あるも の k して指導所長が認定しに人 の屈入、] 或

は技能者並びに岡民製佼 ｲｬｾｊｾ 庁 の場合 と同隊、事

業 承櫨しましに場合、そ の人nも引 llH<: 場合、日

1m. 人犬伝!龍 ふ1品市、及び30 円未満の!日:，11‘? 隠は I:IIII IC

ｔｬｩ ｬ って よ ろ しいこ ｈ ｲＮなってゐ ま ・ すが Ｒ この ｲｾ I昆

とか、 30 日以内の臨時毘の場合でも 、耳見積の業 務

K 常時従事 してゐるも のは、指導所長が認定しま
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す し fこ主へば地趨勢務者、土木建築作業者、11、

運送作業者等でありますが、 これらの認定を受り

に人は、日 屈な り30日未満の臨時屈なりと雌も 、

自tl l I ' L 屈ふことが出来ないこと κ なります。これ

らは屈入る際K 認可まには紹介を要すること κ な

ります。皆様方 K は土木建築作業者が指定される

といふことになりますと、非常に聞係が深いとイ手

じます。

ゑj論こ の認定のあ るまでは自 IIJ でありますが、

指導所長の認定がなされに後には指導Jヲrf ' L 日屈の

紹介を貰ふか、或は毎日認可を? とって屈ふかとい

ふ乙とになってくるわりでゐります o ｾ長ういふこ

とK なれば、どうい」、結果になるか左中します主

まつ' 屈」、側、就I[悼する側いづれも非常K 両倒臭い

そ の反｛前から いへば、そこに ｩｾｨ いてゐる常怖が逃

げるこ主が悶織となる。きうすれば充分K 訓練せ

られ、 或は優遇せられてゐる持務者に逃げられる

心配が少〈なって来て、好都合かと思ひます。そ

れから月給 150 回以上の事務員は自 IJl は屈ってよ

ろしいこと K なってゐます。但しこれは事務員に

限ってゐる のであり まして、技術者・は 150 [ 貝|以上

でもいけないことになってゐます。

まに一般} 別仕年に該賞する人を事務員と して使

五、場合の例外で 、技能者K 該賞する人{ f 使』、場合

K は 150 閲以上でも認可を要します。大接、専門

製伎を卒業 しに人は、 大阻の指定数しま しに時局

産業方商K 就職するのは自 1111乞出来ま すが、平不11

産業方 l国の場合rc は一々認可を要 しま 。II主食の技

術品とか、食糧品の技術芯、理化製の研究員と言

つ fこ、人は例外として自 111 f ' L 届へますo まに感|交

数臓 はも白 Ill t L @ふこ主が111 ［ ｾ＼Ａます。計四土 、 時

師、臨時自li 、薬剤土、着謎婦、l蓋婆、按際、迎髪

f: IU e いつにや うな人は免許なり克献な りを持って

ゐる人は| 当 1111乞!iilへることになってゐますo lt JJ も

宥謎婦の菟欣ｻｦ Ｚ ｪ 占っ てゐる 女ｾ看護灼＿と して 屈ふ

場合は自 rll であ りますが、 これを含?ム.司小1 なり司事手T務B員

ｬ民 ζ イ使史よふ、場合は認百可 ｊ をを ｾ ｪ嬰 Ｕ します 。 看i設並

がゐりませんから、認可が要 るのであります。産

務も同様であります。最後K 一般背Jll 1'- tこる: b: . 子-

の家事 使 )[J 人 1 ｉ 日 Ｚ 幣 ｋ っき Ｑ 人 ｻｦ Ｑ Ｙｾ 閉する場合は

自111であるといふこと になってゐま寸。これを 1

IIF市25t:J_ 以下のム: ｉｾ＠ I さん K は 1 人- r : けは自 rll であ



るが、二人以上必要の場合は認可を受け なければ

ならなし、。 26歳以上なら 2 人使ふ場合も自由 であ

ります。以上申上まし 7こ17ほどの例外があります

が、原則 としては認可又は紹介を受げればならな

いこ主になるので あ ります。以上 r[" しました通り

従業者の雇入は、すべて 1 人々々について認可を

受けるか、或は l 人々々を紹介して貨はなげれば

ならないわけですo tこY 時局産業: 方面にお いては

特に便宜な方法として一般背批年の雇入に人数で・

認可する主いよ、1liU度が例外的に認められてゐるの

みでゐります。

［Ｚｪ ｾｬ 乙第 ＱＱ 僚の持務供給染者から供給を受り まし

て使丹j す る場合の; j ilj 限についてけJ 上ます。労務供

給業者から常時従業者の供給をｾりて使用す る 場

合 K は、今後は指導所長の認可を要 す ること にな

ってゐる。すなはち年 4 巨If 乙分り 3 ヶ月間に何人

の人夫を何鹿の業在から供給を交りて佼mし? こい

といふこと K ついて認可を要する こと になってゐ

ます。これは 4 月か ら6 月までに侠) - J Jする分を 3

)'] 1 日までに li l 高『する、つ ま り l ヶ月' 1"ij {亡'11
i;jii す

ることになってゐます。又技能汚 は労務供給契約

によって佼 )I -j して はならぬといふことになってゐ

ま寸。これも指導所長が認可致しましに場合は伎

Jt l し得る例外があり ますが、こ れは造結j汚方面に

認可する 官であります。 互主は皆様方 (}) 方でも塗装

工得、におきまして認可しなればならない場合も起

るかと辺、ひ£す。

以上 '!l 上ましにことで . ;j jij 阪 の方法の説明を終

りますが 、 なほ附 ＩＩ ＱＱ へまし て ｼ ま ｉ ＮｌＧ ｾ 接 校在皐中氏 Ｉｭ

入れる のは白 1I 1でありますが、修了の途端に新? こ

{C厄; 入れるも の と看{飲して認可を 要すといふこと

になってゐます。 14歳未満の人を j岳ふのは勝手で

すが、14t誌になっ Tこ注端 に新 7こに記入れると看放

すのであります。なほこれは十rr中安にとっては御商

倒ではありますが、使) i J の場PJ i-¥11] の拶劫 といふ乙

とも雇入と看{ 故してゐます。従ひま して大阪の本

山から東京の支 16' 1亡特劫させる場合は、米京の指

導所の認可ｾ 姿 します 。大限 ￯ ｉｔｉ ～ ｊ の 凶 ｨ ｾｾ の ＱＱＧ ， 張所

から京区の1 - 1
1

，張所 に仰やろ i必合に も、 jft 医の /:l ｜ｩｊｬ ｾ＠

所を管 i告する局場所長の認可 {f 裂することになっ

てゐます。これは訓盤令のjJ ft法行情念防ぐ?こめに

作られ? こ規定であると作じます。従ひま してど の

範囲の移動をば認可を要 し、 どの範囲であれば雇

入と みないで認可を要しな いこど にする方が よい

のぢゃな いか といふ や うな黙は、個々の業者につ

きま して指導所の係のもっと御相談閥ひTこいと思

ひます。

皆様方の建築現場の梓i1i )J移動といふや うなもの

を一々認可を要 すと 併緯設しますと、非常に l直{倒

臭いことになる と存 じます ので、ある程度の躍り

があるならば、相J i . 1l 日 の移動は使 '1J場所の移動と

みな いで取扱ってよ いのぢ ゃないかと思ひます。

ま? こ不正やL位協のゐつ? こ場合とか、指議所長の必

要 と認め? こ場合 i亡は認可のJ!: :<. 泊をすることが出来

ます。まに認可を受り す¥紹介密交げ 十 fC) 忌入n

fこ場 合 lては、jfOU豆、) ) l 臓を命す・ることも出- i ! ( るの

でありま す。

まに技能者、国民皐校 修了者、一般背批年を通

算 して常時 5 人以上使)IJ してゐる ところで は従業

者名部を所定の様式によって備へなりればなりま

せん。 この名部 l亡はJi! i入の年)-J 日と共 1l: 1這入手棋

を 謹ー くこと ｦ こ なっ て ゐよす。即ち ゃ ｾｽ Ｇ ｊ 何 ｳ どこの

指導月}j-の和介を 受け7こ。或は何々の認可を交りて

雇人れにといふやうに書 〈のであ ります。なほ 15

0 凶以 上の事務，H とすれば、そのことを書き 、傷

鋭軍人でゐる場合も 、 その旨書 いて頂き fごいので

めります。それから指導所長は各種の報告を徴す

ることが出ｾＨることになってゐますが 、 そのーっ

として指導所のおj 介まには認可によりま して屈入

れに場-合 には、屈主は年四回 3 ケ )oJ i: :i l 亡従業者の

拶必，- ! l k 況を減告せねばならな いこ主 になってゐま

す。これは l 月から 3 月までの批況を 5 )=)  1 日ま

でK 報告 して] 頁きます。 5 月の 1 日と1[ ，1しますの

は、前中しました一般背批 年縁故屈入認可書の 7

Hから 9月までの分を提出すべき期以と一致いに

します。 言 ひかへますれば、一般背j仕年縁故雇入

r[ liiN警の提出と移動欣況t ! { 告の提出と は同日 l亡ー

絡にして頂き?こいと忠ひます。

それから労務調整令K よりまして凶j込労.f1i 手 帳

法施行令が一部改正になってゐます。この改正の

黙は指導所長の認可のあっ fこ場合、I ! /l ち退職の認

可技能左j盃入認可又は特之の背jLt年の認可特定の

I&Wミ皐佼修了 氏のJtI入の認可があっ ?こ場合 i乙は、

乎 ｬ 阪は ＱＱＱ 世 ｉ ｬＭ｜ ｾＨないこと ｬ 亡 なつでゐます。 言 ひか

3 5  11'  



へれば、手帳を取戻せるこ U( . なってゐます。技

能者雇入の認可申請書には努務手帳法の趨周を受

げる方は、持務手帳を添へて頂くことになってゐ

ます。

所が乎l院が留置せられてゐて 、提出出来ないと

いよ、場合がありましにら、その者そ申請書に奮い

て認可を受け ることも出来るこ色、なってゐま

す。その場合認可がありましにら 、 その旨を巾請

警に書いて認可を受りることも出来ること、なっ

てゐます。その場合がありま しにら、こ の間則に

あります手帳法施行令の改正陀よりまして 、手帳

は取戻せるといふことになるわりであります。そ

れから今年の 1 } ] から 3 月までの聞に一般背批年

を縁故によって雇入fこいといふ申請は l 月 10 日ま

で陀致 しますれば、 その認可の決定するまでは屈

ふことが出来ることになってゐますが、その人数

の中には昭和 16年 12月以後に卒業致 します。商業

製授、中等書各校、女撃校、乙盤工業率校等の新規

の卒業生は包含しないことになってゐます。従っ

て l 月 10日までに申請せら れに方と聞も新規の中

等撃校卒業者は縁故で雇入れることは出来ませ

ん。必らす・指導所の紹介個々認可を要します。

以上で調整令の説明石? 絡りますが、なほ持務者

募集規J!IJ が l 月 10 附をもって改正になってゐま

す。従来は 18未満使用するも のま しては庖頭E貨告

のみによる恭築は許 されて ゐましにが、今回はす

べての募集は禁止になりましに。新聞腕告然り、

庖頭蹟告もま? こ然りであります。ピラも立看枚も

いけない、すべて の募集蹟告は禁止で あります。

但し指導所長が池宮主認めましに業者に釘しまし

ては 、その事業主 I'L: f't しては新聞蹟告を許す、 或

はピラを撒くことを許すといふやうに、i 指導所の

指定によって、その指定せられに方法で、文書に

よって募集する場合は構はないこ L になってゐま

川 1 3 6

す。 これは情様から の申請を倹fこす・して指導所の

方で大事な工場から ]1国共通蛍な方法を指定して許

すことになってゐます。

それから持務供給事業規則といふのも 1月10 日

から改正になってゐますが、これは皆様の非常に

闘係の深いこ主でありますから、ちょっと巾. 1 - : ま

す。従来は38以上供給する 場合とか、或は 18以上

供鈴する場合に許可を要するといよ、こ' とになって

ゐましにが、 1 月10日以後は 1 人を供給する 場合

でも許可を要すといふこa : 1 ' L : 改正になりましに。

従ひまして人を供給するといふ場合は、すべて許

可を要することになります。それから従来供給北

青が臨時にいはゆるアンコとか、立ン棒を寅ふと

いふやうな臨時に屈ふ のは自 由でありましにが、

今後は臨時所属労務者とする; 場合には 3 ヶ月毎・ lて

人数の認可を要する色いふことになってゐます。

何ういふことかといへば、ある似l: 給染者が 4 月

から 6 月までゐ問 l亡一高人の日雇の所属労務者を

雇入れ? こい、 yj( は自分のところの常イリl聞の不足分

として 300 入を 3 ヶ月 1mI'L: J記入れ? こいといふ場合

にはいつ' れも] 象め各期の l 月前までに申請して認

可をとって置かなり ればならぬことになってゐま

す 01ごから 皆様が宜際にお使ひになる場合に は、

出入りの供給業者に劃して自分のところの今の後

定では何}=! から何月までの11日に君のところの常仲

間の他陀臨時の所属労務者を何人供給して貰はな

げればならない: 像定になってゐるから、供給業者

の方においても 、 その手績を忘れないやうにとい

ふやう陀、強め計- 輩をお示しになって手配の準備

をして置〈やうに御注意願ひ? こいと思ひます。労

務供給事業規則はこの二つが主な耕であります。

これで私の説明を絡り ます。

( 講師は大阪閥民職業指導所調査係長)
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勢務調整令についての

質 疑 藤 答

問一一企業合同 K ついて勤め先・が鑓る場合、1 U X

りに西 区の も のが東 区 にｾ つに場合でも届出をし

な〈てもよい のですか。

答ーーそ の場合新 fこに事業主? ヲi櫨 いでやる人 は

人をも 引纏いでよ いのです。ですからその場合、

西区と東区にある事務所を合併して新? こに事務所ー

を設り る主いふやうな 場合には認可を要 しません

問一一解雇とかいふやうなものに釘しは届出の

必要はないのですか。

答 一一解雇は大臣が指定しましに工場のみが解

雇制限を交げま すから 認可を要しますが、普通の

工場は何等制限を受 りません。 しかし持務手帳 の

乎績は必要主設します。

問一一業者が寄 りまして 一統合盟を作つにとい

ふ場合、側々 の場合 50人要つ? こが、30人で消u '

場合が起るが、これはと うな るか、持務手帳をも

ってゐる人でも届出しなくてまよい ので すか。

答ーー その場合は20人に付いて手帳で併用の出

/1: ¥をする ので、 調整令の解雇の届出は要らな いこ

とになってゐ ます。

間一一 私 j 与は束京の方に本社がありまして、こ

ちらが指定工場になって ゐて、 大 l況は向張所で事

務に けですが、さうい ふ場合給仕 とかグ イピス ト

といつに勢務者の腫入ilil]l i N: はど うい ふこと 陀なる

ので すか、大| 貰で雇ふ場合に。

答 一一技能者でゐれば側々に申請 しなげればな

りません。閣民撃佼修了者ーは主I : 年九月 30日迄に求

人申込をなし、 今年の卒業生であ れば、 去年の 9

月30日までに申込をな して 、害J] 首あつに範囲内でー

紹介を受け、採用すればよろし L、。この斡旋期間

は翌年の 6 月いっぱL、ですが、7 月以後に 闘民準

校修 了者の認可を受け る際 lては様式五説申請すれ

ばよろしい。一般背批年でありまし? こら様式 7 競

によって特定の一般育批年認可申請 すればよろし

係官

L、U

松 田 正 太

玉 置 直 忠

赤 松 直 俊

橋 本 卯 三 郎

問一ー さうする と、大阪は大阪できうし fニヂ績

を採らなければならないのですか。

答 一一東京が指定工場 lてなって指定事業でー一般

背ill=年も認可が出来ても、大阪は出来る主言」、わ

けには行かない場合がありま す。大阪が指定でな

かっ＿ こち、 Ｑｲ ｾ Ｑ 々認可によるよりほか仕方がないで

すね。

問一一一一般枇員など同じですか。

答一ー やはりさういふことになります。自動車

のiE持手の菟献を持つ人とか、建築技術者或は旋

諜工の経験ある青、工業皐校を出 Tこ人といっ?こ人

は技能者ですから 2 蹴 の認可を要する。一般の事

務員なとは男も女も一人々々 Ｗ 抗様式の認可申 ｦￌｩｾ ｩ二

をしなげればな らない、 言ひ鑓へれば l 人を屈」、

場合に も、すべて認可を要 することになり、火子

と雌も同様で、 40歳を 越しに男子、 25;; 誌を越し?ニ

ムー子は事務員であればよ いわ りで す。

問一一 それは 10人以下使ってゐても同じですか

答 一一従来人を使ってゐても、又これまで使っ

てゐなかっ? こ場合でも さうです、以前は 7 割とか

いふ除外例がゐりまし Tこが、今度はさういふこ主

がありませんから。持f銅司整令 f亡首絞め て技能者

でも臨|民墜校修了者にも一般育批年でも首絞らぬ

といよ、人は自 rl ，1'L雇ってよろしいことになっ- c ゐ

ます。

問一一嘱託はどういふこ主になりますか。

答 一一嘱託でも給料を出せば雇入主看倣します

千和産業方面では認可になる 場合が非常に少いの

で一般背批年の雇入と到l も40歳以上の男26歳以上

の女の人を使って頂 き? こいのでありますo d らに

それら の入手と雌も 時局産業が非常に要 求してゐ

ますので、人{ t >1変ょ、こ主は御遠慮に なっ て 自分自

ら働き 、妻子をも使って事業 をやって頂き? こ い、
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か うい ふこと陀なるわりです。

問一一今の喝託は給料を姉」、事陀 なりますが給

料以外の場合はどうなりますか、仁 左へばt J ;ユ合 と

いつに場合 fては

答一一一そ れら は一切j重入と 看倣しま す。脱法行

常を ＿ 防ぐ＿こ め と思ひますが、やはり認可乞ｾＮ、要と

します 。そ れ かも ｲｾ 上げる年齢はすべて 渦 であり

ます。

閥民撃校の卒業者の雇入は設li f ] しま しTこが、新

規 l亡中等皐授を出? こ人はどうすればj岳ふ こと が出

来るか といふことを" ｾ ｴｬｪ 二ます と、 まつＧ 前 の年 Ｖｊ Ｇ ｊ

ＳＰ 日 ま で ｬ 亡求 人 ｱｾ 込 をし て指 導 所 ーから紹介を受り

Tこ入 は雇へる 、 それが出来ない方は 1人々々につ

いて認可を姿 しま す。特定人について認可を要す

るのであります O 縁故雇入人数の中に入れて 、即

ち一般背M: 年 10人の認可を受り 7こら、 その人数の

l 人として 11.
1等撃校を出 7二人を雇ふ こと は出来な

い事になってゐます。 これは規JVJ のど こにも 書 い

てな いのであります。所が一般育Ml 年認可中出j蓄

の注意書: の市;jvてそ れを一般育批年の教の中花入れ

す・陀rt 込せよと いふこ とそ書 いて あ り ま す。q，lf

に認可指令書 に但蓄を附げて /I{j.:f !.116年 12 J l 以降

の中等墜佼を1 f ¥1こものは、こ の認可書では屈ふこ

ｫ は ならぬ と いふ こと をｾＺ氾 しでありまして 、す べ

て i 人点々 ，;2，!l J  Ｑ･ 受げるか、指埠 ｆｾ ￭Ｇ から紛介し て

Fi はなり れは勝手 lり邑へないことに な る、専門拳

陀、大感を: ＿Ｇ ｦ Ｇｾ ［ ［ｲｾ し＿こ人 ｬ と は 、 Ａトト ｶ ｬＺ Ｑｬ 芋局産業は よろ

しいといふ使宜の方法があります。41等皐校以下

は全部駄目で す。大串、専門拳校は私立、'白・立を7

Ｑ Ｑ｜Ｑ は な い が 、 完全に 浮来 し なり れ ば いり な い、 ｉｉｾ

注退撃では駄 目なのであります。女 q.1さん をj岳よ、

揚合、 l 人はよ いが、凶民a皐校修了者、:/J.，:i皐伎を

1+11ニム・子，;t. J昆へないことに なりま す。 1世帯 l 人

はよ いが、今年の卒業生は陣|民感佼修了:11'1こ入り

i 般市三位年でなし、か らj量へない ことにな るのです

凶比率伎を 11¥1こ方は女 r111' L も行けな いし 、女高島校

? ? 出? こ方は行儀見習にも行 りな い、行〈場合には

認可を要する、滅多に認可し ないと忠ひますが、

さうい ふこと になる のであります。

間一一ー タイピストですが、今ま で居?こところ は

いろいろの闘係で厭Tごとい ふので、! 忌つ? こ方も認

めて解雇の通知書を出しに のですが、そして本人
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も私の方へ来? こい左い よ、の で、申請 しにので すが

之れに釣して許可がなかなか降りない 、かろい 」、

場合、本人色 居っ てゐ? こ方 も、新? こ にj重」、方 も、

そq?wr屈の事貨を認め て承諾し? こ場合でも 許可せ

られない場合があり ますか。

答 一一事業の重要度f L JI択し、 又その 人のJffi 入の

必要性をみてタ イピスト が もしそこに必要 なりれ

ば認可 しません。

問一一一五人ゐ ?こ タイピストが l 人はやめ 、まに

l 人やめ んとしつ〉あるもので 、土木建築請負で

すから 指定事業になってゐるのですが、軍部 とか

時局産業の元を作る のにか ら、向更人を必要 主す

るのですが。

筈一 ーそのや めつ、ある人の紙員は私の方で有11

充するわ りには行かないのです。

間一一一 この人はお嫁に行 くので、 その旨はっき

り書いて 11¥しであ るの です。五人ゐ 7このが 2 人 ま

で やめ て 朕ｌｩｾ生じ に の ですから、お話し＿このが

みつ かっ ＿こ の で 、 Ｂｉ ［ｩｬｾ しに の です 。

答一一共れに けの四 111を書いであれば、 10分考

慮出来ると j品ひますが、大韓土木建築請負 とい ふ

もの と、 時局産業 主i比同されてゐる の ぢゃなし 、か

と思ひま すが、土木事業は時局産業と して は非常

に 軽 い の です 。 時局産業の 中で も都 ｬ 、 第 Ｒ 、 ＱＺｦ ｾ Ｓ

:W; 4 と4段階 lて分り てゐま すが、土木事業の ある

地位は非常に下の方になってゐますo tごから大事

な軍需工場の方のタイピス トが足りなげ れば、 そ

の方へ廻す のが先になっ てあな Tこ方へ行〈機合が

ノかくなるわけです。 軍需工場 ｩｾ 作る の があ なに方

の仕事で ある主しでも、モれは私j共I与J の方の認認、定陀

委せて]

方の事業t陀亡3到J してさうい」ふ、認認、定をしてゐない ので

すか ら、一呑大事 なのは第 l 種 で、そ の次の 、三た

とい ふ標準がi}.とってゐますが、 土木請負は この第

L 陸の部I"H亡入って ゐない のです。

問で一 指定すれば雇へるといふのですか。

答 ーー特定 の 方 ｔ ご か ら雇 は して 貰 へる ｫｾ づ、 の

は11¥] 述です、 その人をそ こに働かせ る必要がある

かどう か尉の重要度、労務助長計査を 脱合してや

らなければいりない のです。

間一一電話交換手は逓信省の規則で 、必す・置か

ねばならぬ のですが。



答 一一平和産業の電話が止ってしまふこ とがあ

っても認可は致しません。すべて事業の重要度に

よってやります 。 カ フ ェ の女給 さん が 必 要 Ｑ ｾ ' &い

って申請 しでも廿五歳以下の人は認可しな いので

す@ 電話交換手は免ilkを ちって ゐる人でな い主い

かぬの7ごから、それも大事な方 l師から充足しなけ

ればならぬから 、めな Tこの方が大事・でなければ認

可せぬといふことになります。克もそ・んな場 介に

はあな によりも っと千和産業方 ilii にも交換手がゐ

ますから 、 それを廻すことが出来ると は忠ひます

問 一一 平和産業方商からもって来る場合は。

答 一一 然 し そ れ し 私 共が住友金属か ら交換千

五人要るといふ求人申込をうけてゐる か も知れぬ

きうしTこら?こ まにまあなにの方へ行事? こいといふ

λ があっても、 その 人を住次; に廻す? こ めに認可し

ない Ｔｾ になる。特定は認可にならないのが 多いの

です 。 これ は特定 れ、ふ 言 葉があるから ｽｊＡＮ ｾ 、 や う

に貰へると忠ふ k 大 畳間違です。 タイ ピス トは技

能者ーとなってゐませんから 、普通の事務員ですか

ら人数の認可を受げ られて 詐 されにら 、す ぐj毘へ

るやうな 手続をし てJ':(I まなげればなりません。 j象

定以上やめてしまっTこのですか ら、 最-ωのゐ fよ?こ

の方の計'lM: が惑かつにといふことになる ので す。

間一一一般縁故者を六枕様式で'/[1，しにの ですが

受附げてれなかっ Tこのて' すが。

答一一共んなことはない答で すよ、土木建築業

といよ 、 のは 指定 司 ［ ｦｾ ｩｾ に なってゐますから 、 1 )-}  の

27n のは 4 月から 6 月までに j岳ふこ とになる分の

ものですから、 三月までのは 1 j-J  10 日ま でにや

らなげればならない ので すが 、これから指定則 li  

までに必らす叶i 請をして認可 を? とって世いて] 頁か

なりればなりません。: ; ; rn l聞は 5 月 l 日ま でに忘

れない や うに刷ひ? こ い もので すの それ とtJ 手妨w司法

令がH¥てゐる のですか ら 100 ノミ ーセント雇へると

はjたってゐないの で、私共の方では少々無理を し

て も3 人で行りると 認定致しまし 7こら不認可 l亡し

ます。どの程! 立問ってゐるかがjg-j j越で、 50パーセ

ントでも行けると認定 し?こら認可しない ので すか

ら、あ なTこ方の才l' 望illi 1) 1<: 認可す るといふこと で

なく 、 ぞの潟 l乞こそヲ円安JM主主令が /i¥てゐる わけ

で、むしろかうなって 来るのが常り前で 、5 人ゐ

7こから今も 5 人貰へると思つ? こら蛍が違ってま来

す。

問 一一人数ばかりでなく 、新規忙なって能力の

低下左 いふことも あると忠、ひますが。

答 一一それは人的資源がi悶渇して来てゐるの で

すから 10分に送 |てげられな いと思ふ ので す。 ft 読

書 を! 刊され る|際 うま く理由をわかりよ〈詳しく 書

いて/1¥すのが大 切です。なるほどこれでは認可し

てやらなりればいかぬといふや うに i洋しく了寧に

苦かれな い といかぬと 忠 ふのです。! 時局産業は期

限 l刊にやって置けば自 Iu l' l : 雇へますか。私共と し

ては土木事業が どの程度に要 るかといよ、事はわか

つてゐるので す。それから移動率が多 いと いふこ

とになれば、やはり‘ 減す こともゐるわりで、 参考

lとするに めに移動欣況の報告をする事になってゐ

ます。 rr 読 書 左同 じ日K 出して頂〈こ 左になって

ゐます。悶民感授の方は 9 月30 日迄、 :1-
1等感校は

6
月

30 日迄に申請をして頂き? こいのです。宜際の

上から いへば、1 月か ら3 月迄の分1まその見透を

つけて 2 ケ)=}前の 11 月 l 日までに巾込んで頂き fこ

いのですがも先の分まで 見透すとしたら 5 ヶ月位

先の見透をして 申iziY書の作成期nil といよ、 や うな事

を考慮に 入れ ると6 ヶ月先まで見込んでないとい

げないと思ひます。物資なんかの計-j l はさうやっ

てゐるのですから、 人の方 色さう やって行〈べき

Tごと思ひま す。 この調整令の出 Tごとき、法令が縫

っ? こときの情様の 申請は昭和 17年度4. 5. 6ヶ月分

は 2 j明と 苦いて /Hしてゐ? このが多かつ にのですが

すべて行脚年度 でー行きますから、これは l 期分で

す。そして 7. 8. 9月が 2 湖、 10. 11. 12月が 3明、

翌年の 1. 2. 3)二l がt(c41由主なって ゐま すから間違

のな いや うに、 それから持務供給事業について lド

上ますが、 1ことへば清水組なら清水組の いふ請 負

業-i {-・が あって 、 その請負つ にも のを大工は大工の

下請に11¥し、 j i 官は左行1'1: ＯＱｾすといふ 場合 、治 ￭ ＢＷ ｋ

組は労務の 供給を交げ に形になるかと ｆｾ しますと

これはなら ないと併探してゐます。大工が大工と

し て自分の ｬ 士 ＺＩ， ｾーとして人を使ふ場合には供給には

ならな い、 ;i!i. 7}(t 11が l主管で工事をする場合、大工

の椋領が清水組へ大工を 10人もって行げばf共事合に

なる。ところ が大工の棟領が清水組から下請て自

介 の仕事 として大工業 の仕事として請負ょ、のです

から請負つに場合には供給にな りません。つまり
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普通清水組主の聞に各請負業者のやられてゐるこ

とは供給にならないのが原則のや うに聞い てゐま

す。直J皆工事をやる主すれば、清水組はこの供給

事業の許可のある方から借りてやらなげればいり

ないこ 主になるわけで、供給業者に知合がなけれ

ば清水組は直営工事はH : I 来ない主いよ、結論になり

ます。

問一一大工は努務手帳では自営となってゐます

が、 これを使」、場合は

答一一ぞれは日雇なり臨時鹿主なるわけです。

問一一それが 1 ケ周を越す場合はどうですか

答 一一そ れはいりません。大工が自分の仕事ーと

して請負っ てやる場合はよろしいのです。

問一一許可 のな い大工で もよい のですか

答 一一大工の業は今のところは許可はいらない

ことになってゐます。然じ請負とい」、形式でなら

1盈入れて使ふとい i 、場合はやはり調整令の手績を

要 します し、 30 日以七はいりないのです。

問一一荷造業者が 1 ヶ月幾らといふ契約を して

人夫をもづて令枇 lて来てゐる場合は、やはり勢務

供給 lて依る使用認可の申請は必要ですか。

答 一一工場内で荷造業者がどういふ形でやられ

てゐるか、請負といっても荷造業主いふものが潤

立の事業 として成立つものかどうか工場 に年中行

ってゐるのは潤立の業者ではな〈使はれてゐる色

のと思ひますから 、供給と看倣します。此れに就

いては市内陀荷造の供給をやるのが相官にありま

すが、すべての人陀許可する札り lては行かぬから

ある程度まで合同韓を作って頂き? こいのです。そ

の上で許可しゃ うと思ってゐます。

問 一一場合によっては請負に出せない場合、坪

いくら主いよ、わけに4ヲかない時、 一 日い 〈らとい

ふことでか〉つにTごりこもらが梯ふことにして常

備で請合よ、場E合はど うなりますか。

答 一一それは供給ではない 、他の同業-1f tて自分

の持務者金貸す場合は供給になるが、自分が自分

の仕事をやる限り供給はありません。

問一一一左' F l ・が常屈で請合つに場合は。

答一一 左官は自分が働きに来るのですから、自

分の働くことには供給にはならない 、 まに自分の

助手と して使ってゐるものも自分の仕事としてや '

ってゐるの にか ら供給にはなりません。業者聞の

川 4 0

融通と いよ、こ t は供給 lてな りますから、やめて頂

き? こいのです。専門の供給のみでやって 10分食へ

る位の規模でやって頂き?こいと思ひます。

問一一特殊墜生の雇入はお認めになりますか、

準費を 附し てやって卒業しにら自分の方陀鹿入れ

る主いよ、やうな契約でやってゐるのはどうですか

答 一一それは認可忙なるとは決りません。その

仕事の重要度によって決めせす。折角立波な人を

育てもらっ? このですから 、 もっと大事な方へ行っ

てもらふことになります。然しそれほどまでに人

は逼挫してゐませんので、優定的 lて差上得る主思

ひますが、原貝I] C してはさうなってゐる のです。

皆様の子供さんが中壌を出? こら、大撃を出? ニら自

分の宗の仕事ぞきぜると思ってゐられるか も知れ

ませんが、 これは平和産業の方へは行けないわげ

です。枇長・の息子 Ｑｾ からといって 勝 手に使ふわり

には行かないといよ、、まあ原則になってゐるわけ

です。撃校卒業者・使用{l i I ] 限令に該賞するのは一番

問るのです。特 l亡工科方面は割賞を考慮 してゐ ま

すから 、製資を Hi して工準部を卒業しにといって

も、 その人を思ひ通りには〈れないですよ、さ う

しないとみんな皐資を出してやりますからね 、 ど

うしでも特別の事怖があるとすれば、それを詳し

〈書 いて、なるべ〈認可を取計らって貰ひ? こいと

いよ、-H.縄問なこと を書いて出して頂き? こいのです

問一一家庭そ調べてもらへば事情がよくわかる

のですが。

答 一一ＭＧ｛Ｇ亡がしくて そ れ Ｑｾ けの暇はありません。

むしろ製佼長の誰明書ぞ添えて頂〈のが一帯よい

のです。

問ー一一私の懇話な人から間合に女巾がなからう

か主いよ、ので、同会の方へ行って聞にところが、

例の 14歳以上25歳のものは何もせんで遊んでゐて

はといろいろな方面l乞就職 して殆どゐないといふ

話ですが、あ〉いふことは無理陀働かすやうなこ

主になって かへって労務調整令の趣旨に反する

のではないですか。

答一一色ころが恐らくどんなところで働いてゐ

るか知りませんが、』て中さんより大事な方 l自[ でな

いかと思ひます。

間一一私の知ってゐるのは未亡人で、中星条佼の

先生をしてゐますが、子供が男の子 3 人ゐて 、み



な通撃 してゐる ので、女中がゐない主 悶る のです

答一ーその場合には26歳以上ωお婆 さん を雇っ

て下さ い。25歳以下はいけな いですよ 、指導所が

斡旋 して くれるか主いふ のでしにら 斡旋は しませ

ん。 指導所は これまで のや うに誰から 申込まれで

も受附は致 しま せん。時局産業以外やって ゐな い

のです。

問 一一 6 披様 式で巾消 して指令があるまでは ど

うなります。

答一一 1 月から 3 月までのI 1fIは白 Hl lc:)量って よ

いのです。 4 月以降は いけません。

問 一一下請 をさして 元詩人が現場の仕事 を指導

監督 する場合は一一

答一 一指導監P皆なら 供給にはなりません。供給

の場合には使用閥係が生 じますが、みて ゐるピ け

な ら使月j 闘係は生 じません。 請負業者の場合は自

分のと ころで使ふ のではなく、 完全に請負契約 を

結ん で 委 せ 切 れ 勿論監督は しますが、ですから

。将合にはなりません。

問一一 タイ ピス トは労務者ですか

答一一一般青批年です、賃金統制令では労務者

になってゐ ますが 、申請すればi織員f守過になりま

す。大理事務員を鹿ふ場合にはT: T でも男子でも

指定の職部の経験があるかど うか登録 しにこ とが

あ るか どう か調べなけ ればなりま せん> f，#J係のな

い人なら 縁故雇入の範囲で毘へるが、 小型自動車

の蓮稗手の菟般を もってゐれば、技能者で すから

居ふ こと は で きな い 、 電話交換手の免 Ｗｻ ｫ ｾ ちっ て

ゐる人が、 タイピス トlて手k る場合でも認可が要る

砲兵工廠で 3 ヶ月旋盤をやっ fこといよ、場合にも技

能者で すか ら、 女中にする にも認可が要 る左い ふ

ことに な ります。

問一一最少限度の人数 でやって事務に堪へない

といよ、場合、志望するも のがあっ ?こち申請 しに ら

認可して貰へま すか。

答一一私共の方では計ー蓑: を立て〉 やって ゐ ます

から 割賞をして人が行かなかっ? こら例へあな にが

捜して来ても 横取 りせねばならない u 、ふや うな

ことになるかも知れな い 、 Ｑｾ か ら必す・しも 認 可出

来ない とL吐、こ k になります。

問一一然 し最少限度陀切つ めてやっ てゐるので

足 りな〈なったとい ふ場合、調奈 して補給 して貰

へない 主 す れ ば 、 ＧＱ ｾ ［ ｖ て徐 裕をもっ て ゐなければ不

安ですね。

答一一事賞を調べてなるほ t. ) : 思へば認可にな

る Ｑｾ らう と 思ひ ます 。 主こ ろが 書 ｉ 盲 なり、口 先で

わからない こ之があ りますから 、慌て〉 や る主 皆

不認可に なる ので、申請書に詳 しく 書 き、 特別 な

理由がゐって是非 ほしい主いふこ 主を係の ものに

いって貰は ない といけ ない左思ひます。

問一一 共でもやはり 3 ヶ月経 fこぬとし 、かぬので

すか。

答 一一 それは期限がな いから直 ぐやれるこ とに

なるのです。

問一一 l 人宛徐裕をみ て置〈 主いふこ とになる

も閤家的 にみ て色 非常に不経済になりますね。

答 一一そこまで這迫 して ゐfこら認可 します、 し

かし責際はそこまで困っ てゐな いのが多いのです

から、 事 貰まに聞が ない のですから 、あと 4三年ち

すれば、どんな場合には認可になるか 、ならぬかわ

るや うになる と思ひます、 5 人の タイピスト が 4

人になってゐ る、認可 してよいかど うかは見透し

がつかな いのが現欣です 、半年もすればこんな場

合は認可 しで も大丈夫 人があ る、こ んな場合は滅

多にはな いとい ふ見透がつりばや りよ 〈やり 易 〈

なる と思ひま す。まにきうなるし 努 務の需給AA

況といふも のも 後には縫って くるかも知れません

し、 今の 主こ ろは ?こしかに思11れな い無理が ありま

す、 それでは今 日はこれで。 c以上〕

/ 解答者! ま犬阪職業指導所各係諸氏 1

¥昭和 17年2月18日講演曾逮記録よリ j
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新興木構造の理論と賞際亜

V 新興木構造に依る架構の選定

新興木構造に依る手法の最も特徴とする慮は前

稿rc綾 々漣ぺ来つに接合法を利用，して、細少なる

部 材lとて可及的大張聞の架f; f l j ; を得んとすること κ

ある。最近まで;吾闘では張問30米以上 は織骨でな

ければ不安とされて属?このが、新興木構造の員殺

なる研究に依り、追々此の手法の普及 しつ〉ある

ことは技術関策上喜ばしい限りである。

既 l乞潤滋に於ては張問 64米に及ぶ Stuttgart の

Schwaben ｾｈ や ｄｲ ･ｳ ､ ･ ｮ の ｓ ｡･ ｮ ｧ･ ｲ 突合場 の虫 ＱＱ き民

間78味 比 ;及ぶ驚異的大架構もあり、橋梁工撃の J1H

i I命か ら云へば、更に 100 米匁緋色不可能ではない

ことになる。

然らばWr の却さ大阪1: 日木構造を、如 何なる公的

に依って構成せしむるかとえよ、のが、新興木出品! ょ

の中心論となって Ｍｪ ｪｻＺる。餓骨に依る架 ＱＱ｜ｾｊ 広告その

日? を木，怖litl 乙探mすることの無誌は云」、迄もな

い ο 従来迄木ＪＷｪＧを ｊＮｬ ｌｾ 張材ｬＧｌ ｦ ＡｬＡ月 ｪ することは、 ｊ ｉ ｾ の

1 - : 1 : 口の困難から排せられて居? 二郎、新興本，隣遣で

はヂベノレ接合 I' C{交り 、全く この弊を jiJ 占土pし、架r! .'i

の選定 lては717しめられなくな っ? こともーえはれる。

新興木構法が資付節 減の使命 l乙根械を? 置くとす

るならば、主日豊凶成材? こるおi寸の使川が普通木4it

込ーに比し幾何節約し得られ、市も如何なる特徴が

付興せられるかと 云ふ問題K 締結する詩である 。

新興木構造K 於りる梨構Ji予! 虫は七五めて多杭類に

:区るものでゐるが、大閥抗; の棋t K分類して、その

特徴;及貰施例を列記して見ょう 。

( A  ) . っ 穴 ス ト 型

( B ) ーーマンザード型

( C )  ーフヰンクトラス烈

( D) ー 二 滑 ゼfj 型

( E )  三 柑 首I 型

( F )  ・・・閑型 アー チ引

)I! 4 2  

宇 賀 神 行 一

( G) 白・・ ーカメ J レパック トラス必!

Ｈ ｈ Ｉ ーラ ー メン ｾ￭ ｾ

此の分類方法は、筆者ーの似j宜上i折〈試み ? こ丈け

のことで、柏会I的に此の純鳴を追ふ ものとはなら

ない。又トラス型 と稽する 一部門で、各種各様の

トラスの説明を試みるのも一方法ではないかと思

はれるが、分類の泊否は別として逐次列記 し、 特

殊型は共の他の架構として有n足することにする。

( A ) ポ ス ト 型

従 来から洋式本構浩の大部分 は、 このポスト ZE!

に民し、キングポスト 、 クヰ { ンポスト 、叉は共

の控型として、宜ーに多〈の架構形態が普及されて

胞る。新興木ト Ｎ ｾｾ Ｎ［， ￜＺに於て 、 特にこのポスト翠Ａをｴｒ

b 入れにのは、ポス ト型の鑓jl手で、釘421凶lの如き

ものちある。柿成は単純明fiyf なれば、主とし て張

n¥l の比較的少なるものに手IJJIJ して 0J県がある。民

間のんなる 1' C f ! : ひ、陣梁の所要断 Imi j 王者 し〈噌加

するの で、 20米以上では他の形式に隙らなけ れば

イ ヨ泊所 Ｗ よれ ｉ ，Ｎｽｪｾとなるであら う。

( B )  マンザード型

マンサ{ ド却のものは、来rr 輿水締法;乙 多々見ら

れる栄 ＫＯ， ｜Ｚ［Ｑ 手法で、 ｪｾ の一例と し ては、本品Ｚ訂 ＲＴＡＱ 件

ｕｾ Ｑ Ｑ ｾ 虎 ｐ 53 ! ' C 記載せられに Reiι hswerk Spomdau の

機 ｉｍ［ ｊ Ａ ｴｩｦ の Ｍｦ�ｾ の虫 ＱＱ きも兵き参考とならう。又［ｖ ｩｬ｜ 口
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4  3 圏

山吉 氏 ミ ギ新 民ｾＪ締法務 ｐ 177 以 下lとも挺111135米の

マン サ ード 型 トラスの一例が詩出せられて居る。

比の型の特徴はl制長! 像l監共に斜繋防 l亡ーは平一材ー

を配し、比較的材の刻込みが一般'i :下式椛述ti ' C近似

しτ 居る詰め 、工作，' C 背労がなく 、且佐との縫合、

もポス ト型と向ーであ ること 等である 。

張 11¥1は長いものでも 30米 i とりと H，て よから うが

肱張材としての陣梁 ｬ 乞 ［ｩ ￭ ｬ Ｇ ， ｾ ［な村 を配きなりればな

らないこと は、ポス ト型と 同4主な似と結となってId

る。 屋根回l ' L {iili 二子を絞め 天窓となされ、多 〈は工

場車J i ii 等 lて利則せられて居ろ。

( C)  フヰンクトラス型

ノ ｪ 、 ｾＱ Ｆｮ の 餓骨村 ｦ 迭の多 Ｈ !立、此の フヰ ンクト ラ

ス引が! 色汁j せられて知るが、水椛ili l'C於て此の方

法の利川せられ るに主11つにのは、デ ベ) ]，. i ' C依り接

黙の Ｚ結合がよ り 介型的になり 、 木村をＡ出 ｾ ｬ 浜村とし

て充分針麗 し 得る殺になっ ｦ こ Ｊｾｉｾ と ｊｅ はれる。又

5! I 時合板! ' C{i{ るガセッ トプレート の接税iへの利川

が行はれる様になっ? このも 、木村: 浩のー革新と見

られよう。 ｴｬｈ Ｓ 間及立 Ｇｾ ＴＴＡ 胡 は 、 此 の型の一 例であ

る。二階建 の Ｏ Ｑ 、組として採用すれば、桂との ｾ ｾｉ ｾｉ 合

が普通洋式小屋組の如 〈極めて納 b も良 〈、 経 術

的な架構となる 。張 問 ＱＰ 米 ｾ Ｑ Ｕ 米 に泊常と思は

れ椀 工は単に接射にぺ J レヂを配するのみであるか

ら、非常に簡単である 。

其の他フヰシ ク トラスの鑓形と して第45闘の如

き架排も考今ら れ、既 l乞 11建築雑誌/1 ｾｾ ＵＴ ｩｪ 時 第 ＶＶ Ｗ

枕には 、 此種の架椛で張 Ｑ Ｑ 司 ＳＰ 米 ＨｉＩ ｪ 笠 ｍｾ 例 が報告主

れて居ろ 。

( D) ニ 滑 節 型

十 円筒Ｇｪ ｊＺ ｾｲ Ｍ Ａ ， ￯［ 逃 は餓筋又は織 Ｑ ｬ 構造の

鳴 に干 ｪ 予 ｪ 主 し Ｗ こ ｦ ，｜ Ｇｴ浩力感 ｾ ｟ ｉ ＭＮ よ り明瞭な

! 出力をう:11り得るので、部材 の計算が

制令 l亡池田先なものが配せられる 。三

松類の1作品ょにのrl' で、 二1骨'ili i' iが木肌

ji !i に i止も多 〈利i ' I J せられ易い架勝ii予

ｬ ｩｬＺｾ である 。

二1rぬ'i i トラス として代表的なもの

は、貨危 Ｔ Ｖ ｬ￬ｩＺｩ ｬ 又はお ＨｾＴ Ｗ Ｑ ，Ｎ［， ［Ｑ 、 ｕｾ Ｔ ＸＺ 凋の 虫 ＱＱ

きもので、 多 〈は工場合川u札制服等

ｴ 亡利用せ られる。張聞は ＱＵ 米 ｾＳＰ 米

程度が趨営 とされて居る 。

斯る木 ｦ ， ｾ Ｆｴ ｩＧｃ 於て問題 ・ となるのは滑節部分を何

うlj 正扱ふかの議論であるが、勿iiii u1kx1;r ｾ｟ＺＧ 以てピン

緋 iit と出来ればI i i 1J題はないが、可及的 l乞金物の節

減を計らうとする以上、忠、」、様な ピンtif lJ 迭を桂I l l P

4  4 圏

4  5 園

4 3  111 
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4  6 園
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4  8 薗

4  9 圃

1)1 4 4  

5  1 箇

部に設ける こ主 が出来ないので、勢ひ基礎の設計

κ 考慮を梯ひ 、 基礎 ｋ イ公って滑節部分の役害 ｉｊｾ 補

はう k する f頃向にある 。

( E) 三 滑 節 型

潤逸 l亡於げる新興木構造の過半数以上は、此の

三滑節型に依るものと思はれる 。

その代表的 二 、三の例 を 見ると 、 ｾￇ ＴＹ 闘の ｂ ･ ｲ

lin 中央放送局の建物、張問40米の Kern の見本市

場の如 きは第50闘に見る様な充腹式三滑節 トラス

である。

第51岡の如き 三滑節 トラスの頂部ピン構造の詳

細は ｾￇＵＲＱ 茄 ｉ ｉＧｌ依って王ＡｪＱ｟ｪＱ併せられにと思ふ。印も下

弦材の互に合する末端 l乞添仮式のピン金物を取付

け、共れにポ ール トを差 し込んで固定 して居る。

共の制車[ 1 : な々るピン締法がゐるが、何れも金物

を使用しての訴しであるから 、現今の吾聞ではwま

迎すべ き方法 では なからう 。 然 し三滑泊1型の長所

とする底 lま、力整(1りに明瞭なIC: 力を知り 得 ること

〉、 j骨節緋己主となすこ b ｉ ｾ 依って、部付 額 面を 経

消防 ｝ｉｾ 鹿 ｊ Ａｊｬし得らる〉ので 、 大張問には趨蛍なる

架 構型態?ごと 云よ、結論 になる 。 日本 l亡於りる 賀施

例は 11新建築11 17各 第 6枕 l亡報 ぜ られTこ第53岡の

様な張n日60尺の三消節 アーチ の榊逃がある 。之は

ピン構造 lζ 金物を使用しで は居な L、。或は吾閣で

5  0 圃



5  2  • 

今後移達する のは此の様な三滑節式の境形で、 ピ

ンの部分 を特殊な構造となす架構形態ではなし 、か

k 思はれる 。

海外 lて於げる最近の傾向は、工場生産せられに

プラ イウッド質小屋骨をピン金物で巧陀結合して

第54闘の様な三滑首j アーチを構成する方法である

潤逸で新興木構造の専門合祉として有名な Stuttg

art の K ubel 令制: では、 プライウッ ド製の木材合

成梁と共t亡、Eをに木材合成ノj 、屋骨を製造し、張 問

20米或は 30米 と云 」、将'i 1'C既製品のノj 、原骨が販賀さ

れて居るので、請負業者はi器K このノj 、f主骨を建材

主して購入し、 ピン金物で組立て〉居る 。今後日

本に於ても、此の程度迄j隼まなく主 も、建築作業

の工場化主 規格化が望ましいものでめる。

CF)  固形アーチ型

関形ア ーチの珍j主は餓骨椛i111乞於て願符なる色

のがあり、之が特徴とする鹿は弾性力に於て、 1)、

尾組に垂直荷重が作用する|療に於け る力線闘は、

パラボラ形を探るが故l亡、ノj 、屋京II の新商の型態を

パラボラ形となす時は 、令官材陀 1]0げモーメントを

生ぜす¥ 車に軸力のみを生十るが放に、構材の節

約上、闘形又は尖頭 ア } チ形が最も理想形態であ

る。

，?x 8/ 喝 @ す17/ 暗

筆者・の着目 色賞

に止七の知iにあり 、

既陀数年前より閑

形アーチの貰臓を

重ねて Ｗ，ｪ ｾ Ｑ こ 。

最 初lま精逸 l乞於

てノ ｪ 、張聞に利ｊｴｊｾ

れて居る菱形網目

式のZoIl bau と僻す

る尖頭 アーチ に類

似 せしめへ単位組

成本 ｈ ｾ Ｇ ｦｪＡＨ世主ｅ 紡す

る方式で試み ?こ。

第55闘に示す一例

の構材は、組めて

繊細なものでも良〈堅牢な構成暗号? な して居る。

第56闘及第57問は、張関 12米 の倉庫建築の一例

で、梯形欣草位組成枠を作り 、之を蓮結 アーチ形

lて積置 し、 3米間隔に打立て、母屋振れ止め筋違ー

等 で間定 して組立て を終つに。使用木材量は洋式

一般構造に比し、約30%減、市も強度には何等の

遜色もな し 積雪の深い建設地 lて於げる冬期試験

は上々の成結 であっ? こ。Mし組成枠 そのもの〉組

5  3 圏

a  4 圃

4 5  111 
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6  0 図

みj j が単純な矯め、大張11日lとは到底|耐え得られな

いが、 ＱＰ 米 ｾ Ｑ Ｒ 米程度の挺 ｩ Ｑｊｬ ｬ ￫ は最 ｪ 自の様に 忠 は

n る。

次 11: 角材ーを以て 同形ア ーチ{ f 試作して見fこ。そ

れは第 Ｕ Ｘ Ｑ ｾＡ ｩｬ の 様な供時を得＿こが 、 接鈷の結合が俊

21Lな詩め、地上組込みに困難を感じ、止 むを得す・

再i友二枚1J! :せの弦材をイa_ f I j し、 張 11Jl 16米の ものを



6  I 園

6  2 園

6  3 圃

6  4 函

完成し? こ。然し張問が土倍加するにwれ自動が嵩み

トラスの打立て作業f L 乎放を要するのは一つの快

黙と云はれる。

ままで再び単位組成枠を連結 してア ー チ Ｉｉｾ 架構と

す る方法に立戻ることになっ ?こo

組成枠l立第591lili lの棋に 名、柿官j を以て単位組成枠

を作り 、次K 振れ止め付 きのMl勾: 屋色同様単位組

成枠として ［ｲｾ ＶＰＱ 罰の様 κ 組込なのでめ る。

作業は先つrJ. 1;礎J て，'[ 左右共第一段を組み、次 l乞

T 形のサポ ー トを内聞より嘗て乍ら逐次組 ;i}: 屋と

トラス側の組成枠をプロックで釣ート.げ、交互に組

みつ〉斜l乞頂部迄，YIIみ 1-.げる 。斯〈して無足場で

組めて合川ＱＮ ＺＧ Ｑ り に ｾｉ 形 アーチの匁構が Ｑｲ ｾＶ Ｑ Ｑ 品 ｬ 及第 ＶＲ

1治|の如 〈完成せられる。

此 の 架時方法 ｬ 乞依れば、 ｴｲｾ Ｖ Ｓ｛Ｎ ｾ Ｑ の虫 Ｇ ｟ Ｑ <  ＳＰ 米 ｾＵＰ

米程度の張Iml ' Lは異論 なく利用出来、緋材も粧担当

4 7 川
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6  6 圃

的で、架構その ものも二滑節又は三滑節 トラス lて

比 し、安定性があ るもの k 思 はれる。

ヨ々に澗過に於げ る図形 アーチ の新興木構浩K は

前記の様 1j.張l1f j84米以上の宜施例もあるが、特に

葱1' L51用し? こ第64聞は張間30米 の 白nles の貯堕倉

庫の一例で あるが、部板を多数併合して闘を形遣

らしめて居る。此の構法等は市販の揖等を利用 し

て、笑外平易に施工出来る架柿1) 1列車ではなから う

カ〉。

阻形アーチ l亡は時 として クイロ ード を必要 主す

る場合がある。即 ち第651副の如きパラボラ7診を有

する簡単な不静 λＺ 二消印構造としての ｊｾ ＧＨ 扱 に際 し

a. .. .  . . パラボラの トラス トの窃合

b ・0 ・水平のタイ¥t ' 付する場合

c.. . . ・傾斜せるタイを付する; 場合

d.. .... タイを付さないこ滑Uii i構造の場合

以上回腫の中で、右方の様な IWrfl百を採用 すると

すれば、グイぞ付すも のが最も陸新聞を少な らしむ

ることが出来る上に、基礎へ体連 する臨カが安定

する 諦 とならう。

(G)  カメルパックトラス型

カメ J レパ ックト ラスを特K 抽出し? こことは、同

じ滑色(ii 型の 中でも新興木構造と して比較的注目 す

可き架構形態であり、 大張 ＱＱ 日 には寧ろ 山 Ｗ Ｑ ｾ 三 滑節

111 4 8  

官

a

'

uv

初

6  7 圃

トラスよりも油・賞主 思はれるからである 。

代表的 なものは格納庫として利用せら れ る第66

闘の形式が、 11主! ! 築雑誌11 第54!Y号第669放に報告せ

られに三滑Ui i トラスに依る張問45米木締法のレポ

ー トも良き 参考 と思 はれる 。

第67
1dfi l は1930 年北米 S.Francisco 1[. 開催せられ

仁隣国博覧合の建築物として、張|削 200 択の三滑

節型 カメ J レパ ックトラスの賞施例で、工事は中央:

頂黙のピンで切隊し Ｑ Ｚ ｾ 三分の アー チを先 づ地上で

組み立て、別{ 聞に垂直に起し、別に施工用 に建設

せら れ?こ木造塔の上で、 中央部ピシの J[Jl. 付げ作業

主?完成 しTこも のである q

此の種の架構は主として、30米 - 70米程度の大

張聞に森}JJ せられる形態であるが、往々基礎のj陀

弱な場合には悪影響が大きく 、充分な る強血清'I);?:

と厳密なる施工に作? こなりればならない。

ヨたにラ ーメン構造 tc就いては新興木構造のみに

許 され? こ新式構造で あるから稿を改 め、ヨた批に詳

記 し度 いと思って居る。

一一 未 完 一 一

( 筆 者lま日 本ライト建築株式命枇技師〉



大規模木造建物防火改修

大規模木造建物の防火改修は、昭和 16年度から

一般の木造建物防火改修主並行 して貰泌されてゐ

ます。大規模木造建物 と謂」、のは、一棟の床面積

が 60.0 2 f 方米を担えて、且つ軒高が 6米 を超ゆ る

木 造建物( 錨骨木造建物を含む) を指すのであ っ

て、普通の場合、総床面積が約 180 坪以上で、二

階建の木造建物であ れば、該賞する わけでありま

す。防火壁に依って医割せ られに建物の部分も 、

ー棋 と見倣 してゐ ますから 、既に建築 l函偵 200:坪

以内毎に防火壁を設り てゐる木造建物の部分 も、

勿論該賞す るのであ ります 。

施行建物は、防益重要都市に於て、先づ 中植地

域及び重要施設の附近K 在る建物、現在一般の木

造建物防火改修を宜施 してゐる区域の附近に在る

建物から始めて、]1国共全市のよ也坊に及ぶ議定にな

って ゐ ます。 建物の種類は 、公有の建物として皐

佼 ・臨会等は勿論の こし 私有 建物 では製校 ・病

院 ・倉庫等に ついて、 順次貰地 いにします。

改修工事内容の要綱は

1. 外壁 ・軒 ・庇 ・軒蛇j良 ノ類又ハIJ '，絡子 ・肘

掛 ・戸袋 ・共 ノ他ノ 突 IH物 ハ、準耐火構造

トナ スコ ト。

但 シ、庇 ・出格子 ・肘掛 ノ類 ニシテ軽徴 ナ

ルモノニ在 リテハ、準耐火構造 ヲ有 スルモ

ノニ依リ絶縁 セラ J レル場合ノ、此 ノ限 リニ非

ラサ勺レコト 。

2.  窓叉ハ出入口ハ防火建築規則第四僚ニ依} l -

コ ト 。

3. 桁行 12米 ヲ超ユル トキハ、間隔 12米以内紅

ニ、屋根装叉ハ天井裏 ニ錨網「モル グJ レ」

金土 ・漆喰 ・金属板 ノ類ヲ以 テ匿剥スル コ

ト

4.  天井ヲ不燃材料叉ハini :t 火木材 ニテ構成スル

カ、又ハ防火塗料 ヲ塗ギli スル コト o

とい よ、のであ りますが、要 す るに、外廻り 一 一

外壁 ・軒裏等は、道路 ・空地 ・近接建物等の近況

に閥係な く、 一律に準i耐火構造一一普通は j手 1寸

2 分以上の「モ メント ・モル タJ レ」塗 とな し、窓

出入口 は一般の改修 t 同様であ り、 {なほ屋 根裏及

天井裏の防 火区割、天井の防 火鹿置 も、合 せて貰

施 す るといふこと になり ます。

この防火改修事業の施行は、一般の木造建物 防

火改修事業 主同撲に 市が これK 首り 、助成方法は

市の交附す る補助金 に劃して 闘iIl 1が有fjU) J をする 事ー

にな って ゐます。補助金につい ては、市が工.事費用

を審奈 して、共の区分K 依って決定いに します。

即ち

1. 撃校 ・病院等公共 ノmニイA スル建物ニ付 テ

ハ改修工事費 ノ3 分 ノ2 以内、イ旦シ床面積

一坪ニ付、 20闘ア起ユ J レコト ヲ得ザ J レコ ト

2. Jt ノ他 ノ建物 ニイサテハ改修工事費 ノ 2分ノ

l 以内、担シ床filI 積一均三 ニ付、 15闘ヲ超 ユ

ル コ トア得ザ Jレコ ト

とい ふ こと になってゐます。

今度の防空法改正K 依って、防火改修が法文化

されま して、近く防火改修規則が公布され ます。

ｾ ｊ 論その ｾ ｉ ｾ I" C . 大規模木造建物の防火改修 l乙/bMする

こと が含ま れるわ りであ ります し、 以上の要綱の

タトK 防空 ・防火上有効な依項が加へられ、 叉匿域

も防主建築規則 の施行医域になり ます。

向近 〈、防杢建築規則が改正される時期 K は、

建築する場合に も、所謂大規模木造建物につ いて

は、同様の主旨要綱に依って、 始 めから工事 をす

る様に法文化されること になり ませう 。

( 小原敏一)

4 9  111 



煙 突 設 計 に 就 て

( 皆突設H I ' L 際し、その高さ及口径を必要な限度

に於て泊首に定める こと は、資材官官約J 引与に情意

されるべき 筈である が、往々 l亡して、 その佼川さ

れる 健叉は躍に到 し、煙突のr訴さ及 口径が必要以

_I .. I'[ 過大な るも の、或は過小なる ものが見受げ ら

れる。煤煙防止の方では、 l科さ口径が大き地きて

も道支へないが、資材の方でーそ の主定K 際し[ 出戒

を要求されるので、設計1乞於てこの拡を殊 lζ 御注

意刷ひ度い と思 ふのである。

言葉材節約K 留意して煙突のi吉j さ、 口径を泊首 1'[

広めることは構造強度上l乞於ても 、ラたに支l l ; べる事

項 と併せ必lむさる べきで あるが、 こ〉では佼川さ

れる健或は櫨I C到す る油ー首の大さを主主め る規il
f
; I亡

就て述べる。

この規準は従来も内規的 K 概¥1 俗は定められて居

つ ｔ この であるが 、 狛抽象的な臨も又不 備な 鳥ｾもあ

る様l乞思 はれる ので、これ を若干柿正 しに結果算

定規昨として大抵 の場合は 一般に下記4条件IC迎合

する様高さ及口径を定めるを油首とする 。イ日し特

別 のものはそ の依件{て肱 じて}JI JI L: 算定 しなげれば

なら 1;. ｾ、 。

I  - [ … 肝 面 積 合 計 山 ハ 1 !  

l  ( ス トーヵ毎11寺j宝茨畳Icg) x  0.8  J  !  

|  孟 ( 1山 一山 ) 1/ 百|

ィIIし日 = 煙突高 m 

A =煙突頂 口断面積 m
2

G = 石茨、 コークス 、煉茨ぞ乎焚する 場

合の毎時見積燃焼率 kg/m:! ( 下表 )

重油を月j ひ る; 場介はこの75% 't: とる

新木、鋸 屑 等 制1Jひに る場合は 、 こ

の50% をとる 。

G の標準( 火+1千子面積 1m
2

常 k

ｪｊ 手三 也 ｦ 竺竺 ｟ ＮｉＮＮ Ｚｫｾ Ｍ ｔＭ ｍ 竺 ｌ ｅｪ
i

水 告 側i 14m2 以上

1

175

i  

ｬ Ｍ ｊｌ 一 一 一 一一
Ｑ ｟ ｾ Ｎ ｾ Ｎ Ｒ Ｎ ｟ ［，ｪ ［［ ￹ ｾ ｟｟ｉ 竺 ｩ

川 5 0

| ラシ カシヤ館、コ ル ニツシ

ユ健、煙管纏、汽車型館、 130 

舶 用 健

セクシ ヨナ ル雄、温水健

堅 臨 I OA5m2以 上

1

100

If 
10. 2m

2 以 上

1

60 

If 
10. 2m2 未満 | 却

l 窯 雄、熔解雄、カ11熱嫡等
1 1  

m2  以上

1

130

11 

10. 5

m 批 |11
11 

10. 5m
2

未満 |

風呂寵、手11釜

向上式の中右式は従来月j ひられてゐ るもので、

各種の高さ及口径I ' L 1'1する数植の表が多〈殻表さ

れてゐる から 、こ れによれば; : i - J手の手数は省略さ

れる。

;:j( fL : 附属設備としてのilll 1fi '針で あるが、こ れも

従来の規準 iと鐙更をカ11へ?二部分が多少あ るので、

これも 煙突 ｦｌｾｬｾ つ ｦ こもので はな く 、 一般的のもの

であるが 、こ 〉 に その鑓更 ｾｩｬ 分のみを附氾 し てお

く。

1. 地 rl' 板は銅の節約上なるべく代} 十j 品を使則す

ること 。 代用品の規準は 「合計-表陥[ 積 1m
2

以 上

の( 六共式、松下式、又は精向式) 茨素坂( 棒〉

とし、之に地紘と同等以上の効力ある 導線を池宮

K 封入し、且板 (W) より 30悔以上の部分を絶縁

材 料K て防水被堕するものとす」

2. 従来ぬ行してゐ＿こ 金 鏑は之を ｍ ｾ きぬこと。踏

を施す場合はクローム鏑とすること。( 績見幹)

資 材 難 と 建 築 物 法

シンガポ ール陥落し、大JtC!lli の制益 j毎樺を完全

K 把握しにと云つでも、戦はいよいよこれか らで

あってみれば、鋭 、 セメントの建築資材の入手 Ｑ Ａ ｦｾ

の緩和 される日 はま ピ述 いと思 はなげればなるま

い 。従 って 我 々 は 、 ま ｴｾ 首分「 鋭 材さへ入手ｩ｛ ＱＱ 米

ますなら 、勿論法規j邑り設 し? こいの ですが・ ・



....J  ｾ云 』、隙怖を きかな け れ ばならな い 。資材

難と市 i.l j 地建築物法一一聴く 我 も々、 辛 いの であ

る。従ってこの j d位非常 時 局 れと於て平常通り の

訟令を 犯行ずると ころに無 理がある との 訟も ＭＭ［Ｎｊｾｻ

額けるわけ であ る。然し材不干不足なるがMu亡1;W. ;1f

規定 を考慮せする に 多 〈 の記［築が ιｉ Ｇ ， ｾｏ 二日 すご は 、 品 ， ｉ ｉｔ Ａｩ

の織成の｟Ａｾ からも 、 後 日 謎 ｪ 法Ａ と 改修の正仕事染であ

る Ｗｪ ｅ から も 、 ｌ 与災後 ［ のバラ ックで ｾ ｦ￯ 孔 Ｇｕ 金ｩＧ ｩｾ であ る 。

、と云つ でも戦時謹; j ! ij 下であ ってみれば、法令のl l i !

J-!j について ｾｉ ｬＧ ，計 二 与は も必 要 であらう 。大限 的建 築

却に於ける岡三年の事例か らその大 11俗の方針{ e 記

lノ、御参) 51亡供し広 い主思ょ、。

1 甲種防火地匡に就て

餓ぶ セメントの不足が最も大き q'!;! <のはrp

種防火地区でゐら う。建築商;積 200 t' ド求尚で、

階主主 Ｒ 以下、結 ｾｈｬ ｦ￬ｴｩ Ｈ 100 坪米部I. jで、i特数 3 以

下の もの は銀筋コンク リ{ ト建、煉瓦浩にでも

すれば、1m口111i のJJj( 付け如何に よって、現今で

も建築可能であ るが( 規則第 11 9s長乃至 123保)

光づ一般に はむつ' かし いであら う。 このi慌の事

であるから 除却j町民付 で許可 して欲しいと の接

もよ くきくが、防空上 か ら考 へでも l釘自 くない

然 し下記の二つの種類の建物は木治でも 存制 j明

限附で、規則第 135 僚 ノ二の ilU設建物として認

可して居る o Mi%j { 米れば除去j J するのが版Jl iJで

あるが、そ の時の情封、主主築の j町長l乙依って

その延期も認めな いわりではな い。

A  統;[Ii J-(q枇の建物

此 の度のｾ 三 ｊＺｩＧで 一 番 ＴＨ 事換を し＿こ のは総出部

門で あ らう 。 この経梢改革遂行の ?こ め、各業

統Hjl J合iiU:の設立を行政下l ' Ci!尚〉ら悠惣 され fこ場

介、 その建物 i乙主J しては下 !i 己の旅1/1"をiねして

認めて昂る 。

イ 何者数 2 以下iこして唐附{ e 千I せぎること ω

ロ 外壁の措. l l l i は j字2 センチメ ー トJl..以上ω

「鍛制モル トル」塗の類となす こと 。

ハ本 屋は ｼ 鋒 地境界む ｪｩ より Ｒ メ ｻ ト Ｉｾ 以 上の

距雌を保存する こと、但し境界線 ILi 百する

開口の欣況に依り支障な しと 語、u 石もの は

このl浪l乞在らす。

ニ 存続期限! 立一ヶ年主す

B  li)j ささ資材!1l.(

戟争の規模が蹟大 されるにつれ警i防園や町

子? で防空資材!iil の建築が多 〈なつ? こ。何れも

5. 6 1+のものであるが、 防空用資材の確保 の

j てからも外肢の liij. J 火構造を奨めでは府る。然

し費J i J のumt ] もあ り、主け亡は困難であるので

Ｚ［ＺＮ￭Ｈの ｦ ｄＮＧ､Ｇ ｉ ｾ 附で認めて ｪ 苫る ｯ 1. !1し{品j 人川のもの

は含まなし、。

イ 建物: ま IW2さ建築規則に泊‘ 合せ しむ ること

ロ 存制j閉山はー ヶ年とす

2 軒高の制限に就て

一般の建物では起らな い問題であるが、工場

等 lζ 就ては、 その内部の機械設備の闘係J 二、木

造軒高の限度 9 メー トル( 令第 5僚〉以上を絶

到に必要 とする場合がある。銀首・の入手却1，ばか

りでな〈、 鋭鋼工作物築浩許可に さへならない

場合もあ る 。 その様な時は令第 ＲＹ Ｑｊ条ｉＧｃＮ ｦｾ る仮設

建物として一ヶ年の存続期限附と して認可 して

居る。これは工業用足喋物として令: ; rc日僚の高

HiIJ 以免除の li 51 . 扱は山来得ない。鋭材さへあれば

片 付 < UU題であ るからである。

3 自主IJ :ij[ 々摩 に就て

自 ｊ 助率んＩＱ ＱＱ は特殊建築物規 則 第 ＵＳ ｾ 条で 、 ｈ ミ ｬ 自 ｩ

tA50平方メ ー トル以上のものは壁韓、桂、 小屋

屋根、 天井弓ちを不燃材料で構成又は耐火構造と

する棋に規定されて居る。壁趨や柱は無筋コン

クリート造、保正法で宜 しいが、ノj 、屋 κ 困 るの

である 。ガソリン規正や統合の砂j係で大きな車

庫を建てる時起る 問題である。出来る 1: け50平

方メ ー トJ レ以下で、椋を別にする様奨め て居る

が、巳むを得な い時はIJ、屋は木造 とし、天井は

「鋭網モ J レグル」塗とし、特殊ー建築物規則第 6

般による恨設事業 として一ヶ年の存続期限を附

しJ p- nf して居る。

4 這路を横i崩す るパイ プ受に就て

; 道路 l乙依り恒てられ? こ 2 m以上の敷地κ 亘 る

工場に起るの である。従来ー賞作業 の必要上巳

むを得ぬ場合 (1[ ｬｬｩｾ り銭官Ｇ迭で認可し て 居 ｔ こので

あるが、之も鍛材使川絞手口の時機到来の! 禁は、

ｬ 立ちに鋭当Ｇ造に改修させる ＱＡ 長作 付 で、 木 浩ｾ 認

める こ主 にしーにつ

以上四つの場合は恨設として取倣って居るので

わるが、 そのJii 注、イ[-絞 lUWi j7j> ら考へて、平常な

5 1  111 



ちば到底認容し得ない事である 。市街地建築物法

戦時韓制版である。 話くに期限付ではない即日間tm

品に就て重量げて見度いと思け。

5 防 火 壁

規則第30僚の防火壁に就ては昭和 14年 2 月の

改正に依り所謂簡易防火壁のJ l i IJ定を見? こが、鋭

板の使用に就て織鋼工作物築造許可規則の許可

が至難となり 、製校、工場等で支障を来す こと

が多〈、依て次の様な防火隔壁を 200 坪以 IAJ毎

ｋ 設げる時は、規 則 第 ＲＹ ｾ 長の防火壁の設置を免

除することとしにo l ! J l ちその構造は

A  時11>" - 1三枚読みの上に両面モルタ J レ塗 ( 1字 l

セン チメ ート ル以上) となすこと

B  防火隔壁の雨端は建物外壁より 1 尺以上突

出せしめ出軒の部分は軒先[ 商迄突出 せしむる

こ主 主し、上端は屋根町よ り5 寸・以上突出せ

しむること

C  防火隔壁柄側の木造判l部は l メート ル間隔

以内毎に通桂又は 管 桂ｾ立て筋違等 ｋ て 堅固

なる構法 k なすこ k

D  棟瓦壁は下記何れかの如き方法に より上記

雨側軸組に緊結すること

ィ 6 ミリ ボ

ーJ レトを 3

尺以内毎に

雨側桂kこ過

し締めつげ

るこ k

ロ 8 番線を

以て作れる

手違金物を

以て煉瓦積

み 7段目以

内毎，( t C各位

κ 緊結 する

こh

E  開口部には

下記の標準に

よる鍛線入コ

ンク リート 迂i

の循を月Jひ、

壁瞳に 20セ ン

11152 

トー/.2

C

引

ト ｉＢＮ，ｚ ｃｾ

1A: 

勺 妓

」笠

チメ { ト ル以上 lモ挿入するこ 主

イ 幅員 9 尺以下の場合

0 8 番組 2本来

. 8 番線 3本東

スタラップ 8 呑線20センチ1m

ロ 幅員 12尺以下の場合

0 8番線 2本来

8 8 番線 3本来

スタラップ Ｘ 番線 ＲＴ セン チ ｉ ｾ Ｇ ｊ

F  : 煉瓦壁及雨O1IJ 木造UI山部の牒偵み及び基礎は

コンクリ ート 造 ( 1 :  3  : めを以てー韓として

L也こにすること

6 甲 種 防 火 戸

鵠扉が禁製品主なれ l手15センチメ ート ル以

上の土磁扉では、その重量を支持する 史!iE呑が容

易に得られぬ現代では、::j ，くのものを規則第 l 係

第 17抗「ニ J I 乙依り防火戸を認める事 t し?こ。

但し宜|緊上防火的効力を有せぬと認め? こ時は認

定を取消すこと とし、 試験的承認であ る。

イ 各桂及{ 実は何れも耐火木材を使用し、鏡板

は岩市 ｉｾ 板創設 入 取 付り 、 吏に各拒及桟の見え

掛りは薄い治綿板に て張包み て扉 u ハ そ の

扉の雨商線高を鍛板張 b とするもの

ロ 各梶及楼並 lモ鏡板は前枕 l亡準じ製作 し、 そ

の内外商を更に誼蛍j手の不燃;阪に て張包み、

その上商締盟主7セメン! トモル タJ レ吹付仕上げ

k するもの

ハ 前抗の不燃板 l亡代ふ るに竹筋入マグネシヤ

セメントモルタルも塗仕上げとするもの、放

に下地は全部前枕に議じ製作す るものとす

ニ 各桓及桟ｾ耐火木材とし 、 鋭 板も相蛍Ａ享の

| 耐火木材を佼mし、そ の扉の内外l函綿韓を岩

事:ll 板にて張包み 、 その上ぞ更に沌級品()c て被

援せるもの

7 防空建築規則に依る建物の外壁

防安建築規則 f'C依 る外壁の構造に就ては同規

則第 H 条第 l 蹴に規定されて居るが、同蹴「ホ」

に依って認定 しにものに弐の虫f I きものがあ る。

但し之も防火戸 主同様試験的承認であ る。

イ 厚 1. 2 センチメ { ト ル以上の不燃板 l亡厚 l

センチメ{ ト ノl 以上セメ ン トモル タJ レ塗 k す

るも の



ロ セ メント モル タ;1-の J::l 'Lタ イルM1 : し、相i

首 ｬ 字ｾ有するもの

ハ マグネシヤセメントに鋸屑を混じ木摺下地

f亡塗立て硬化せしめ?こる厚 2 センチメ{ ト ル

以上を有するもの

ニ 軽プロックを張イすり 、目地 ｾ セメント モ ｊ レ

クル塗 k せるもの

8 井同住宅 。天井

共同住宅の天井 ｋ 就ては特 � ［ｪｾ建築物胤 則 第 ＲＶ

Ｔ 条で倣網モノレタル捻 、耐 火木材 ｾＱ ｾｾ 与の 他之 ｋ 類 ー

する構造と規定されて居るが、銀網、セメン ト

入手維のJ斤柄、三たのものを「之に類する構造」

主して認めて居る 。

イ 不燃1'1( 1長りのもの

ロ マグネ シヤセシ ントに鋸屑を混じ、水摺下

地 l乞塗立て fこるもの

9 カタラスターと水津セメント

現在建築課で配給して居 るカグラスターは代

mセメ ン トと云つでも強度がないから、壁鵠塗

装用 K のみ使用されるものである。

セメン トも代用セメン トで あるが、之も強度が

少いから 、位宅の基礎J主皮 l亡しか使J +J出来 ない

ものである。

10 鎖線入コンクリート這

之は繊筋不足に使っ て考へられTこ締法法であ

る口主 として 8 番線を使用す るのである。建築

課で餓線の強度試験をしに上で、使用; を認め て

居るが、臥梁や相等の様な柿強別部分K のみ承

認し、主要構造音j¥f L は認めて居な い。

三たに之は直接建築物法 l乞関係はないのである

が、木造建物建築統制規則に依って木造の大邸

宅の新、; 檎築は許可K な らないので、木造部分

は30坪以下主し、他は無筋 コシ クリート又は煉

瓦迭とし ての申請が時々H . II るのである 。之に劃

して は資材難の折柄材料の配給をせぬので ある

から彊探申請の際却下の方針であ る。取下げを

慾: 想されるまでもな し さ う し に 建築は この際

; 主慮すべきではなから うかと 思ふ のであ る。

( 岡田蓮調)

紫 煙 室 御 投 稿 に 就 て

ｾ先般来各方両陀豆 り御投稿をお・願ひ致しましに庭、続々主御投稿を賜り 、此 の欄よ り商目

を一新 して 市総ある随想、研究、等々 掲載川氷る事色な りまし? こ。乞御期待。

、 々 祈字 、 組ブｾＨま本 ｊ 主主 Ｏ ￮ ￼ 紋 ＲＲ 字詰二段組となり ゴ Ａ 三 市 Ｑ［Ｚ 見やすくなりまし ＱＺＮ 。

寸 御投手手iは今後も合員の舟の新聞 として各方| 自iから の御投稿を希望 して居ります υ

カ 原稿用紙は、御執筆の御意向を; 偏輯係迄御通知下きれば御送付致 します。

会 掲 載は11国陀致します魚、 或は都合で遅れる事があるかも知れませぬが共の場合))I )Y亡御通知

致 しま I t んが御諒承腕ひます。
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さ か さ ま

山 口 正

満員の車内に突然定j市心LI' ，*r二時、計tか年寄が

坐る? ごらう l 、左右をみまはして 、音色も} 芯を占めよ

うと は しない のに、は じめて 自分がそ の場での年

長 である事 K 気づ く一一こ の年頃になって、 これ

は柳か年がひもない話r: が、す・っと以前からの習

慣で、元 日はレピユ ーの研究 といふ事 になってゐ

るので 、こ のがち若い人を誘って 、お宮請での婦 へ

りの足を新京極レビュ ーノj 、Iぜになげた。どこもこ

こもいっぱいで 、やっ と這入れた小さい小Lきでは、

レビュ ーはな くて、11、さい舞長 いっぱいに大きな

男が 2 人きかTごちをしてゐ? こo 製個室にあるよ う

な坐板のノj 、さい廻陣いす托頭を お しつけてきかに

ちをして ゐる 2 人の男 は三味線 l乙ゐは して、 いす

を掴 Ｊｾ Ｈさ ぜ ｦ こり 、 ｬ 仰 を ひ ろげ にり、 す ｩ まめ にりし

1: 。 し土ひ には、 きか ?ごも のま 、、 七時見からコッ

プ lζ 7k i' 注ぎ、 それぞ ぐっ! : i ifくみほ し1こりし-r:。

長 い時聞きかにち して ゐ る さ へ 1: -;事 でないω

11154 

に、一睡あの7. 1 < はどんな風にして同の附へおきま

るのにらうか主、飢客の感嘆舎さら った。叉、 わ

れわれの問では、先i覚昼間と か、網膜f染色か、調

的封象の性絡の鑓イむとか Y 話題になっ Tこ。舞長で

さかTごちをしてゐ る委主人から抑容をみる と、まる

でわれわれ観客がきかにちしてゐるようにみえる

Tごらう。即ち網膜像から いふ し こ の附者の間の

原 守 で ? 、華人と 制客とどちらからも腕ii' 0:H 象が

さかきまに見え 、一関どちらが本官に さかTごちし

てゐるのかわからない。 ところ が知:見昼間的には

華人がきか?ごち を してゐるものであ ることが明か

である 。 すしづめになって第潤な，巴ひ をしておま

けに席料まで挑はされて 、大 きな男の鑓な格好 Iと

感心するより、 護人になって 、舞:誕の上 での うの

うときか?ごち をして、3J i ; になっ Tこ客席を眺

めるほうが愉快Tごら う、主 連れの l 人が云ひ出し

にところから 、 こんな詮義にな った のであ るが、

いっ そ ? 子JF容も 全部き かにちして、客席も舞

蛋も皆さか きま にな ったら、知覚昼間的にどうな

って、網膜{象的 に どうなる Tごらう? など主考へて

くる色、こ の 世の中で知覚宰間的f ' L l E しい側にあ

る布- の資務 k いふようなも のがよ高ぜられる 。 i止の

中tとするひとつ の もの とそ の反封の もの左は、オジ・

互に 、網膜阪 侃 は、相手が 3J J ; にな ってゐる

と考へてゐ る。議論 μ 、ふものは 、 そう L 、ふとこ

ろから 出張 して、お互に相手の倒錯を指摘する。

迷信を大切に} 且ふ{ 日IJ の人 l乞云はせると、迷信Tご

といって 一概にげなす事 は以つての外 といふこ k

になり 、科撃者のI促からは迷信はゐは れむべき l

会 合・ さ ま

イ Ａ ｾ ｉ の 倒 錯 現象 ｩ と 外ならない。家Ｑ￭ｉ方位は、われわ

れの聞では迷信ピ之されてゐるが、意外に信者ーが

多い。迷信Tごといひながら 、これを迩奉する人が

ｾ い のは 、こ の 迷 信をけとば す ｦ ご けの勇試が なく

このえ ?こい の主11れないものが何主なく底紙味必〈

ｬｲｩｾ ぜられるためであら う 。 ｉｲ狐や狙Ａの化けると云

ふのは、本官であるかどうかは、動物撃の問題で

はな L、。これと同じ理由で、家相方位が嘗てにな

るや否やも 、建築撃の問題でな い。』と伊東忠太

博士はその者『お相 lよゐてになるか』で述 べてみ

る。 け れ ど し 建 築の祉 合において、 問題に され

な十筈の家桐が波Tご大い に関心を持た れてゐる 現

ｍ ￧ ｾ ば、 我 キ は 見す で 〉はおりなし、。我々からは



ー家 ｩ ｩｬ がひ とつ の ｦ Ｚｅ ｬ ｪ ｾ ｦｩ 現 象 ｬ 亡見へ、説 相 家 から は 、

我々がさかきま IC: 思へる のであ ら うが、ぞれは網

膜像の問題であ って 、9: 111.'1:民間的l亡は 、l引かに2tE

;ff l家が きかさまで ゐって 、我 々が正常位に あ るこ

とは、今日すべて の災、地誌、雷、風水害、病気

などが利息的に I切かになってゐるとき 、 まこと に

首然とい はねばなるま い。筆者は 、こ の知売空間

的 l亡正し いmi Jl 乞ある志 の '> 1' (務 として、昨年 1月

の本誌J : (乙 『家相家 l亡挑む』な る稿 {t>琵表 して、

大いに家相家の反省を促しに。も とより f作者如き

謬 の ｴ ｻｻ 力を 以っ て 家 ｾ ｦｬ 家の ｬ 人＿ こ りとも動力、し得

ると は思 はぬが、多少の反響 を期作し ?こに拘はら

す' 、ーの反殺に も1-1¥合 はなかっ Tこo 家相と いよ、も

のが如何に とるに足らぬ迷信で あり 、 IU;問ではど

う考へ られ、地築家建に どう奴はれてゐるかを設

き、 家柄の如き迷信は 断乎 排撃すべ きである と主

張 しTこ1111稿を獄殺 しに家相家速は相色控 らす，悠々

と鬼門裏鬼門の詮設建て lこうき身を やっ してゐる

如 〈である 。家相読のIlt ji 替か ら 1; 機の舞ひあがっ

て!fiJ.¥戦するも のが無かつ Tこ代り に、味方の附僚か

らは、貰に14通の賛成立見や激励文を脳はつに。

せめ七我々 の時代 l乙主文相とい ふものを無 〈してお

かなけ れば、 子々 孫 々に潤 してけl しわけ 無い な E

とい ふのもあ っfこ。

きて、こ〉 では多 〈の議論を見合せて、ひとつ

の例設営提示して我が家相撲滅陣俸を強化してお

こう 。迷信 を排繋する多 〈の立減な 人法が、いき'

挟が 家 ｾ 挫 て る 段にな ると 『 日 ｊｪ に人 の壊が る 事 を

わき' わさ' しな くてもよ い』 などと 、てい きいの よ

い事 をいって 、家相家の いよ、通 りの試を i; !i ってし

ま』、。そ れ程弱い人rr 日の 1 i討を見せつけら れ るに

つ け、何 Eか しな ければ、幸耐の似簡を つりに多

〈の不幸を我々の{J ニ宅 の周悶から迫つ姉ふこと が

/1'，来な い、と 筆者 は常々 考へてゐ1: 。その筆者が

自らの住宅を新築する 機千?を得て、 ;t づ〆吃へ?こ事ー

は、自分の家の設 計に家相方fi/.を考慮K 入れな い

のみでな く、いっ そ、 うん と家相 の悪 い2誌をつく

っ てみよ うとい よ 、 事 で あ つ に 。 そして惑い ｾ Ｈ ｾ ｦｬ の

ｾｈ｣ 位 むと ｌ 、 ょ、事が 、 如何 な る 影枠 を我々の 上 に

もに らす もの であるかを質検 してみようとい ふ事

であっ?こo 多 〈の議論 よ りも、 ひ とつの宜設が人

ｾ動か す ｫ い よ 、 事貨を知ってゐ＿ こ からであ る 。家

)，::- 1に泊合 する家 含設計 する三主もなつか しいが、

家 ｾ ｦ ｬ の思 い Ｊ ｾ設 計する 己 ｫ も 仲 々 むつかし い ｊ ｬ ］ｦ

であっ Tこo Ｑ こ ｙ 家 ｾｦ ｬ が悲 旬、に げなら 、 な ん で もな

いが、自介、の生活に泊は し〈 使利なl1r!J rl! .に して 、

しかも 家相 を悪 〈つ くるとい よ、事は、同じ僚件の

もと ｬ 乞 ｾ￧ 相 をよ 〈 する こ と〉 同じ 程 度 ｉ ￫ＺＧ青 が 折 れ

1: 。先づ、北側lから南むいて 入る敷地、主主宅地 な

ど いつも 賢れ残 りになるよ うな敷地を手に 入れ

T二O そして鬼門 に便所をも って ゆこうとしTこが、

うまく 納まらな い。やっ との ことで玄閥を鬼門 lζ

入れ、 便所は家HI家の もっ とも!Qf( がる j冥北へ色っ

ていつ1: 。 もはや これ以 r:去相を恕 くする 事 は自

合の力の及ぶ ところでな かっ fこので、同の如 引HJ

JI 正にまと めて宜絡 しに。 このI1I1Jlxで家相に惑いの

は、玄側、便所1:: けTごと忠 ふけ れども 、意地の悪

い家相2誌が見て くれにら 、 もっと 思い拡が多々め

る1: らう 。 そ うなればこ の泌を建て に円 的に ます

ます泊 ふわりで あ る。 この誌に{: I，んで 2 年目 t亡、

ｾ ｾ 記 者は 前 の 勤 め さき を首にな っ Ｗ 二 。首に なる み ｛ 持

ちな どとい よ、色の は、 この頃接佼を 11¥て来る若僧

諸1¥には わか らない。そ の頃WJJ め口をうたふと い五、

事は、結局明瞭に食むを うたひ、波放を ili i1て路頑

に迷ふ とい 」、事であ っ?こo 1ごか らその頃人を首に

する といふ事は、多少共人を殺すと いよ、行舟にf以

てゐ?こo この大きな 不幸 l亡直 i白[ して、 筆者は、な

る 杭 これ が恋 ぃ ｾ ｴ ｾＱ Ｑ の Ｗ 二、り かと 思 つ Ｗ こ 。 そ し て

新 しい臓 をづえめで、j正日鬼門のj j ¥tj か ら、 W，1こり

入つ? こ りしてゐる 中に. 1ケJ ] ばか りで、現主の勤

め 口 からＮｪＧ ｾ川して や る と の 吉 ｩ 誌が 、鬼 川 の 亥 附 柱

にと りつ けに郵便受に投げ こまれに。鬼門は なか

なかl床なもの と思っ て、働 < rJj: I二;;;; ';rl' になってゐ

ると、:ム-日ーがJI 'J ぷl亡なつ?こ。 いよいよ、オ0・いでに

な と、 約ヨZーをt[I Jへて鬼門の方を ji見みつりてみにの

は、何?ごかそのブUf[ j(r:.!iJ!. ぃ米i，flのf! tF1. 査がゐ りそ う

に思へ7こからであ る。 しかしこ の災 色、大 しに 災

で もなかっ 1こ。前 l亡失:i 誌の折 は、思 (:i li k 盟の御好

廷を恭 i 、し?こが、 こんど は親し い友人の持者ーが、

貧乏な筆者 lて金を費やさせ ないよう に して、女房

を もとの健康 な身髄にと りも どして 〈れ7こo ｾ ｦｩ Ｚ ［ 討

は、こ うして一寸不辛の前 ぶれみ ?こ よう な事件 l亡

出 令 はす 符ｾ I亡、路 しい人 'i il Jにぶ つ〉かつ て、 この

世の 中 を 、 何 とな く 刻 Ａ かな れ てみよ い ｾ ￨ 思ょ 、 ょ う

5 5 川



にな っTこ。建築家と してはまことに取るに足らぬ

カ何ではあ るが、 よき上司の下、 よき同僚に取り

まかれて、力 l乙過ぎに待遇を受け てゐる現在の身

令で は、 どう も悪い家相が自分l乞?こ V る事ーを忘れ

てゐるようにしか思へて ならな L 、。そんなら、お

前の貧乏はど う1:: 0 それは不幸の中に 入 らない の

か ? 主人 は反問するでもあ らう 。なる程、貧乏は

貧乏Tご、 然 し、 我が家の鬼門の玄: 聞に『貧乏自

慢ｾ e 書いに大きな額がか 、っ てゐる事を諸君が

みつ けに ら、貧乏も筆者に とって は生活の上の一

生彩であ る事を感得 して くれる ピ らう口か 〈して

12年間金この家に すみ、筆者は すでに悪い家相の

魔力 をみ 〈ぴってし まって ゐる。 人生Tごから 、明

日l亡色 、如何なる事. 象が筆者の身の上を製ふか、

ぞれを否定す る如き横着な 心は少しもな いりれど

お よそ不幸 らしいも のが、筆者の玄関そ鬼門から

襲ふと 、必す・ その後か ら、人情が朗かな空気を j去

りこん で来て、 筆者の心をひき にて 〉しまよ、。不

幸 とい よ、奴は、根切に現はれに大石の如 〈、 わづ

らはしい ものであるが、こ れを割って栗石にすれ

ば、新 しい建物の地問め K なる 。悪い家相の家 liL

佐 U' e、或ひは この大石が津山出て来ると いよ、事

かも知れな い。然し問題は、こ の石を割って栗石

にする事にあるのではな いかと考へ る。

( 昭和 17年 l 月26E1稿〉
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革新期の若き建築家ヘ

一- K へ の 手 紙 一一

小 泉 嘉 四 郎

伊東からのお便 りありがにう 。凍えつい 7こI清い

夜の迫ーを ア ペー トへ辿り 蹄って 、久 し振 りの君か

らの病気の快復を殺せる手紙ぞ承取っ1: 。温い 色

のを感じTこo

平泰の温泉宿色、超非常時の この頃「伊豆の踊

子」の ロマンチシズムは到底見蛍らなかっ7ここ k

fごら うo が兎色あれ、rj 1. (快 くなって くれて、ほ

んとに嬉し い。現在、J l ，[ 京大限と互に離れて暮 し

てゐゃうとも 、米し、不幸にして病魔に震を奈ひ

:1.とら れに としにならば、僕は数十の カマ ラ{ ドを

一時にタミつ によりも 、 もっと 25肢を感じさせられ

にかも 知れなし 、。癒って くれて 、ほんとによかっ

!こ。

※  

京ー と1支ーとの人生記録として、今後相瓦の文通を

保存して置いて、他日返還し合ひJ瓦ーいと云ょ、11の

提案 lこは全 く賛成です。( 現有1までの新からの千

紙は全部、既 l亡侯の乎元に保存しである o 1ごから

何時で も返還に臆じら れ るよ 〉侯には以前から 、

mなるピシネス以外の何ものかの記録に慣するや

うな書信は保行ー して置 〈癖があるのfご。

［ｦｬＭ と 伎との私 ｦ 言の Ｂ ｬ ｬｬ 亡も 、 ｔ こ ＧＺＺＱ こ潤 Ｇｈｾ とのｻ向

の?こめのみでな く、更に庚 〈多 〈の人達、後世の

人達にまでも 、何ものかを輿へ得るや うな文章が

含まれて居れば、機合をみて何かの形式で費表す

るな り、 後世へ遺すな れ と い ふことも考へら れ

る。侯 もこれから僕自身の人生手帳へ書き膏め る

つもりで、君へ便りすることにしゃ う。

※  

人生について、建築につ いての十数枚に渉 る長

い罵ーの乎紙の凡ての黙に 、僕はそのま 〉同意「十t 来

る。 これは恐ら く、 君 主僕との根本の 世界棚、人

生腕が一致 して ゐるか らなんTごちぅ 。 ( こん な友

達同志なん て稀に しか在 るも のぢゃな い}



ｦｪｾ 生時代から ｻ 愛れ ＿こデザイナ一色して 鐸Ｚ敬 して

ゐ仁川のＺ 、 感窓を ｾｈ Ｇ ，て七年ｾ 経＿こ今 日 「 生泥のｌＱ

ｦｾ が、財 ｻｴ＾持政 することでも な し地位を築〈こ

主でもな い IIW人類が誇 り得る不械の作品を創 出

寸 ることにあるといふことにE需給 し? こ」と云ふ荒

々 しい 純 真 さ し 覇呆 lて満も仁言葉を活っ て くれ

にことを限りなけ欧ぶ。

き うt: 、人類をより自 Rl へと解放し、人類の共

同 の幸稲の ?こめ のす: 績を遣 し、人類の誇 り得る作

品ｾ創造することこそ 、 われわれ の使命であ る筈

t: O  I お前は人類の? こめによく悶つに」と人類か

ら賞讃され感謝されることくらゐ、イ何人にとって

名界なことはな い と思ふ。

※  

君はこの師結 Ａ Ｇｃ ｾ主するまでに 、 随介 ｪ ｫ ｾ 、 Ｑ ＱＭＱＱの疑

ひと逆ひを絞ねばならなかっ fこと 去五、。或ひは政

治 家 l亡梓向 しにらと逝ひ、 或ひは皆者ーに成つ Tこ方

が良かつ? このではないかと疑つ fこりしにと告白し

てゐる o tごが君の幼少の頃から現花 l乙至る までの

小 さな生活記録を読ま せて、 もらつ f仁こ品私引lJ市 !

「君は矢張り主姐建u築 家 lに乙成るのが- 一一千需存F王. しカか、つ?仁この

?ごふ口建築界は現在釈のやうな人物をを? 喜要E求してゐる

のfピ三。いや人類は11ーにますし建築文化の部門を拾治

すべき使命を課 してゐる のt: J  i: 云」、青葉を 献 げ

にい。同より現在、建築文化のj s 民といふことは

最王子唯 l亡建築技術の純悶内t: けでは、 Uとして解決

し得ないにらう o われわれには、 _rii! 亡建築家?こる

以前の人類のー単位として の 使 命 を 課 さ れてゐ

る 。 さき の言葉は勿論 こ のｾ味をも合めての言葉

t:O 

※  

先日こちらの役所で「阿内新鶴市IJ と建築」を詰・

る座談令が Ｑ ｗ されにので ｾｉｕ 河［してみ＿こ ｯ が 、 現代

の若い建築家、達が、案外 こんな問題l乞閥心を持? こ

うと せ子、出席者数のをt いのに窓外の感につに。

アジアが、否全世界. が新しいシス テムの肱動陣痛

!L P申吟してゐる現在、苦悩する隈史と共l亡、斯の

様な問題の内容を民身にな って考究 する建築家 こ

そが、買に人類を 愛する人であり、民l乞岡家主? 愛

する人と謂はるべきではなからうか。 ( この や う

は問題に劃して冷淡な態度は翫のエゴイズム Tごと

伎 は思ふ 〉

この 「新韓iril j と建rA'り と云よ、主題の中には、非

常 ｬ てｾ＼の ｮＺｪ 題が含まれてゐると後恕される 。 ち

ょっと% へ仁 Y けでも 「新髄i同様式( スタイル〉

の問題J I 建築生産方式の盤貌J I 規格化標準化

の問題J I 建築課題の費率J I物資貯蔵、配給施

設の問題J I公共筋設介布の問題( 都市計霊感的

l亡槻? こる) J 等々が浮んで来る o 勿論これ らの何

れの一つも大きな問題であり 、今後充分lモ検討考

究さ るべき問題Tごと思ふロ

* 京の; 車中淫の意見も段、かぜても らひ f こい主も

思ってゐる次第fご。

※  

この「新開制様式の問題」 の51 M誌の一助として

先円来、分離祇以後のわが聞の建築文化運動史を

少しく調べてみにD 嘗てのt.=い建築家建の採っ Tこ

行動、遣しに言葉、出つに作品の裡l亡、現在われ

われの撃ぶべきものが非'j古に多い。

「建築家は青沼毘 とスケ{ ルを持つに泥人形で

もなし、取lて製問するロボツ トでもな L 、。そ れ

は生命を持つTこ人間である。示1:合的ー草佼であ

り、新らしき現想、の市1: 千? を建設する技術家であ

る」

これは十数年も前、制寸布1:の一同人が遣してゐ

る青葉t: が、敢 えて此鹿に書 き辞めて置かう 。そ

れはこの言葉が、現作に於ても内正 しい言葉であ

り、今日依然として繰返すfr{怖が あると信じるか

らt: O

※  

いろいろと 書いてゐると、限ち がなし 、から 、今

日はこ の1ii :でtfI を7捌か う。

充分自愛されるやう。御健康を心から示r r - 名。

ニイ11
1

病後の郁子をに給制齢、てゐる 111、い 〉事t: O東

京fl l'd賓の山手を 、 カングアスを抱え て歩いてゐる

ヨ口{の姿を 想像 し得る 。作jplの伽i展をやる主云」、が

やるなら緒の例展ではなく、 いっそ建築家と して

建築の個展をやっ fこらどうピ。建築個展の開催と

云ふのは今迄聴い fここ主がないが、 こんな形式も

建築界κ i Hこせてみ? こいものt:O そしてそれを最

初に やる人として、fl なんか: 最も油任者?ご と思ふ

んt: がo (  1942 ， 2.  15 )  
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常 務 曾 〈第二 回〉
8. 合 員詮衡

8 時30分紋合す。

ｉ ｾ＠ l 月27 日牛後 5 時- 6 時 報 告 1.  一 月例合 1%7 報 (古・

第 四 都 合 ( 第九問J

/w 大新技; 別窓 常 務 舎 〈第 四 同〕 H手 l 月30 日午後 6 時 [0分 一一

出席者 E型 事 弁 上、竹 腰
H寺 Ｒ 月 ｬ ヲ日午後 Ｕ 時 ｾ ｏＩ ｽ ー 8 時30分

主2己 中肉 、益支中 ‘ f何本、
- ( ) 時50分 Wr !l ラア窪

佐: ru;
m 陳列場 出 席 者 主 査 渡 部

主計 小 体、松 久 保
山席者・ 王理事 ;}1: 上 宇争事 伊 東

編斡 伊 藤、錦同 主i} l ! 佐藤. rl' !I可‘ 国i様 、薮 中 委 員 松 久 保 、終 局、 岡本

誠司ｾ J. 委員 、 幹事委婦に闘する

ヰミ音l' ノj、1*三、 利用 木村、! } 、同

編縛 伊 隊、 約問 議 事 1.  
自話機健制の談話さ若手裁 の 件

件

2. 防 火改 修展覧合開 Ｑ ｾ Ｍ主の件
諸原 !. 三三月 fiJ J合 に闘する件 2・ 東京都合委員 より情勢勝

3.  ｾ司純生命保 険 加 ｬ 入の件
2. ザ|総事務検討の件 取 の 件

4.  雇採用に闘する何t

3. 評議員合並 に臨時総合間 際 列揚幹 事会 ( 第 二 「りij )

5. 合 員 詮 衡

催日 のイ牛 時 2 月 4 日午 後 6 時一一泊時

4  合 員詮後I 30分

報 告 J. 昭拘l十 六年度決算 報 行

月 例 苦言ー く絡潟舎〉
JiH  1，車列 場

2.  入 '持者報告

日寺
l 月Zn-l 午後五 時一 日時

出I品.者 幹事 長
松 久 保

常 奇襲 舎 ( 第三 fni)
30S} 常任 幹事 !f!i' 中、j江間

l時
2 月 10日午後う時40分 ー IW 大おi終

争 ｾ :'l .J: 
補 湖 、刷 、供 問

- 71待20分 出 席 者 竹 緩割合長。ト6，名 矢問 、中 河

所 陳列易
殺 事 1. 午 後 6 時 10分 一周起立 、

議 事 1. 資料集成のイ牛

w席 者 環 事 弁 上則合長
中西主言己司合 の下に 同民

2. W談合周イ訟の件

監 事 池間 俊 訟 を行ひ、 ?釘ちにj(i I市 J. Uf品代表者 舎π集の件

三主百己 中凶 、
の上 合会 材 料 委 合

主 計 手H問、松 久保

2. 午 後 7I時20分 竹緩則合長
l時 2 月 12日午後 6 {専一一ー 7 時

30王子一場。挨拶 を.illべ 、ずZ で

繍 持 Ｑ Ｑ 、 ［ 体 、 伊藤大 下 、 ｾ Ｇｒ ｬ
ヌ ド 合自 ｩ Ｉ ｪ｝Ｚ記 念事業 ゆ 大 Ａｊ ｾＮ fYi' !万U9日場

同

出席者 委員 楠 綱、?;:j 問、前野 、を Ｂ廿 拐 の 上 記念事業 ｪ ｬｴ Ｎ ｾｾ
議 事 J. 記念 事業振替会民主分 の件

ｬ 存 下 対定 問 題 集 にｰＮｾし各 松 久 保、J世間

2.  記 念事 業 項 目除算並委 只

{立の隔主主なき 25、見 の提 案 議 苓 1. 松久保委員よ り常務合の

決定の件

を希望し 、下 記各 位 を指 意 簡を傍主主、委員長、幹

3.  法制委 員合 委 員委喝の イ牛
A可1Y E， ふ

事の互選に入る。下犯の

4. 都 市計 芳、敦化、 災書 、 伊藤ｾ吉氏 、 鈴木末 尾氏 通 り決 定

法制及 技術各委員長命合
池 間笈氏、島 l司君主太郎 氏 委 員 長 楠 瀬

の件

石 川 純 一 郎 氏 、 古 潔 ｾ 三 幹 事 f得、遺悶

5.  東部軍縮現部 よ り合 誌購
八氏

I.  研究項 目の件

根方中t I : J の{L!'
3. 上記各氏より 毒事心なる窓 3. ス トニー製文銀肝究の件

6. 東京術大 第二工事部 より
見 の開i時lあ り、竹 腹自Jj 合

4. ｾ具材規 ［ 際農林省祭に側

合設、寄 贈方依頼 の件 長 よ り夫々謝辞 を述 べ、
し建築皐合よ り申越 しあ

7.  給仕僻職頗仙 の件
E差合主里に 教 を愈 し、午 後

り、之に対し以前農林番号

H I 5 8  



同事長! こ封ずる回答を建築 ご大阪市役所第二建築 f:57 ! < 勝機住吉区 I.[J 坂町・ 4 の27

f1.': Wf 9[ J ; 問答する事 課〉 ぐ長谷部竹腰建築事務

コ. f定{; ;/ 円 第一 、第三木陥 大佐和彦太郎 兵庫l際武llif 郡住吉村 所〉

日 八 甲 回 743 ( 住宅後闘 坂 東 青u羽 「仔下北河内需11三島町 t] 、

領 総 幹 事 舎 ( 第一 回〉 大阪支所〕 高潮 130 (大阪附閲兵

時 2 月10日午後 6 時一- 8 時 出口 幸 三 府 下 北 河 内 郡 三 郷 町 市 器剖i )

うりう〉 淑欝1陀木 18') ( 住宅苦手
古川 東 一 普 通 賛 助 長 よ り斡待

lW クラプ護 聞大| 京支所〉
く古/ 11工務宿〉

!H 席 者 常 務 伊 談、小 林、大 -f 、 fn-Ai 宏 住 吉 区 桑 滞 町 150 谷口
71ぇ原 Ｑｾ＠ 尼崎市昭和南海 4 の4i

錦悶 正内 ti ( 住宅苦手閣大阪 〈 大谷 ｬｦｾ 工業株式合前土

幹 事 尾 重量、岡問 、川 鯵、 支所〉

大阪工場〉

志賀、塚 本、西村、 箕浦 荷七 ｾｴ 医中野町 ＳＱ ＱＷ ｾ 住宅
森本厚三自i¥ ){J 下南河内郡大草村大

成瀬、宮崎、西村 告ま鴎大阪支所 j

事さ ｾ ｴｹ (大林組〕

議等 1. 3月続綿棒項 目に就いての f中間 誠 一 住 吉 区 間 法 本 町7の27 波溢 Ｍ Ｚｇ ｾ＠ 京都市右京区桜峨! 野紳

，此明及内容に就いて協議
( 1 ，正令索道株式舎利: ! d! り木! 日[2の2 CZ ラノヱ

2. 雑誌の組方編斡方法に就 築 ｾ ＧＡＡ Ｉ 主持底〉

、て協議 総ケ 自{ 00 兵庫厳重立庫郡貸塚59

他 方 会 員

時事問題及建築界のみな 〈竹中工務}i!i )

背 主主就 東京市大森1直新井治 2

らず士. 木 、建材閥係記事 佐キ木| 伝一住吉区昭和田T西 3 の22

の lう15大森ホテル瑞雲

も j掲載の件 〈中西建築事務所〉

関 ( 高橋貞太郎建築事

4.  業界皐界等 ユムムース掲量産 司教賀良之助 北区南錦町 5 ( 中商建

務所)

ω件 築事務所〕

午 主 主 芳 一 横i凶市 中l3ii 日村I f i [ 1ω  

う. 首長 ｅ 築及茶ｾ記事を毎ｾ 谷川政太郎 神戸市須勝区天神町 2

崩事Eの件 其の他 の 7絵本方〈位宅後間

策問 策 名古屋市街I亙時岡田I 氷

住 宅 委 員 曾

大阪支所〉

宅池西 19i8 ( 長宇宇都竹

時 2 月 19 日午後 6 時20分 一 一
土 井 秀 男 浪 速 直 東 紳 同 町87う〈中

腰建築事務所〕

7 時
西建築事務所〉

中 村 友英 鳥 取J孫西伯郡大篠i i I t 村

p)f クラプ宅

;休 m 西宮市川東田[ 59 ( 多聞

( 清水組〕

til 席 者 養 貝 伊 藤、岡本、矢田 、
土地合寮舎肝上〕

絵本事平三郎 岩間市室の木 ( 大株組

吉田 、中野、石井

地 方 合 員 山陽出張所)

議 事 1. 委員長、幹事互選の結果

ド自己の通常選

川井 主5・ 天津市日本貌界春日街 特 別 賛 助 員

委 員 長 伊 藤
25の22 ( 天浄銭路局ヱ 上問 イ導入 西成区南海; 首乙の 17

幹 事 問 本 務虎建築科 J ( 大| 夜暖房商曾工事部〉

2.  研究項 目に闘し 協議の結 ::ft 主幹夫 編悶 l孫企枚郡金紋l吋 江口 開 尼崎市杭淑梶ケ烏斗 [FI

果次回までに各自 研究の 〈大林組様話事凶張所〕 19 三木田 iJ ( 三宅建

上議題持ち寄る事 明 山 IE二 旭区新森小路中 2 の85 築工務所〉

3. 次回開催日 3 月 4 日( 7)c) ( 布施市役所管繕諜〉 大 石 1曾i台京都市下京1 I Z i 1 l i 七僚酉

に決定 締 本 繁一 大正直積町 2 の35松 尾 野町24 ( 大石工業所〉

機梁株式合枇内 小山 一郎 普 通 賛 助 員 よ P弊 格

-uEd自zELza  ・

貝 動
百三"手τ三

問中 正 治 京 都 市 左 京 区 岡 崎 北 街l
( 大阪怪気大阪暖房商

所 町24( ミラノ工務応〉
合〉

曾
問 中 波 光 京 都 府 愛 宕 郡 岩 倉 村 長

竹内 一員[1 東直谷町 l の 12 ( 松村

谷くミラノ工務庖〉

組〉

含 員 武 内 幸二 京 都 市 東 山富祇- 関石段 普 通 賛 助 員

小川千里住吉J i I 1 i 昭和田[lffi 5 の12 下南( 主主内工務底〕 奥野良一北区都島南i I i i 1の53
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中川 r;lf 腐岡県長八幡市大字穴生

t宇:喜 池 f竹中工務 li"i 出

張所〉

西 村 利 弘 京 都 市 下 京 区 醒 井 jiJi六

僚 F ル元日町六

1吉本 務之松 兵庫県草明石郡魚住村長

4反寺 〈竹中ヱ務底〕

望月勇治虫1¥ C竹中工君主l吉)

金箔ｾ次 天 王寺区鳥ケ辻 Ｖ Ｔ C大

東亜庭石株式合市士〉

上中 智 府 下 北 河 内 郡 守 口 町 金

下 町 l の 118 C東 山決 鎖

大阪事務所〉

深 谷 茂 紛 旭 区 今市 町 105 1 C南方

産業株式合枇〉

佐 直 属 徳 一 旭 直 稲 荷 今 ! の96

小林 芳 一 兵 庫1孫街:保郡精子町ぴi

岡( 鹿島組出張所〉

'

3

ミ
，
、
e

，
E

ユ

一A

宮

山

一

逗

W

Y

}

Z

t

M

 

曾 員

植竹春霊君、 中谷祭英霊君、西原[ 紅

一君 、泊清治郎君、熊谷泰治郎君

海部資之介君、 白川雅英君、 中川

修 治 君、奥島 E 一君

地 方 曾 員

四方信太郎君、国 森信夫君、総口

芳 雄 君、佐野清助君

特 別 賛 助 員

野問事井造君、南口清彦君

通 貨 助 員

林 醇 君、西 海 保一君

曾 員

坂 本 秀 雄 旭 区 古 市 北 通 三 丁 目 24

志 賀 槌 維 府 下 三 島 郡 三 宅 村 字 乙

辻37

西 川 鶴 吉 伊 丹 市 稲 野 南 町 568

( 大材組稲野出張所〉

伊 東 正 也 伊 東 建 築 設 計 事 務 所

飯 闘 精 次 郎 池 岡 市 西 市 場 180

11 1 6 0  

竹 内 成 夫 池 田 市 花 周 区梅 之 賂

林 積 三 勤 務 先 住 宅 待 聞 大 阪

支部建設部

1ji 川 武 久 住 吉 区 阿 倍 野 筋2の1

平 野 忠 雄 東 京市芝区芝公 l羽十四

続地三番( 紳奈川 哲辞書書

部建築課〉

三 橋 利 雄 旭 区 大 宮 町 西 之町 七了

目33の 2

寺 山 新 造 京 都 府 加 佐 郡 由 良村 JU

l降

矢 木 英 夫 大 阪 市 南 区 長 調 崎 北n古

東桧菱ピル内

( 船場3823)

河 合 功 東 直 北 淡 五 丁 目 住 友 ピ

ル ( 住友童書君主技術部〉

山国 後厳 R青島市猿染問r58 C清 水

組成島 山張所)

私 永 幸 太 郎 堺 市 南 閏 向 井 町 四 丁 目

98 

曾 員 地 方

商 問 喜一 小 倉 市城野町大林組仕i

張所

呑川義太直11 天津日本組界須勝街六

ノニ東洋紡天津事務所

帯松茂太郎 満洲関間島省証言智県長春

和村廟嶺東浦セメン ト

廟嶺ヱ場

ィ、 J体 荷 主 主 府下守口町日 吉田f 二丁

目12

背木 股 満 洲 遁 化 省 通 化 市 二 道

江東遊道関軍基株式曾枇

量士宅四六盟主 CJU法治問

ｾ株式含枇工務部建築

課〉

尾 崎 敬一 東区今橋四丁目 三菱信

託ピル( 東畑建築事務

所〕

政 問 基 次 佐 世 保 海 軍 建 築 部

三 好 停 二 尼 崎市 北難波町 2391の

2  

4、 川 政 徳 慈 北 市 大 卒 町三丁目 9

( 銭高組疑北支応〉

秋 本 研 治 新 京 特 別 市 吉 林 大 路30

4続 ( 満洲竹中工事与腐〉

大 島 鎌太 郎 東淀川w; : 元今製南遜21

7うど住宅街聞大|筏 支所

了..{ 主第二烈〉

北 村 尚尉l l i ' ji 鷹市 1s: 沢民I机三班f二

続

中村松一郎 西淀川J i l K仰法/ l lr 北 三丁

目 〈鴻池組〉

村同意太郎 勤 務 先、内務省抑続院

総務局括主管課

村 山 三 郎 東 京 市 淀 橋 高 百 人 町 3

の 259 C弁・尻芳治方〉

叙 野 藤 吉 岩 同 市 錦 見2120

石l ' ft 昇 前申奈川勝三浦郡北下古li

村 字野 比 ( 浅沼組出張

所 〉

牛島 修 大 阪 陸 軍 法兵絡技術事I !

苦手法主幹

嗣 原 武 彦 高知 市型車巌l鳩町・ ，5 ( 白

同銀育方)

特 別 賛 助 員

小 林 敏 夫 東 成 区 大 瀬 町 3 丁目 67

小 鍛治憲二 一西淀川隠滅江中 1の2

( 阿部1] )

普 通 賛 助 員

吉岡 世主神戸市須路区五位の池

回' f 3の 227

上 久 保 宗 晴 奉 天 市 大 和1葱l与謝町 26

( 門同公己 ./j )

上 回 登 選 府 F 三島郡茨木町上中

僚 184 C西岡幸太郎方〉

中堀 武 彦 終 山 市 北 五 僚 8 譲二地の

四

新 川 富 弘 旭 直 生 江 町J 7 の 129 妓

北 関内

問 中 数 雄 札 幌 市

森 本 秀一 兵庫県系武w郡良元村議

1  CJl I  iffi 航銭機竹中て

務庖出鍛防〉

ｌｾ … …ｾ ｜＠
特 別 賛 助 長

潟寺市 之 介 昭和 17年 l 月20日逝 去

( 謹んで哀悼の芯を表す J

名 j

曾 員

柏 本 E 博 ( 獲 名 源 松 〉
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直回S市大 下 順 三 郎

ｾ･＠後

心事たる南方事情を聞く の合を似 して此慮に戴せる

大東斑機智第 一次祝賀の旗行列は中の島へ中の島

事と した3 今後とも rflf< 各稲の部門に亘って 、所 翻

へと績々繰り込んで居 る。関職以来僅かに 2 ヶ月徐

「雄築と最士舎」 とし ての良町民にかなふ様に努めた

海に陸にさ担に赫々たる核果を ｩ 佼め 、ｾ に大東亜共祭

いと考へる次第である。

閣の大ｾを手中に牧めて しまっ た。御陵威の下皇軍

含貝i清兄に低かれでも 、此の趣旨に賛せられて各

労土のカ i役禽!鈎の賜物た る事は勿音量であるが、一億

積お気附舎の駄をどんどん編斡子宛鈎1主主文下さるや

同胞の不言の底力と云ふ ものをつ〈づく感ぜざるを

( 1 ! oE)  うお願ひ致 します a

待 ない。同時に 今 後之等新 しい大東i l l i : 共栄簡の建設

の大事業は絞って我 h 関民の双肩にあ り、 今後の ー

築建

府の努力によって 、折 角 の職果に立汲な貨を結ばせ

Qr  

匡ヨ
社と

る大責任のある事を改めて痛感する次第である 3

第 Ｓ ｾ 虎第25緯

j電々我が口本建築協舎は本年f i 1Jft 二 十五周年の紀

i 冊 50銭 〈郵 稔2銭〉

IZ刊日 6倒 ( ?  24銭〕

昭 和 17年3月10目玉運行

毎月 l 同! 日 設 行 定 債⑨念すべき年に' お り、 1hf，舎と しても創期的に愈々本来

昭和 17年3月5 日印刷

宣並行 ・繍 斡

印 刷l 人

大阪市北1疋朝日ピル日本建築協曾内

刷 所 プ ラ ト ン 印 刷 jlil:

大阪市西m; : 江戸堀南通 2 丁 目13番 地

行 所 ER 日 本 建 築 協 令

大 阪 市 北 区 中之島 3 ノ 3 朝 日 ピ ル

電話 長北漬 (23) 4501替 ( 9)

娠密口 E甚大阪 3 9 9 7 5 番

目本出版文化協曾合員呑銃2 2 2 0 4 3

の大目的に選立さすべ き帯電涯に 到来 して 居るもの と云

日よJIJ 
戸

へやう。不宵本年皮編車専の任に笛ることとなった我

々の責任も亦ー屑重大であり 、浅高匹未熟果 して責 務

ｾＡＱ＠

の万分ーを泉し得るや否や甚だ心言午ない次第である

室主幸に合員iilf 賢の絶大な御支援御紋縫を待て 、大! @な

〈責を果 し得るなるならば幸甚である。

給 元 日本H' ，版配給株式令制:

双京市静岡直淡路町二 丁 目 九 番 地

毘

協合雑誌「建築と枇舎」は標題の示すやうに 、 J(l.

なる協合員の機関雑誌であるばかりでな〈 、建築を

遜じて最土舎に働きかけると云ふ使命を持って居る筈

本務に掲載せるものは一切これ を無 断 にて

縛 載 し叉は単行本に上! キその他の 複製行震

をなすことを禁ず。

載車専禁

であり 、又一方協合員が雑誌を通じて建築のみなら

ず 、一般車土舎の事象を知る と云ふ事も一つの重要な

要素ーであら うと考へられる。かう之ふ意味で、先 づ

1

 

1

 

1

 

6 1  

理職下関民全般従って建築関係者に とっ ても重大関 '
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